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第一章







　ダンジョン西口徒歩１分。

　広大な森の中にたたずむ廃はい墟きよダンジョンのすぐそばに、それはある。

　ダンジョンの外なのにダンジョンクリニックと看板を掲かかげる、亜あ人じんさんにヒト医い療りようを提供するためのクリニック。日当たりのいい閑かん静せいな場所に建てられた、丸太作りで２階建ての大きな小屋。

　それが医療法人社団アルマ会　ダンジョンクリニック・亜人科。

　最近ここに、城都ヨルゴスから新しい院長が赤字改善を目的に派は遣けんされた。




「今日はどうされましたか、えーっと……」




　こぢんまりとした診しん察さつ室しつ。

　イスに座すわったまま全然しゃべらないスケルトンを前に、メガネ白衣のＤｒテンマ・ベルゲールは言葉を探していた。

「……スラフカ先生、スケルトンの方たちって何語なの？」

　この赤字クリニックは人件費を削けずりに削られ、ヒト院長とエルフ研修医とドラゴニュートの受付事務だけで看護師がいない。だから亜あ人じん患かん者じやさんへの対応で困った時はいつも、背後に立ってメモる気満々の女医エルフに救いを求めるしかないのだが。

「え、話さないですけど」

　さらっさらの長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしてキョトンと目を丸くしている、王立医科大学医学部卒後２年の後期研修医スラフカ・ドラバント。長白衣の前を明けっ放しにしているので、薄うすピンクのスポーツ・ブラのようなフィットネス・ウェアのようなもので包まれたぱんぱんの胸むな元もとが露ろ出しゆつしている。首からさげた研修医プレートがそこでエロく揺れ、バーンとヘソを出した丈たけの短いパレオのようなタイトミニのスカートはむき出しに。おかげで眩まぶしいばかりの健康的な太ももが、イヤでも目に飛び込んでくる。

　白衣の前は閉じるようにと何度か頼たのんだが「女エルフの正装を隠かくす必要はないです」と毎回キメ顔で反論されるので、民族的摩ま擦さつを避さける意味で注意するのをやめた。

　というのは表向き。

　憧あこがれの亜人女子が職場で堂々とヘソと脚あしを露出しているのだから、素す直なおにありがとうと毎日感謝しているのが本音だ。

「亜人領地って、いいなぁ」

「なにがですか？」

「いや、なんでもない」

　机に置かれたスケルトンさんのカルテだが、名前の欄らんは空白。

　コロの付いたイスに座ったままスイーッとすべり、動線を考えて裏で繋つながっている受付にこっそり声をかけた。

「トリアさん、この方の名前は？」

「は？　スケルトンに名前とかないっしょ」

　燃えるような赤いショートヘアーのドラゴニュート女子――受付と医療事務を担当しているトリアさんに、ヤレヤレな顔をされる。

　褐かつ色しよくの肌はだもあらわに、鋼鉄ビキニだけの姿が正装だという。事務の制服を支給したが、背中の羽が入らないという理由で断られた。せめてなにか事務職らしいものをと粘ねばったところ胸元にリボンだけは結んでくれたのだが、むしろエロくなってしまった。クリニックの受付としてはもう少し露出を抑おさえた方が望ましい。

　というのは表向き。

　憧れの亜人女子が職場で堂々と肌を露出して、冷たい視線を投げかけてくるのだからたまらないというのが本音。信用されていないせいか先生でも院長でもなく「テンマちゃん」と上から目線で呼ばれるのは正直ビミョーな気分だが、心のハードルが下がっていると良い方に捉とらえたい。

「亜人領地って、いいなぁ」

「なにが？」

「いや、なんでもない」

　我に返って診察室にイスを戻もどすと、スラフカの顔がいいこと考えたと光っていた。

「テンマせんせー。この方、ホネフラさんってお呼びしましょうよ」

「なにそれ」

「骨折、ボーン・フラクチャー、ホネ・フラクチャー、略してホネフラさん」

「ちょっと待って、なんで骨折？」

　その瞬しゆん間かん、もの凄すごいドヤ顔フラッシュを浴びせられた。感情の８割ぐらいを顔に出すタイプなので、非常にわかりやすい。

「せんっせー。もー、頼みますよー？　患かん者じやさんが入ってくる時から診しん察さつは始まってるとか言ってたの、せんせーですよ？」

　座っているスケルトンさんを改めて丁てい寧ねいに見てみると、確かに右みぎ脚あしのスネ前面にうっすらとヒビが入っている。

「あ……」

「まずは視し診しん、ですよね」

　骨をチャカポコ鳴らしながらカクカク入ってくるので気づけなかったが、よく考えれば他の臓器がないので訴うつたえが骨の症しよう状じようなのは当たり前だ。

「じゃあ、えっと……便べん宜ぎ上のホネフラさん。どこが痛みますか？」

「せんせー、右脛けい骨こつ部の亀き裂れつ骨折ですってば」

　スラフカは眩しいばかりのキメ顔だが、他覚的な所見だけではダメ。本人の訴えを聞かなければならないが、この人――というか、骨はしゃべることができない。

　そもそも、こちらの共用語は通じているのだろうか。

「ホネフラさん。すいませんが、イスから立ち上がってもらえますか？」

　両りよう膝ひざに手をついて腰こしを支えるように、ホネフラさん（仮）はイスから立ち上がった。どうやって聴ちよう力りよくを得ているのか、そもそもどこで言語を理解しているのか、考えるのを止めたくなるが早く亜人さんに慣れろということだろう。

　それよりも、この動作は明らかにガワーズ徴ちよう候こう。通常は腰を支持する筋肉が弱っている時に手でそれを補助する姿勢だが、骨しかないスケルトンの場合はどうだろうか。

「ありがとうございます。じゃあまた座って、今度はちょっと背骨を見せてくださいね」

　案の定、２番の腰よう椎つい椎体も軽度の圧あつ迫ぱく骨折をしている。

　年寄りなのかとカルテを見たが、あたりまえのように生年月日や年ねん齢れいの欄も空白だ。

「ホネフラさん、ここはどうです？」

　つまんで少し揺すると、ホネフラさんが「アッ――」という表情で天てん井じようを仰あおいだ。

　もちろんスケルトンだから表情はないのだが、そう見えたのだから仕方ない。

「あ、ホントだー。気づかなかったや」

「近い近い、近い」

　肩かた越ごしからのぞき込んできたスラフカと、ほっぺがくっつきそうだ。

「せんせーって肌キレイですね。美顔してます？」

　どうも亜人とヒトは、パーソナル・スペースが根源的に違ちがう。

　これを心の距きよ離りと勘かん違ちがいして「オレに気があるんだな」とストーカーになり、いまだに多くのヒトが亜人領地裁判所でモメているのもわかる気がした。

「皮ひ脂しでテカってるだけだよ。いいから右脛骨と第２腰椎に粉かけて、金属プレートで固定シーネしといてくれるかな」

　エルフの粉は壊こわれた組織を「元に戻す」という、機序不明で大おお雑ざつ把ぱな効果だが絶大だ。

　しかし肥満や便秘を治したという症しよう例れい報告がないので、万ばん能のう薬やくではないのだろう。

　そもそもこの女によ体たいのどこから粉が出て来るのかずっと興味があったので聞いてみたことがあるのだが、無言のままゲスを見るような目で蔑さげすまれたのは異種間の親善という意味では一歩後退だったと思う。

「えー。ヒト医療の研修でこの病院に来たのに、ギプスじゃないんですかー」

「背骨にギプスて。だいたい、破損の修復にはエルフの粉が一番。あれは速そつ乾かん性せいでいい」

「あたし接せつ着ちやく剤ざいじゃないしー」

「じゃあ、ホネフラさん。念のため痛み止めは出しますけど飲め……ます？」

　カクカクうなずいているところを見ると骨なのに内服できるのは教科書通りらしいが、実際にどういう機序で消化吸収するのかスケスケなので見てみたい。

「スラフカ先生、隣となりの処置部屋にお連れして」

「ボルト固定とかしてみたかったなー」

　ぶーぶー言いながらも、スラフカはホネフラさんを隣の処置室に連れて消えていった。

　思わず溜ため息いきを漏もらしながらイスの背にもたれてしまう。

　今まで培つちかってきたヒト医療が、亜あ人じん医い療りようにもそのまま適応できるのは学んだ。しかし実際に診しん療りようを始めてみると、かなり手て探さぐり感が否いなめない。

　ヒトと亜人の交流が本格的に始まって、まだ１００年。亜人領地は身近だが異国で、文化の相そう互ご理解から始めなければならないレベル。

　だが、それだけにずっと憧れていた。

　ヒト医療を通じてこの亜人領地に根付き、将来はここに永住したい。できれば亜人女性とつき合いたい。むしろ結けつ婚こんしたい。そして持てあましている性的衝動リビドーのすべてを捧ささげて子供は３人欲ほしい。いずれはダンジョン居住区のマンションでも購こう入にゆうして――。




「イヴオォォォォォォォォッ！」




　その叫さけび声ごえで我に返った。

　裏から受付を覗のぞくと、トリアさんが相変わらずのヤレヤレな顔で頬ほお杖づえをついている。

「これ、なんの叫び？」

「このまえ来たサイクロプスの麦粒腫ものもらいさん、また来てるんだけど」

「目薬なくなるの早くない？」

「目、デカいからね。それより、テンマちゃんからも言ってよ。はやく亜人保険証と医療証もらって来いって」

「えっ!?　自費なの!?」

「さっきのスケルトンもだよ」

「……おふたりとも、お支し払はらいはナニで？」

「これで」

　トリアさんがカウンターのレジから取り出したのは、なにかの牙きばだった。

「売れる？」

「わけないでしょ」

「ですよね」

「どうすんの。今月は蓄ちく電でん器き代がヤバいんだけど」




　ダンジョン西口徒歩１分の好立地にある、ダンジョンクリニック・亜人科。

　赤字解消への道のりが、かなりハードなのは間ま違ちがいない。







▽　▽　▽







　診療が終わったあと。

　軽く新院長の歓かん迎げい会かいをしてくれるというので、廃墟ダンジョンの地下にある居酒屋にスタッフみんなで向かっていた。

　入口こそ蔦つたの這はう廃墟らしい感じだが、地下は広大で多様。ここも世界各地にある廃墟ダンジョンと同じで、配管うねるメガ・ストラクチャーが地中に埋うもれて洞どう窟くつと一体化しているのだ。

「テンマせんせー。廃墟ダンジョンって入ったことあります？」

　先頭を歩く物知り顔のスラフカが、ちょうどツアーガイドさんをしてくれていた。

「中学校の校外学習で行ったことがあるよ。地球に境界裂孔ハイエイタスが出現したあと、廃墟になった施し設せつに」

「ここの廃墟ダンジョンはですね、元々ヒトの――」

　ある日、人類は原因不明の超ちよう常じよう現象に襲おそわれた。

　地球各地の空に忽こつ然ぜんと現れた、直径３０００㎞、幅はば２００㎞の裂さけ目め――境界裂孔。

　人類がその意味を理解する前に裂け目の直下にいた人々は忽然と姿を消し、後にその数は地球総人口の68％以上であったとも推測された。そして地球を周回する人工衛星は落ち、飛行機は飛べなくなり、人類はまず空を奪うばわれてしまう。

　その後も上空に留とどまり続けた境界裂孔は次し第だいに周囲の気象状じよう況きようを変え始め、かつて人々が理解していた気候分布を次々と塗ぬり替かえていった。残された人々は住み慣れた土地を離はなれ、新天地への大移動を余よ儀ぎなくされる。

　人類は空の次に、大地の半分以上を奪われた――これが第一の災さい厄やくだった。

「せんせー、あたしの話聞いてます？」

「聞いてる聞いてる」

　しかし境界裂孔による災厄は、それだけではなかった。

　ヒトが姿を消した土地へ、あろうことか境界裂孔は多種多様な亜人を吐はき出だしてきたのだ。人類の置おき換かえ、地球環かん境きようの撹かく拌はん――それは様々な言葉で表現されてきたが、俗ぞくにこれを第二の災厄と呼んでいる。

　当然、ヒトと亜人は各地で紛ふん争そうへと突とつ入にゆうしていく。

　約１００年かかってその争いに決着がついた時、地球上に引かれた新たな境界線は、ヒトと亜人たちをまだら模様に分ける歪いびつなものとなった。

「せんせー、眠ねむいです？　あたし、めんどくさい女エルフです？」

「いや、そんなことないって――」

　培ってきた文明の断だん片ぺんを頼たよりに居住地を集約したヒトは、古代都市国家を思わせる「城都」を各地に築いていくことになる。

　一方で亜人たちは森や野山での原始的な生活を好む種もあれば、荒あれ果はてたヒトの近代都市に好んで住むものたちもあった。中でも遺い棄きされた地下構造は比ひ較かく的てき破損が少なく、そこを再建して文化的な居住区とした亜人のコミュニティも多い。それはまるで地中に広がる亜人異い文ぶん化か圏けん――通つう称しよう、廃墟ダンジョン。

　災厄前プレハイの地球の姿と比べれば、今は異世界と言えるかもしれない。

「――ただこの廃墟ダンジョン、あまりにも電気を贅ぜい沢たくに使ってるから驚おどろいてたんだよ。蓄電器代、えらく高いんじゃないかなと」

「でしょでしょ？　それも自じ慢まんなんですよー」

　石炭や石油などの化石燃料は、今や枯こ渇かつ寸前。各地での風力、地熱、太陽光発電を中心に、希少なヘリウム３の人工合成と増ぞう幅ふく技術を応用したものを併へい用ようしながらエネルギーを確保している。しかし城都が亜人領地を挟はさみながら各地に散在しているため、その供給方法が災厄前で言うところのプロパンガスを思わせる蓄電器というのがなんとも原始的。

　要はこの時代になっても、災厄前のエネルギー問題は解決されていないということだ。

「電気、どこから供給されてんの？」

「知るわけないじゃないですかー」

　そういう大事なことは知らないらしいが、スラフカは自宅のエルフ村から通っているので仕方ない。

「そういえば、トリアさんはここの地下３階に住んでるんだっけ？」

「そだよ」

「ここの電力って」

「ダン電」

「え？」

「ダンジョン電力のこと。どうやって発電してるかまでは知らないからね」

　今から歓迎会だというのに、話し下べ手たにもほどがある。

　もっと、ヒトと亜人が理解し合えるような話をしなければ。

「なるほど。ちなみに、トリアさんは勇者様たちの侵しん攻こうとかは経験あるの？」

「ハァ？　いつの話してんの。ウチ、そんなに歳としくってないから」

　その昔は地下資源と領土をめぐってヒトとの争いは避けられなかったらしいが、それも今では一部辺境地域と離り島とうの話。１００年前の亜人戦争時代とは違い、ヒトの勇者パーティー御ご一いつ行こう様と亜人たちの壮そう絶ぜつなバトルなど、マンガや舞ぶ台たい劇げきでしかお目にかかれない。

　今そんな話をして、なぜ盛り上がると思ったのだろうか。

　仲良くなる気があるのか問とい詰つめられると、反論できないレベルで失敗だ。院長という役職が付いても、自然におもしろい話ができるワケではないらしい。

「それより今日はウチの行きつけにしたんだけど、テンマちゃんはダンジョン郷土料理の方がよかった？」

「いや、地元民のオススメが一番。しかしこのダンジョン、飲食街まであるとは」

「風ふう俗ぞくはないからね」

「聞いてないです」

「映画館ならあるけど」

「そうなの!?　それすごくない!?　城都にもひとつしかないのに！」

「トリアさーん、ここでしょ？」

　ふたりに軽くスルーされた。この遺い跡せきダンジョンの亜人さんたちにとっては、あまり凄いことではないらしい。

　スラフカが元気に指さしたのは、廃墟ダンジョン地下５階にある居酒屋『ゼン』。暖の簾れんまで出したいい感じの、テーブル席10卓たくにカウンター数席のシックな木造店内。まだヒトが物もの珍めずらしいのか、ゴブリンやオークにジロジロ見られながら予約してあった４人テーブルの席に案内された。

　隣には店内を珍しそうに眺ながめながらスラフカが座り、向かいのトリアさんは慣れた感じでカウンターに手を挙げた。

「すいませーん」

　それに気づいた少し目つきの悪いケットシーが、おしぼりとお通しを持って来る。

「いらっしゃい、トリアちゃん」

「ちゃーす、大将。今日はいちおう軽く新院長の歓迎会だから、よろしくね」

　いちおう、軽く、という言葉にトゲがあるような気がしないでもないが。

　大将も自ら顔を出してきたのは、やはりヒトとして品定めをされているのだろうか。

「あんたがダンジョンクリニックの新しいヒト先生かい？」

「あ、初めまして。院長のテンマ・ベルゲールです」

「あれさ。なんでダンジョンの外にあるのに、ダンジョンクリニックなの？」

「あ、いやそれは……よく言われますけど、雇やとわれ院長なんで」

「まぁいいや。で、トリアちゃんよ。今日は３０００ペコラの『海かい鮮せん！　大将お任せコース』４人前でいいのかい？」

　ぶっきらぼうだが、ヒトへの嫌けん悪お感ではなさそうだ。

　まずはここへ何度も通って馴な染じみになるのが、地域密着への早道かもしれない。

「ここの海かい鮮せん鍋なべはウマいからね。あと、ダンジョン地ビール４つね」

「あいよー」

　店長の対ヒト感情も気になるが、それ以上に気になることがあった。

「あのさ、トリアさん」

「安心しなよ。ここの大将って、前はヒトと一いつ緒しよに漁師やってたから目め利ききは保証するし」

「じゃなくてね」

「酒、飲めないの？」

「いや飲めるけど、なんで４つ？　確か、鍋も４人前って言ってたけど」

「……なにそれ、マジで言ってんの？」

　バカじゃなかろうかとあきれ顔を浴びせられた挙げ句、スラフカにまで驚きの表情を浮うかべられた。

「せんせー、それティーナさんに失礼じゃないですかぁ？」

「え、いや……ごめん、誰だれそれ」

　説明を聞く前に、地ビールのジョッキが４つ運ばれて来る。

　ドラゴニュートは駆かけつけ２杯はいの文化、ということで会話終しゆう了りようだろうか。

「もう、いいから始めよ。それじゃあ、今度のヒト院長はいいヤツだと願って――」

　不信感からの宴えん会かいスタートは、まぁ仕方ないとして。

　４つの意味が分からないまま地ビールのジョッキを手にすると、向かいのトリアさんの隣で持ち主のいないジョッキがふわりと動いた。

「えっ!?」

「――かんぱーい！」

　かけ声に合わせ、４つの手が４つのジョッキをカチンと合わせていた。

　ごきゅっ、とジョッキを傾かたむけているトリアさんの隣となりに人ひと影かげが浮かび上あがる。




「こんばんは、院長先生……」




　ライトグリーンの髪かみを垂らした小こ柄がらで薄はつ幸こうそうな美人さんが、もの凄く申し訳なさそうに下を向いている。肩かた口ぐちまでばっくり開いたメイド服で胸元を強調しすぎの白ずきんちゃん、とでも言えばいいだろうか。

「はっ!?」

「せんせー、やっぱティーナさんのこと見えてなかったんですねー」

　スラフカは驚く素そ振ぶりもなく、お通しの白しら和あえをつまんでいる。

「いやいやいや、みんな見えてたの？　いつから？　誰なの？　すいません初めまして、テンマ・ベルゲールです!?」

「テンマちゃーん。毎朝、誰が病院の掃そう除じしてたと思ってたわけ？」

「あれって、トリアさんじゃなかったの!?」

　もうすでにジョッキの半分以上が空いてしまったトリアさんから、露ろ骨こつにヤレヤレな顔をいただく。

「クリニックの２階に住んでて気づかない？　てか、掃除も業務だから。誰かがついでにやればいいってのは、ダメな考え方だね」

「いろいろなんか、申し訳ない……」

「助手クリーンの……ティーナ、です」

　そもそも種族がわからない。

　クリーンということは掃除から医療器具の滅菌処理オートクレーブ、果ては患者さんが廊ろう下かに吐いたゲロの始末までなんでもこなす助手さん。一番早く来て、最後まで残って掃除して帰る職種。

　クリニックの２階を社宅にあてがわれて、はや２週間。今まで一度も気づかず今日が初顔合わせだなど、お恥はずかしい限りだ。
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「ティーナもバンバン存在をアピールしなよ。城都の本部から給料もらってないんだし」

「無給なの!?」

「いいんです……わたしがおチンギン、もらうだなんて」

　小さくぷるぷる頬ほおと胸を揺らすティーナさんを見て、鍋に入れる具の順番を悩なやんでいたスラフカが急に目を輝かがやかせた。

「え？　なにティーナさん、おチンチ」

「違います……おチンギンです」

「そんなに力強く何度もおチンチ――」

「おチンギンです、お　チ　ン　ギ　ン」

　不毛な会話にヤレヤレ顔をしながら、トリアさんは早々にジョッキを空にした。

「テンマちゃん、知ってた？　ティーナってシルキー族なんだよ」

「なるほど」

「知ったかぶりしない」

「……申し訳ない」

「シルキーはね、家に憑つく妖よう精せい。気づいたら掃除とかいろいろやってくれて、なのに誰も気づかない存在なの。まぁここではテンマちゃん以外、みんな気づいてたけど」

「大変申し訳ない」

「あとシルキーはその屋や敷しきの主を好きか嫌きらいか、認めるか認めないか、白か黒、０か１、すっごいハッキリしてるから気をつけなよ」

　すると今日まで、存在を除外されていたのだろうか。

　いや、その前に。

「……認められなかったら、どうなるの？」

「誰も見たことないから知らないけど、怒おこったシルキーは超ちよう弩ど級きゆうでヤバいって話だよ」

「なに超弩級って」

　おしとやかそうに見えるが、そういう人に限ってキレると怖こわいアレかもしれない。

「シルキーの出る家には宝が眠るとも言われてるけど、なんでウチみたいなショボい赤字クリニックに住み着いてるのやら」

　ようやく鍋に入れる具の順番が決まったスラフカが、得意そうにツンとすました。

「もしかしたら、お宝ってあたしのことじゃないですか？　エルフの村で唯ゆい一いつヒト医療を目指している先進的なイケてる娘むすめ、ということで」

「あんたが来る前からティーナは居たでしょ」

「でしたっけや？」

「屋敷に憑くシルキーだから無給とか……ほんとさ、ヒトってのはさ」

　ヒトに対して厚い壁かべがあるこの感じは、とても気まずい。

　トリアさんのやさぐれ度が増したからか、ティーナさんも恐きよう縮しゆくしてしまった。

「いいんです……家に尽つくすのが、シルキーの悦よろこび」

　にっこり微笑ほほえんで、ティーナさんはビールに口を付けたものの。こういう時こそ、ヒトと亜人さんの友好的な架かけ橋はしにならなくてどうする。

「いや。そういうのはダメだと思うよ」

「え？」

　気のせいか、空間が揺れた気がした。

「助手の仕事に給料が発生するのは当たり前だし」

「けど、でも……本部のヒトたちには、わたしが見えてないかもしれませんし……」

「いやいや――って、あれ？」

　間違いなく、揺れたというか空気の密度が肌でわかるぐらいに膨ぼう張ちようした。

「そんな……おチンギンもらってるシルキー族とか、そんな贅沢な暮らし……」

「贅沢じゃなくて普ふ通つうのことでしょ。院長として理事長に話してみるよ、院長として」

「えっ？　あの理事長先生にですか!?」

　どんっ、と店全体が揺れた。

「ちょ、なに今の！」

　トリアさんもスラフカもチラッとティーナさんを見ただけで、フツーの顔でこぼれたビールをおしぼりで拭ふいている。

「そんな……わたしなんかのために、そんな……」

「いや、待って。これって、あんまり珍しい現象じゃないの？」

「わたしのために……院長先生が、あの理事長先生と戦ってくださるなんて……そんな」

　どんっ、とまた店全体が揺れた。

「なにこれ！　ヤバくない!?　ねぇ、これってヤバくない!?」

「テンマちゃん、みっともない」

　またこぼれたビールを拭きながら、トリアさんは余よ裕ゆうでおしぼりをもらっている。

「そうなの!?　しばらくなかった、境界裂孔の余波とかじゃなくて!?」

「めんどくさいなぁ。嬉うれしかったんじゃない？　これ、シルキーの鼓こ動どうだから」

「……なんだって？」

　聞いたことがない。

　頬を染めてモジモジしているティーナさんは可愛かわいすぎるが、いわゆる「ドキッ」とか「キュン」のレベルで空気すら震ふるわせるのはどうだろうか。

　店内も「あー、シルキーがいるのか」で終わるあたりが亜人領地らしいといえばらしいが、この勢いでティーナさんが「超弩級」になったらきっと何かが失われるに違いない。

　そもそもシルキーがどういう種族か、まったく想像がつかなかった。

「けどスラフカ。この前の院長はヒドかったよねぇ」

「ですよねー」

　もうこの揺れに関する話は終わりなのだろう。気になって仕方ないが、郷に入ってはＧｏという偉えらい人の言葉もある。異文化交流とはこういうことに慣れながら、次第に理解し合っていくものなのかもしれない。

「城都に帰りたいの一点張りで、あとは放置。ティーナのこともスラフカのことも、ノータッチだったもんね」

　ヒト叩たたきの話に、どの角度で入り込めばいいだろうかと悩んでいると。

　具材を入れ終わって鍋に興味がなくなったスラフカが、取り分けをティーナさんに任せて話を振ふってくれた。

「せんせー、前の院長の話は聞いてました？」

「そんなに酷ひどかったの？」

「酷いもなにも、ちっともヒト医療の指導をしてくれなかったんですよあのハゲ」

　ハゲは余計だが、いい感じの研修ネタだ。

　ありがとう気き遣づかいのエルフ。愛さずにはいられない気持ちで一いつ杯ぱいだが、それを口にすればキモイのひとことで雰ふん囲い気きが台無しになりそうだから黙だまっておいた。

「研修医を放置してたの？　シラバスとか指導要よう綱こうがあるでしょ」

「ないない、無視ムシ」

「じゃあ、修しゆう了りよう項こう目もくのハンコは？」

「えー、テキトーに押おしてくれましたけど」

「それ一番ダメなやつじゃん」

　亜人研修医を受け入れると王都の医い療りよう福ふく祉し局きよくから助成金が出るが、指導医がもらえるわけではなく病院に支払われる。研修医の面めん倒どうを見ても手当が出るわけではないので、ただ手間が増えるだけだとテキトーなことをする指導医がいるのも事実だ。

「だいたい、亜人領地に『左さ遷せんされた』とか言ってたぐらいですから？　エルフのクセにヒト医療を学ぶとかナメてんのかオマエら粉でも雑に塗っとけ？　ぐらいに思ってたんじゃないですかね。知らんけど」

　よほど不ふ遇ぐうだったのか、ずいぶんヘソ曲げ子になってしまった。

「けど、スラフカ先生。逆にエルフから学ぶべきことの方が多いと思うんだけど」

　破損した組織をエルフが粉だけで修復する仕組みを、むしろヒトは積極的に解明するべきだろう。他にもドワーフたちの職人的な技術、人体に酷こく似じした構造を持ちながら羽でふわふわと飛ぶ妖精の力学的な仕組みなど、亜人たちから学ぶことは山ほどある。

　だからこそヒトはもっと亜人文化と交流を深めなければならないのだが、戦後１００年ではまだその壁を完全に取とり払はらえていないのが現実だ。

「そういうせんせーは、なんで亜人領地で働こうと思ったんです？」

「うーん……なんか、憧れ？　できるなら、違う種族の人たちと生活したかったんだよ」

「やっぱ、女エルフと性活ＳＥＸしたくて来たクチですか」

　地ビールをふいた。

「なに言っちゃってんの、スラフカ先生！」

「違うんですか？」

　鍋の取り皿をふーふーしながら、スラフカは真顔だ。

「違うよ！　そんなピンク医者じゃないし！」

「えー、災厄前の古い書物で読みましたよー。太古、ヒトはエルフとヤリまくって孕はらませまくってハーレムを作るのが夢で――」

「発言がハードだな！」

「あ、せんせーって亜あ人じん童どう貞ていなんですか？」

「はぁん！」

　変な声が出た。

　セクシャルな会話に関する閾いき値ちが、完全にヒトと違いすぎる。

　しかしこれも異文化交流にありがちな、慣れが必要なヤツかもしれない。きっと裸ら族ぞくに馴染むなら服を脱ぬげ的な、アレなのだろう。

　確かにエルフと性活できたら、どれだけ人生が輝きを放つだろうか。

　しかし、同じ職場のスタッフは絶対にダメだ。

　ピンク病院――それは医師とスタッフや患者さんたちが様々な思おも惑わくを胸に、愛欲の炎ほのおにまみれて淫みだらに堕だ落らくした偽いつわりの病院。その行き着く先は、醜みにくく息苦しい人間関係の地じ獄ごくと決まっている。すごく陥おちいりやすい罠わなだが、すごくやっちゃダメなやつだ。

　しかしトリアさんも、それには首をかしげながらジョッキに口をつけている。

「なんで慌あわてるわけ？　オットセイとか虫とか、フツーにそういう生せい殖しよく活動してんじゃん」

「オレ、ヒトだから！　残念だけど、ヒトはそうじゃないから！」

「ヤダヤダ。残念とか言ってるし」

「それは言葉のアヤ！」

「じゃあ、アレだ。城都で、やらかしちゃった系だ」

　今までどういう目で見られていたのかを考えると、襲ってくる脱だつ力りよく感かんがハンパない。

　もっと亜あ人じん領地に馴染みたいという強いアピールをしなければ、ただのダメ医者が左遷されて来たと思われてしまう。

「違うんだ……別に前科持ちじゃないし、ホントにこっちで生活したかっただけで」

「バカだねぇ。亜人領地なんて、旅行程度にしときゃいいのに」

「住みたかったの」

　１００年前の亜人戦争終結時に交かわされた相そう互ご不ふ可か侵しん条約で、ヒトが亜人領地に居留する場合は人道的目的に限られている。亜人領地で生活するには、ヒト資本の病院クリニツクで働くのが一番。医者になったら誰でもそう考えるだろうと内心あせっていたのだが、思いのほか亜人医療を希望する医者がいなくて驚いたものだ。

「ガスも水道もないのに？」

「いや、住んでた城都でもガスは珍しかったけど」

「でも井い戸ど水みずじゃないでしょうが」

「そりゃあ、まぁ……でもほら。濾ろ過かすればぜんぜんＯＫだし、おいしい天然水的な？」

「ここで安いのは、電気代だけなのに？　あのクリニックって、なぜか城都電力からバカ高い蓄電器の契けい約やくしてるのに？」

　やはりヒトは、亜人さんたちに嫌われているのだろうか。

　もの凄く間違った人生の選せん択たくをした気になってしまう。

「なんかそのへんは……あれじゃないかな。エネルギー的なヤリトリはデリケートな感じのアレっぽいのがあるんじゃないかな、よく知らないけど」

「ハァ？　なにそれ、政治的なやつ？」

「や、ごめん……ちょっと知ったかぶりしました」

「それでも亜人領地に来るなんて言ったら、そりゃ単身赴ふ任にんにもなるわ」

「いや、あの……結婚はしてませんよ？」

　術前の手洗いを終えた外げ科か医いのように両手を見せ、結婚指輪がないことをアピールした。

「え？　じゃあ、彼かの女じよさんを残して来たの？」

「……いません、よ？」

「それ、マジで言ってんの？」

　医者なのにそれはなくね？　みたいな視線が痛い。

　目の前でぐつぐつと鍋が煮にえているせいか、背中を嫌いやな汗あせが伝っていく。

　正直なところヒト女性が非常に苦手、というよりヒト女性にはトラウマしかない。引き寄せているのか選んでいるのか、前世の呪のろいなのか。仲良くいい感じになった女性が、５連続で精神保健メンタル・ヘルスに支障をきたしている方たちだった。今でも時々、刃は物ものがフラッシュバックする。ドライバーやハサミもまだ武器に見えてならないし、ドアのノックにもビクついてしまう。なのでもうヒト女性は、ＤＮＡ螺ら旋せんが反転するレベルで怖い。

「……いませんから、いませんとしか言いようもなく」

「やめて、悪かったよ」

「……なんかヒトとしてアレな感じが否めないけど、自分でもどうしていいのやら」

「だから、柔やわらかいところエグってごめんって。もうその話はヤメヤメ。それより、どうするつもりか教えてくれない？　このクリニックの赤字」

　そう、そっちの方が重要項こう目もく。彼女がいないことなど、どうということはない。赤字をなんとかするために赴任してきたわけで、その間になんとか亜人領地に根付いて亜人女性と結婚して子供は３人ぐらい作ってダンジョン居住区のマンションを――。

「聞いてる？」

「え？　あ、正せい攻こう法ほうなら収入アップと支出削さく減げん。まずは患かん者じや数すうを増やすことと、病院の支出内容をすべて洗い直すことかな。それから、働きやすい職場環境にしたいです。残業ゼロは難しいとしても、有給保証ね。あと、絶対にティーナさんの給きゆう与よは確保したい」

　どどんっ、とまたもや空気が激しく振しん動どうしたがもう驚かない。

「いいんです……おチンギンもらってるシルキー族なんて、いないですから……」

「よそはよそ、うちはうち。オレはそのへん、ちゃんとしたいと思うけど」

「わたしなんかのおチンギンより、看護師さんを雇われた方が」

「あー、それはムリなんだなぁ……」

「なんで、ですか？」

「看護師さんをひとり雇うと、だいたい年間３００万ペコラかかるんだよ。貧びん乏ぼうクリニックが看護師カットっていうのは、基本中の基本だからね」

　その時、不意に現れたダミ声が場の雰囲気を一変させた。




「あんたがテンマ・ベルゲールか」




　振り返ったが、誰もいない。

「え？」

「ここじゃ、バカ太者」

　と言われても、視界にはなにも入って来ない。

　トリアさんが気まずそうに下を指さしているのを見て、ようやくテーブルの水平線上にあるハゲ頭に気づいた。まさかと身を乗り出すと、背の小さいおっさんがムッとした顔で腕うで組ぐみをしている。

「あ……」

　尖とがった耳に鷲わし鼻ばなで、パリッとしたストライプのシャツにベストを着たおっさんゴブリン。

　明らかに不ふ機き嫌げんそうだ。

「ワシはダンジョン警備保障で統とう括かつ本部長をやっとる、オズカンじゃ。ついでにダンジョン組合長もやっておる」

　組合長という安い響ひびきとは裏腹に、ダンジョンの全権を握にぎる亜人の長おさだ。

「失礼しました、ダンジョン西口でクリニックを――」

「そんなこたぁ知っとる」

　名めい刺しを差し出す前に話を遮さえぎられたので、あとは黙って話を聞くしかない。

「なにが『亜人科』じゃ。地元の反対を押し切って建てたくせに、なんの役にも立っとらんじゃないか」

「これからは精せい一いつ杯ぱいがんばるつもりですので」

「なにを？　どうやってかの？」

「ヒト医い療りようの提供により、亜人さんたちの健康サポートと共に――」

「定型文は聞きき飽あきた。そもそも、あんたらヒトに何ができるんか」

　最初からここまで壁を作られると、取りつく島もない。

　だが相手はダンジョン組合長、なんとしてでも信用を得たい。

「治します」

「……なんじゃと？」

　鍋から湯気の立っていたテーブルが、気まずい冷気に覆おおわれる。

「なんでも、というわけにはいきません。ですがヒト医療で亜人の方々に通用するものは、できる限りフィードバックしたいと考えてます」

「ほぉ、デカい口を叩くのぅ」

　小さいおっさんのくせに凄すごい眼力だが、ここで目を逸そらすわけにはいかない。

「まずはこのダンジョンのみなさんに認めていただけるよう、がんばりますので」

「ならワシの部下をひとり、明日にでも行かせるから診みてもらおうか」

　挑いどむようなオズカン。

　安やす請うけ合あいは不信感を招くだけだが、ぐっと覚かく悟ごを決めるしかない。

「お――お待ちしてます！」

　不敵な笑えみを残して去って行くオズカンを見送ると、ほっと溜ため息いきが漏もれ出した。

「まぁまぁ、テンマちゃん。ガンコ者だけど、あれで結構いい人だから」

　トリアさんが珍しく、スラフカの食い尽くしてしまった鍋の残り野菜を小皿にすくって差し出してくれた。これだけで好きになれる自信があるし、わりともう好きになったかもしれないのが恐おそろしい。好感度の閾値が小学生レベルで低すぎるのは考えものだ。

「まぁ、これで患かん者じやさんがひとり増えたということで……」

「意外にタフだね」

「ここで組合長に嫌われたらダンジョンに入りづらくなって亜人女性と知り合う機会もなくなって、仲良くなるどころか蚊か帳やの外っていうかダンジョンの外っていうか――」

「は？」

　思わず本音が出てしまった。

「――えっ!?　っと違ちがくて……保険請せい求きゆうのこととかよくわかんないので亜人女性のトリアさんお世話になります、ってことです」

「……大だい丈じよう夫ぶかね」

「ティ、ティーナさんもよろしくね！」

「わたし……ですか？」

　どどんっ、とダンジョン全体が揺ゆれたのではないだろうか。

「いや、落ち着いて」

「とんでもないです……わたしがんばります……やだ、うそ、どうしよ、なんでも言いつけてくださいなんでも捧ささげます」

　なぜか感かん極きわまったように頬を赤らめているが、どの言葉が刺ささったのだろうか。

　シルキー族、性格がいまいち分かりづらい。

「スラフカ先生も研修中だけど、サポートよろしくね」

「あたしは雑ぞう炊すいでシメます！」

　エルフは本来、こういう種族なのかもしれない。

　ともかく、亜人領地で生活できる絶好のチャンスを失うわけにはいかない。頼れるクリニックとして地域に密着したいし、いろいろな亜人女性とも密着したい。

　そのためにはまず赤字を改善し、役立たずとして城都に呼よび戻もどされないことが最優先だ。
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　今日の外来も相変わらず、ヒマ。

　午前が終わるというのに、まだひとりしか診ていない。

　先月はなんとか蓄ちく電でん器き代を払えたが、隔かく月げつの水道代は間に合わなかった。本部が肩かた代がわりしてくれてもいいようなものだが、そのあたりの経費を切り離すのはどうかと思う。

　などと考えつつ、研修医のスラフカが懸けん命めいに患者対応しているのを眺めていた。

　病院の外で。




「ヴォォォォォッ！」




「ちょ――診しん察さつできないので、じっとしてください！」

　今日も目が痛いと来たのに体が大きすぎて診しん察さつ室しつに入れず、外で砂すな煙けむりを上げながら地面をゴロゴロ転げ回るサイクロプスさんを追いかけているスラフカ。時々ぱんつが見えているが気にする素振りはないので、民族衣装だろうからこちらも気にせず眺めている。

　が、そろそろ放置するわけにもいかないだろう。

　庭のホースを引っ張り出し、蛇じや口ぐちを捻ひねって水温を確かめようとしたが。

「あ……止められたな」

　さすが城都浄じよう水すい局。

　ゴネまくって配管を亜人領地まで延のばしてもらったせいか、未み払はらい延えん滞たいには容よう赦しやない。

「せんせーっ！　見てないで、なんとかしてくださいよ！」

「待って。いま、井戸水を濾ろ過か器きにかけるから」

「なにそれ！　水が出ないクリニックとか、アリですか!?」

　どっちがどっちを追いかけているのか逃にげているのか分からないふたりを眺めながら、ようやく濾過器からチロチロ出て来た冷たい井戸水をホースに繋つないだ。

「サイクロプスさーん、まず顔を洗って砂を落としましょう。少し冷たいですよー」

　身長がスラフカの３倍あるので、勢いよく顔に水をかけるのは難しい。かといって生理食塩水で洗うとなると、５００Ｌぐらい必要なので申し訳ないが濾過水で我が慢まんしてもらう。

「あと、目に入ると痛いですからねー」

「きゃあっ！　せんせ、冷たい冷たいって！」

「――ォォォォオウッ!?」

　スラフカはいい感じに濡ぬれて半泣きだが、サイクロプスさんはいい感じに「おや？」と動きを止めてくれた。

「まず顔を洗って砂を落としましょう。目は閉じてこすらなーい、こすらない」

「オ、オウ……」

　簡単な意思疎そ通つうならできるサイクロプスさんは、座すわって素す直なおに顔を洗い始めた。

　ちょっと牙きばが邪じや魔まそうだが。

「もー、せんせー。あたし、濡れ濡れですよー」

「びしょ濡れね。それよりほら、目を診てあげて」

　スラフカはぴったり張り付いた胸むな元もとを気にしながら、ひとつしかないサイクロプスさんの目をのぞき込んだ。

「下か眼がん瞼けんの外がい側そく寄りに径５㎝大の麦ばく粒りゆう腫しゆがありますね。大きさは前回とあまり変わってないです」

「それにしては痛そうだったなぁ。発赤は？」

「ありまーす。あと、結けつ膜まくの充じゆう血けつも強いです」

「じゃあ麦粒腫じゃなくて、霰さん粒りゆう腫しゆじゃない？」

「あ、そっか」
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　おとなしく座ってくれているサイクロプスさんだが、真っ赤に充血したひとつ目はピクピクと引きつれている。それでも律りち儀ぎに開けようとしてくれるので、痛みと違い和わ感かんで目を擦こすってしまう。細さい菌きん感かん染せんを伴ともなっているので、これは悪あく循じゆん環かんだ。

「スラフカ先生、どうする？」

「ステロイドと抗こう生せい剤ざいの点眼を併へい用ようして眼帯、ですね」

　雫しずくをキラキラまき散らしながら濡れ髪がみをかきあげ、キリッと模も範はん解答を返すスラフカ。

「いやいや、ひとつ目のサイクロプスに眼帯したら目め隠かくしじゃん。切開しよう」

「ここで!?　不潔じゃないですか!?」

「エルフの粉ですぐ閉じれば、大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「また粉！」

「いいとこ取りだよ。生理食塩水１Ｌと18Ｇゲージの注射針、あと手て袋ぶくろ――うおっ！」

　振り返ると、いつの間にかティーナさんが処置トレーを持ってたたずんでいた。さすがナチュラル・ボーン・クリーンさんだ、欲ほしい物品はすべて整っている。

「……院長先生、これでいいですか？」

「あ、ありがとティーナさん。なんでわかったの？」

「ありがとうだなんて、そんな……いつでも呼んでください言いつけてください、ここにください！」

　四よつん這ばいでグイッと尻しりを突つき出だすティーナさんの意図は不明だが、今はそれよりサイクロプスさんに横たわってもらう方が先だ。

「じゃあ、ここに仰あお向むけで横になってください」

「正常位がお好きなんですね！」

「なにやってんのティーナさん」

　青空の下、大の字になってこの妖精はナニを待ち望んでいるのだろうか。

　正常位とはヒトの言語圏けんでは性せい行こう為いの体位を意味するが、亜人さんたちにはなにか別の意味があるかもしれない。などと考えてもきりがないので軽く流させてもらうが、診しん療りよう中なので怒らないで欲しい。

「サイクロプスさん、洗いますよー。しみないですかー」

「オ、オゥ」

「じゃあ次は、目を閉じてください。下のまぶたが少しチクッとしますけど、２秒だけ動かないでくださいねー。美人の女医さんが頭をおさえますからねー」

　無言の合図をすると、スラフカはひと抱かかえもあるサイクロプスさんの横たわる頭をガッチリ両りよう腕うでと胸の間に挟はさんだ。

「オ、オウフ……」

　まさに、スラフカの胸が結構なサイズであることが非常によくわかる構図。

　サイクロプスさんは痛みも忘れて少し気持ちよさそうなので、可能なら保険点数で『セクシー処置』を加算したいところだ。

「じゃあ、いきますよー。はい！」

　１で刺して、２で引っかくように手前へ針を捻る。

「オウ？」

　腫はれて中に膿うみを持った皮ひ膚ふは薄うすく、針を深く刺さない限り痛みはない。あとは霰粒腫を軽くつまんで排はい膿のうすると完かん了りようだ。

「スラフカ先生。完全に排膿したらしっかり洗って、エルフの粉かけといてね」

　あっという間に終わった処置に、スラフカはポカンとしている。

「スラフカ先生？」

「っと……わかりました！」

「オレは戻ってステロイドと抗生剤の点眼、それから抗生剤は内服もかな？　出しとくから、確かく認にんのために明日また来てもらうように言っといて」

　あとを任せて病院に戻ると、頬ほお杖づえをついたトリアさんが満面の笑みを浮うかべていた。

「どしたの」

「もうひとり患者さんが来たよ。本日、２人目でーす」

「あっ、このまえゴブリンの組合長さんが言ってた方？」

「違ちがう違う」

　視線の先には、待合のソファーに座るケットシーの姿があった。

　それは旧東洋の伝統的な作業服サムエを着た、ダンジョン居酒屋『ゼン』の大将だ。

「よう、こんちわ先生」

「この前は、ごちそうさまでした。どうぞ入ってください」

　診察室のデスクを見ると、名前の欄らんに「わふー」と書かれたカルテが置いてあった。

　名前があるだけマシだが、なんとも呼びづらいので「大将」と呼ばせてもらう。

「大将、今日はどうされましたか？」

「おれよ、実はタラに呪われてんだ」

「タラって……え？　魚の？」

「前に漁師やってた時によ、タラコ食ったら唇くちびるがタラコみたいに腫れて体にブツブツが出たんだよ。誰だれにも言えなかったんだけど、実はあれ以来ずっと心配でよ」

　ぱっと思いつくのは魚ぎよ卵らんアレルギーだが、そうだとすれば海かい鮮せんを扱あつかう居酒屋の大将にはちょっとした問題だ。

「確かに、それは仕事でも困りますね」

「だろ？　イクラ食ったらイクラみたいな唇になるんじゃねぇかって、怖くて仕方ねぇ」

　心配事は人それぞれだと、改めて痛感する。

「……なるほど。じゃあそれ以来、タラコやイクラはまったく食べてないんですね」

「いや。仕し事ごと柄がらそうもいかねぇから、仕入れん時ときにはチョイチョイ食ってるよ。けどよ、チョイチョイだぜ、チョイチョイ！　呪われるほど食ってねぇから！」

　しかも食べ続けてらっしゃる。

「……なるほど。他の魚ぎよ介かい類るいで、唇が腫れたりブツブツが出たことあります？」

「それが他のヤツならいくら食っても出ねぇんだ。いやいや！　イクラも食ってねぇよ！　いやチョイチョイ食ってるけど、チョイチョイだから！」

「大丈夫ですから、落ち着いて」

「先生、こりゃあ間ま違ちがいなくタラの呪いだよ。なんとか、お祓はらいしてもらえねぇか」

「お祓い……」

　ここはしっかりと、ヒト医療をアピールしなければならないだろう。

「確認ですけど、他の白身魚や青魚なんかは食べて大丈夫なんですよね？」

「そうなんだよ。タラも大丈夫なんだけど、やっぱ子供を食うってのがアレなのかな」

　これはそもそも、魚卵アレルギーではない可能性が高くなってきた。

　ひどく疲つかれたり体の免めん疫えき力りよくが低下したりすると、皮膚の過か敏びんな人は特定の抗こう原げんがなくてもじんま疹しん――いわゆる、ストレス性のじんま疹を出すことがしばしばある。偶ぐう然ぜんその時に口にしたものを、食物アレルギー抗原と勘かん違ちがいすることは珍めずらしくない。

　つまり、前後関係と因果関係の違い。

　タラコをチョイチョイ食べても大丈夫なのが、さらに疑わしい。唇の腫れをクインケ浮ふ腫しゆと仮定するなら、それで症しよう状じようにぜんぶ説明がつく。

「じゃあ、大将。負ふ荷か試験をしてみませんか」

「なんだい、そりゃ」

「ここでタラコを、耳かき１杯ぱいから食べてもらうんです」

　わずかな量から始めて、アレルギー反応が出なければ１時間ごとにほんの少しずつ摂せつ取しゆ量りようを増やしていく。小さじ１杯ぐらい食べて何ともなければ第一段階合格。遅ち延えん型がたの反応がないことを確認しながら、最終的にひと口量まで増量して反応が出なければ食物アレルギーはほぼ否定的になる。

「ええ!?　あえて食うのか!?」

「呪いではないことが確認できるんですけど、どうします？」

　ぐぬぬと呻うめきながら動どう揺ようしている大将に、救いの手を差し伸べたのはトリアさんだった。

「ト、トリアちゃんはどう思う!?」

「ウチの院長？　思ったよりできるっぽい、かなぁ」

「そうかい？　トリアちゃんができるっぽいって言うなら……」

　ぽいぽい言われないよう精しよう進じんが必要らしいが、はたと気づいた。

「あ……タラコ、置いてないや」

「安心しな。タラコなら店に仕入れてあらぁな」

「じゃあ面倒ですけど、いったん戻られるかまた明日にでも――あひゃう！」

　不意に生暖かい吐と息いきを首筋にかけられ、背後から肩かたに手を回された。

「……わたしが、取りに行かせていただきます」

　あの居酒屋で激しく空気を振動させて以来、どこからともなく現れては用事を頼たのまれてくれるティーナさん。なぜか毎回、目を潤うるませてグイグイくるようになってしまった。

「大将のお店、けっこう遠かったよ？」

「大丈夫です、イキます、わたしをイカせてください！」

「近い近い、近い」

　しかも、いい匂においなので困る。

「もっと……激しく遠えん慮りよなく、グリグリと！　命令して下さってもいいんですよっ!?」

「わかりました！　お願いしますから、近いですから！」

　ティーナさんに用事をお願いするたび、なんらかのハラスメントにならないか気になって仕方ない。はやくシルキーの文化を理解しなくては。

「おう？　あん時のシルキー、まだ逃げずに住んでんだ」

「そうなんですよ。すごい働き者さんで助かってます」

　どどんっ、と空気が振動したがもう気にしない。

　たぶん、大丈夫なはず。

「おいおい、シルキー・フレアか」

「なんですか、それ」

「どうやらこの病院ができるっぽいってのは、嘘うそじゃなさそうだな」

「大将、そのシルキー・フレアって」

「よう、シルキーちゃん。おれのお使いだって言えば店のヤツが渡わたし」

　大将もヒトの話を聞いてないし、ティーナさんも聞き終わる前に姿を消した。亜人さんたちがみんなこんな感じなら、付き合い方にはもっと工く夫ふうと慣れが必要だ。

　そういえば、スラフカはサイクロプスさんの処置を終えただろうか。

「スラフカ先生ぇ！　そっち終わったぁ!?」

「――ぃ、はいはいはーい！　いますよーっ！」

　ドスドスと慌てた足音が近づいてくる。

　シャッとキメポーズで入ってきたスラフカだが、荒あら々あらしく肩で息をしていた。

「あのさ。このまえ教えた食物アレルギーの負荷試験、今日はタラコでやるから」

「了りよう解かいです！　末まつ梢しよう確保してバイタル測定と様子観察、１時間ごと漸ぜん増ぞうですね！」

「正解」

「先生もいますよね!?」

「大丈夫、ちゃんといるから。一応、ソルコータフ５００とボサミンは体重換かん算さんで小しよう児に量の準備しといてね」

「先生も計算しますよね!?」

　頭では理解していても、実際に患者さんへ針はり刺さし投薬するのは緊きん張ちようするもの。研修医らしく、ギラギラした瞳ひとみと冷ひや汗の入り交じるスラフカが妙みように可愛らしい。

「もう計算してるから安心しなさいて。じゃあ大将、隣となりの処置室でやりましょう」

「この女医エルフさん、大丈夫かい？」

「スラフカ先生は、できる研修医ですから安心してください」

「じゃあ、いっちょ頼むとするか」

　フンフン鼻息の荒あらいスラフカを見送りカルテに記き載さいをしていると、裏からトリアさんに手招きされた。

「どしたの？」

「大将に処しよ方ほう箋せん、出す？」

「万が一、じんま疹が出た時のためにプレロニンを出そうと思ってたけど」

「一いつ般ぱん名めい処方にしてくれる？」

「……なにそれ」

　トリアさんから期待通りのヤレヤレ顔をもらい、変なプレイに目覚めそうで怖こわくなった。

「プレロニンって城都製薬の『商品名』でしょ。薬にこだわりがないなら、処方箋には化学成分の『一般名』で書いてくれる？」

「よく分かんないけど……どうなるの？」

「一般名処方加算で、保険点数が２点取れるから」

　保険点数は１点10ペコラなので、ひとり20ペコラの収入増。微び々びたる額だが、ティリ・トゥモロウという偉えらい人の言葉もある。

「なるほど、さすがトリアさん。できるドラゴニュートは違うな」

「なにそれやめて。こんなの常識だから」

　トリアさんでも少し照れることがあるのには驚おどろいた。教えてもらいながらデレてもらえると非常にオトクなので、もう少し聞いておきたい。正確には「デレ」ではなく「照れ」なので性的な関係には発展しそうにないが、トリアさんも悪い気はしないだろう。

「なんか他にも、そういうのない？」

「亜人食物アレルギー負荷検査で加算できるけど、年２回までね」

「なるほど」

「こういう計算、興味あんの？」

「ちょっとでも赤字を減らしたいからね」

　保険点数や加算は、それが経営に直結する立場になって初めて意識する。大学病院でこき使われていたり誰かの下でテキトーに仕事をしていると、決して気づくことはない。

「じゃあ『マルメ』の種族には、不要な検査はしない方がいいよ」

「……？」

「丸い目の種族とか、そういうやつじゃないから」

「なんで考えてることがわかったの」

　トリアさん恒こう例れいのヤレヤレ顔、いただきました。

「マルメってのは『包ほう括かつ点数』のこと。これを適応されてる種族には、どれだけ点てん滴てきしても検査しても初しよ診しんなら５７０点、再さい診しんなら３８０点しかもらえないの」

「えっ!?　なにそれ、ヒドくない!?」

　苦しんでいる患者さんにどれだけ点滴をしたり吸入をしたりしても、３８００ペコラしか病院には入らないことになる。ということは医薬品や検査キット、備品などは使えば使うほど赤字になる計算だ。

「まぁ患者さんからすれば、定額医療ほど助かるものはないけどね」

「亜人科をやりたがらない医者が多い理由、わかった気がする……」

「かといってウチ、もう治ってるのに『また来い、また来い』って再来数を増やすやり方は好きじゃないんだよ」

　すこし考えて、はたと気付いた。逆に何度も再診させて、検査も処置もなにもせず診察だけで終わらせれば、３８００ペコラが丸まる儲もうけとなる。

　なるほど、定額医療の盲もう点てんというわけだ。

「それは賛成」

「よかったわ、まともな医者で」

　その笑え顔がおに危あやうく好きですと告白しそうになっていた時。

　受付カウンターを大きな黒い影かげが覆った。




「オレ、くるシイ、きタ」




　見あげたそこには、もの凄く凶きよう悪あくそうなオークが保険証を持ってたたずんでいた。

　スキンヘッドにあごひげ、口に収まりきらない牙、ガチムチの裸ら体たいにまとった野や獣じゆうの毛皮とショルダー・アーマーに付けられた巨きよ大だいな爪つめスパイク。

　粗そ野や全開の風ふう体ていだが、カルテの名前欄には「ｐａｍｕ」と書いてあった。

「えーっと、パムさん？　今日はどう――」

「ｐａｍｕ」

　いい発音で訂てい正せいされた。

「失礼しました、ｐａｍｕさん。今日はどうされましたか？」

「くみあいちょう、いウ、びょういん、こイ。ダカラきょう」

「あ、ダンジョン組合長のオズカンさんが言われてた方ですね」

　これはダンジョンの亜人さんたちに信用してもらう、願ってもないチャンス。

　根こん性じようを入れて診察しなければならない。

「なにかお困りなんですか？」

「でナイ、くるシイ」

　苦しいはわかったが「でナイ」の意味がわからない。

「でナイ、というのは？」

「アァ……」

　ｐａｍｕさんは共用語が苦手らしく、首をかしげて言葉を選んでいる。

　こんな時は、とりあえずエルフの知ち恵え頼だのみだ。

「スラフカ先生ぇ!?　負荷試験の処置終わったぁ!?」

「――ぃ、はいはいはーい！　終わりましたよーっ！」

　ドスドスと慌あわてた足音が近づいてくる。

　シャッとキメポーズで戻ってきたスラフカだが、荒々しく肩で息をしていた。ほんのり上気した顔が妙なセクシー路線になってしまい、なにかと申し訳ない。

「オークの言語、わかる？」

「え、あ……オークリーは、ちょっと」

「そうか。じゃあ、どうすっか――なひょっ！」

　衣きぬ擦ずれの音と共に生暖かい吐息を耳に吹ふきかけられ、変な声が出てしまった。

「院長先生……わたし、わかりますけど」

「ティ、ティーナさん!?　アッ――」

　さすがに背後から脇わき腹ばらに腕うでを回してサワサワするのはやめて欲しいが、素直に気持ちいいのは致いたし方かたない。

「よろしいですか？　お邪魔ですか？　ここどうですか？」

「わかりました！　了解ですから、まず離はなれて！」

　いつもそうだが、ティーナさんの接し方には誰も眉まゆをひそめない。もしかすると、シルキーにとっては、これが普ふ通つうのコミュニケーション手段なのだろうか。これはいったい、どういう気持ちの時に取る行動なのだろうか。

　ともかく今はこれに慣れなければならないし、弱い心が暴走するのは絶対に避さけたい。

「で、ティーナさん。ｐａｍｕさんは、なんて言ってるの？」

「出ない、そうです」

「なるほど。出ない苦しい、だったのか。で、なにが出ないって？」

　少し嫌な予感がする。

「う○こが出ないそうです」

　美少女シルキーに、ためらいなく「うん○」と言わせてしまった。

　この罪、どうすれば赦ゆるされるだろうか。

「そうか、便秘かぁ……」

　いや、ここはダンジョンクリニックの診察室。

　学生さんでもあるまいし、意識する方がおかしい。

「ではｐａｍｕさん、１週間の排はい便べん回数は何回ですか？」

　マジメでおしとやかなティーナさんに「排便」と言わせながら、なぜ胸が高鳴るのか。

「２回だそうです」

「排便時にイキんだりしますか？」

「院長先生、イキむってなんですか？」

「それはね……こう、なんていうか、う○こする時に力を入れないと出ない感じ？　かな」

　美少女妖よう精せいと続く「う○こ」関連のやり取り。

「イキんでも出ないそうです」

「じゃあ、おし――」

　ここはクリニックの診察室、なにをためらうことがあろうにゃ。

「――おしりを拭ふく時に血が付いたりしますか？」

　ティーナさん、赦してください。

　ここがあなたの職場です。

「いつも付くそうです」

「そうですか……裂れつ肛こうあり、と。これはなんらかの治ち療りようをした方がいい便秘ですね」

　１ラウンドを全力で戦ったボクサーのように脱だつ力りよくしてしまったが、後ろに立つスラフカのためにも気を取り直した。

「スラフカ先生なら、この便秘をどうする？」

「食事療りよう法ほう、運動療法、水分摂せつ取しゆ推すい奨しようです」

　いつもの模範解答だが、実際にそれでうまくいくなら病院はいらない。

「間違いじゃないけど、たぶんすぐには効果が見込めないかな」

「え、いきなり内服処方ですか？」

「病院に来て３日で症状が改善しなかったら、先生ならどう思う？」

「そりゃあ、なんかヤブいと思いますけど」

「食事療法にしてもすぐ効果が出るわけじゃないし、そもそもオークって肉食でしょ？　明日から急に野菜生活とかムリじゃないかな」

「……確かに」

「オズカンさんの部下で警備保障の仕事なら、屋外労働だろうから運動量は十分。水分だけ摂とっても、おしっこが増えて終わりだね」

　スラフカは珍しく、メモを取りながら黙だまり込んでしまった。

「ｐａｍｕさん、今日は便を軟やわらかくするお薬を出します。下げ剤ざいじゃないのでお腹なかが痛くなることはないです。まずそれで出しやすくして、排便痛やイキみをなくして、他に必要なことがあればそれから調整しましょう」

　下剤はしぶり腹のような痛みを伴い、中には冷や汗あせをかいて気を失う人もいる。まず最初にやることは痛みなく宿便を解除し、排便リズムを回復させることだ。

「院長先生……くすりを飲むだけで治るのか、と言われてます」

「そうです。仕事中にトイレで困らない内服量に調整したいので、また２週間後においでください。食事療法は、そのあとからゆっくり始めましょう」

「ヤル」

　それっきり診察室を出て行ったｐａｍｕさんだが、あれでは納なつ得とくしたのかしてないのか、表情が乏とぼしくてわかりにくい。

　酸化マグネシウムを２週間分処方しながら、不安になってきた。

「ティーナさん。あの方、他になんか言ってなかった？」

「とても喜んでおられましたよ」

「喜んでたのか、難しいな。けど、ティーナさんのおかげで助かったよ」

「……助かった、とかそんな……わたしはただ、わたしはわたしは――」

　ぱたっ、と床ゆかに手をつくティーナさん。

「ティーナさん、なにやってんの」

「院長先生……わたしのこと、好きなように使ってください！　さぁどうぞ！」

　この流れで四つん這いになって尻を向ける意味が、相変わらずわからない。シルキー族の性格は、色んな意味で上級者向け過ぎないだろうか。

　どう対応していいのか悩なやんでいると、後ろからハナをすすり上げる音が聞こえた。

「スラフカ先生、カゼでもひいた？」

「あたし……エルフなのにオークの通訳もできないなんて、情けないな……」

　鼻だけではなく、目元もウルウルしている。

「いやそんな、嘆なげくようなことでも」

「もうヤダ、こういうの……」

「ちょ、なに？　どうしたのスラフカ先生!?」

　隣の処置室へ逃げ込んだスラフカを追いかけると、ベッドに座って顔をくしゃくしゃにしていた。泣くほどではないと思うが、エルフのプライドが傷ついたのかもしれない。

　どうしていいか分からず、枕まくら元もとに置いてあったティッシュをスラフカにそっと手て渡わたした。

「あたしこんなんじゃ、いつまでたっても胸を張って村に帰れないや」

　チーンとハナをかむスラフカ。

「いやいや、通訳は医学的なことじゃないんだし」

　亜あ人じん医い療りようを目指すなら、むしろ院長がオークの言語を理解しておくべきだ。

「ヒト医療でみんなを救うなんて……偉そうなこと言って大学に行かせてもらったのに」

　話が壮そう大だいになってきたが。顔をぐしゅぐしゅにして涙なみだを浮かべるほど、エルフの村は伝染病かなにかの危機にさらされているのかもしれない。

「大丈夫。スラフカ先生は、できる子だから」

　とりあえず頭をぽんぽんしたのがマズかったのか、スラフカの顔面が決けつ壊かいした。

「デンバぜんぜぇぇぇ――」

　ここはひとつ、か弱いエルフの涙を受け止めてやろうと腕を広げたのに。

「――ぶぇきしょぃっ！」

　スラフカの顔から出せるすべての液体を、フェイス・トゥ・フェイスで受け止めた。

「……」

「あ、ずんまぜん――びえっっきしょいやっ！」

　ダブルでいただきました。

　こういうプレイも嫌きらいではないが、渡したティッシュをもらってスラフカ汁じるを拭いた。

「スラフカ先生、もしかして」

「あだじ、花か粉ふん症しようだんでず」

　花粉症でハナたれるエルフ。災厄前プレハイの文ぶん献けんに書かれていた種族特性と、イメージが違いすぎないだろうか。亜あ人じんの各種族に対する先入観を、はやく捨てなければならない。

　トリアさんにカルテを作ってもらい、スラフカを診察室に招いた。

「ホントに花粉症なの？」

「スギ、ヒノキ、カモガヤ、ブタクサ、ヨモギ――もう、あらゆる草木の特異抗原が計測最大値を振ふり切きってました」

「通年性か」

「さっきオークのｐａｍｕさんが持ち込んだんだとおぼび――びやっくしょえっっ！」

　ビィィィーッとセクシー度ゼロでハナをかんでいるが、これでは研修も辛つらいだろう。

「花粉症って、エルフの粉では治せないの？」

「ムリですね。鼻水や目の痒かゆみは一時的に消せるんですけど、根治できないんですよ。だからあたしがヒト医療を学んで、エルフの村を救いたかったんですけど」

「エルフって、みんな花粉症なの？」

「あたしの村では98％が」

　壮大な話でなくてよかった。

　いや、村の98％が花粉症というのもかなり壮大な話だ。

「そうか。森に住んでるエルフだからこそ、花粉症が多いのかもね」

「せんせー……まさか、転地療法とか言わないですよね」

「エルフに森を捨てろってのは、医学的じゃない気がする」

「抗こうアレルギー剤ざいなんてちっとも効かないし、もうどうしたらいいか……」

　花粉症の薬がちっとも効かない、というのはよく聞かされる話。

　ちなみに飲んだら眠ねむくなるけどガマンしている、というのもよくある。

「なに飲んでみた？」

「え、アレグロですけど」

「２週間以上、続けて飲んだ？」

「いや、たぶん飲んだ……と思います、けど」

「他の薬やく剤ざいは試ためしてみた？」

「他って……アラレオン？　ですかね」

「この紙に書いてある薬剤のうち、飲んだことあるヤツはどれ？」

　引き出しから取り出した１枚の説明用紙を、スラフカはまじまじと眺ながめている。

「花粉症の薬って、こんなにあるんですか!?」

「一いつ般ぱん的てきに言われている花粉症の薬は『抗ヒスタミン剤』というジャンルの薬で、現在手に入るものは第一世代から第三世代まで約10種類。他にも抗ロイコトリエン作用や抗インターロイキン作用など、ブロック作用機序の違う薬剤を含ふくめればもう少し増えるかな」

「そんなに!?」

「抗ヒスタミン剤を別名『抗アレルギー剤』なんて書いてる研修医用の本もあるし、その辺が混乱されてる原因かな」

「……知らなかった」

「しかもこれらの薬剤は多くの場合、ひとつにつき２週間ぐらい続けて飲まないと効果がわからないものも多いんだ」

「えぇっ!?　飲んだらすぐ効くんじゃないんですか!?」

「そういうの、試験には出ないもんな」

「出されても答えられませんて」

　医師資格試験は広く浅くであり、結局は卒後の勉強から再スタートなのだ。

「だからこれらを１剤ずつ２週間以上内服して、症状が半分以下になれば有効で○をつける。ちょっと楽になったけど半分までは良くならない場合は△、効果が体感できなかったり眠くなるならダメと記録。全部試して△しかなかったら、それらを併用してみる。それを全部やって始めて『花粉症の薬は効かない』と言えるんだぞ？」

　スラフカは鼻水たらして目をキラキラさせている。

　可愛かわいらしいのでずっと眺めていたいが、さすがにティッシュを渡して鼻を拭かせた。

「さらに点てん鼻びやステロイド低容量を併用したり、花粉症の治療方法は意外に多いんだよ」

「ぜんぜぇぇぇッ！」

「近い近い、近い！」

　鼻水の二度づけはご遠慮ください。

「あたしに花粉症のこと教えてください！」

「もちろん教えるけど、自分で体験してみれば？　オレが患かん者じやさんに説明するより、説得力があると思うけど」

「はい！　がんばります！」

　元気一いつ杯ぱいに戻もどったスラフカに、まずはゾイゼルを２週間分処方してみる。

「けど、スラフカ先生さ。なんか困ったことがあるなら、黙ってないで相談してくれよ」

「え？」

　渡した抗ヒスタミン剤の一覧表から、スラフカが顔を上げた。

「オレにも、なんかできることがあるかもしれないし」

「あ、ありがとう……ございます。じゃあその、できればあたし……」

「なに？　遠慮しなくていいけど」

「でも、先生はそういうの、イヤかもしんないし……」

　頬ほおを赤らめてモジモジされると、妙な期待をしてしまう。

　いや、たぶん異文化交流によくある勘違い。

「とりあえず言ってみ」

「……欲しいんです。先生の、熱くてぷりっと立つアレ――」

「ちょ、なにそれ」

「――炊すい飯はん器きください！」

「ヤだよ！」

　ふぅーっと首筋に感じたこの生暖かい吐息は、最も覚かく悟ごが必要な人。

　文化的理解が、今一番できていない亜人さんといえば。

「院長先生……実は、わたしも欲しいものが……」

「なんでしょうかティーナさん!?」

「ころんころん」

「はい？」

「床のお掃そう除じに……」

「あー、ホコリとか髪かみの毛けを取るヤツね」

「の、全身版です」

「全身、え？　っていうのは、Ｌサイズってこと？」

「違います……お風ふ呂ろあがりの裸はだかに巻いて、床をコロコロ転がるとよく取れるので……」

「全ぜん裸らでコロコロは斬ざん新しんだね！」

　その商品を考えたヤツには、抱だきしめてやるから一歩前に出ろと言いたいが。

　ふたりの要求に困り果ていると、受付からトリアさんまで顔をのぞかせてきた。

「なによ。テンマちゃんが、みんなに欲ほしいもの買ってくれるの？」

「そういうワケじゃないけど、なんか流れ的にそうなってるみたいで」

「だったらウチは、して欲しいことがあるんだけどなぁ」

　むき出しの肩をくねらせるトリアさんに、変なホルモンが体中を駆かけ巡めぐる。

「な、なんでしょうかね」

「性活ＳＥＸですか？」

「スラフカせんせッ!?」

　真顔でなにを言い出すか、この超ちよう弩ど級きゆうエルフ娘むすめは。

「違うよ。だいたいウチ、まだ発情期じゃないし」

　それはそれで残念だが、発情期とはなんだろうか。いや、これもまた亜あ人じん文ぶん化か圏けんでは当たり前のことなのだろう。

　しかし亜人の女性に発情期があるなど、どこの教科書にも載のっていなかった。そうなったら、いったい何がどう変化するのか考えただけで眠れなくなる。

　逆に言えば、１年を通じて発情期なヒトの性さがが恥はずかしくてたまらない。

「今して欲しいのは、解体」

「なんだ、解……は？」

　もう、亜人さんたちの言うことは理解不能だ。

「さっきサイクロプスさんがイノシシ置いてったんだけど、１頭丸ごとでさ。今日の外来閉めたら、みんなで猪しし鍋なべやろうよ」

「やった！　肉だ、鍋なべパーティーだ！」

　スラフカは大喜びだし、ティーナさんはすでに出だ汁しの準備で消えてしまった。

「いやいや。猟りよう師しじゃないんだから、猪いのししの解体は」

「医者って解かい剖ぼうとか勉強するんでしょ？」

「かなり構造が違うんですぞ？」

「タダでもらったワケじゃないんだし、院長責任で解体して」

「え、それって……まさかと思うけど、その猪ってサイクロプスさんの？」

「自費診しん療りよう代だい」

　これでは患者が増えても、赤字が減るどころか体重が増えるだけ。

　亜人健康保険――亜保への加入推すい奨しようも、早さつ急きゆうに進めなければならない問題だった。







▽　▽　▽







　院長に就任してから３ヶか月げつ。

　なにがきっかけか分からないが、患かん者じや数すうもだいぶ増えて待合のソファーが埋うまる時もチラホラ見られるようになった。そのおかげで先月は、イカつい顔のハーピー郵便配達員が運んでくる城都電力の督とく促そく状じように怯おびえなくて済んだ。

　それでもカゼをひいたぐらいでは、亜人さんたちはなかなか病院に来ない。だから待合室で顔を寄せ合って「月刊　採さい掘くつ術」や「プロフェッショナル警備」を読んでいるのは、ガタイのいいオークさんたちばかり。

　つまり外来は、便秘オークのたまり場になっていた。

「スラフカ先生。患者さんが回らなくなってきたからティーナさんと２診しんに入って、待ってるオークさんたちを診みてもらえるかい？」

「えっ!?　あたしがひとりで診ていいんですか!?」

　研修医といえども、学生の臨りん床しよう実習と違ちがって医師資格を保有している。そろそろ診たことのある疾しつ患かんは、単独で対応してもいいだろう。そのために昨日、隣の処置室に簡易机とイスを置いて第２診しん察さつ室しつを仮設したのだ。

「処方も出していいけど、帰す前にはチェックに来てね。あと話を聞いて便秘以外だったら、こっちに回してもらっていいから」

「はーい！」

「じゃあ悪いけど、ティーナさんも通訳よろしく」

「もちろんです、当たり前です、喜んでぜひ」

　いつまたパタリと四よつん這ばいになってお尻しりを向けるか心配だったが、スラフカとふたりでキャッキャ言いながら仮設２診に消えていった。

　これで患者さんの待ち時間を、30分以内に削けずれるだろう。

　外来クリニックの評判は、もちろん診しん療りよう内容で決まるが。過不足なく必要十分な診しん察さつ時間を確保＝待ち時間を短くするのも、クリニックの技量だ。便秘の患者さんを１時間も待たせておいて診察時間が10分では、病院の評価は上がらない。

「すいません、お待たせしましたｐａｍｕさん。あれから、困ったことはないですか？」

「ナイ」

「仕事の途と中ちゆうで、トイレに行きたくなることは？」

「ナイ」

「じゃあ酸化マグネシウムは、しばらくこの量でいきましょう。お仕事が大変そうなら、今度から30日処方にしますけど」

「イイノカ？」

　月に何度でも再さい診しん料りようが欲しいのは山々だが、人の都合も関係なしに決まった日数ずつ出すことはしたくない。症しよう状じようが安定している慢まん性せい疾しつ患かんの処方なら、患者のコンプライアンスが良ければ薬は３ヶ月ぐらいまで出せるには出せる。

　ただ月に１回は保険点数的にも受じゆ診しんして欲しいし、途中経過も知りたい。

　ということで長期処方は30日までにしてもらうことを、トリアさんと決めたのだ。

「途中で効かなくなったり効きすぎたりしたら、いつでも来てくださいね」

「アリガットゥ、Ｄｒテンマ。おれ、イえない、くみあいちょうガ、いそがシイ」

「ですよねー。けどｐａｍｕさんの共用語、うまくなりましたよねー」

　オークの笑顔を初めて見た気がした。表情が乏しいので気づかなかった――いや、見ようとしなかっただけなのだろう。本来オークは感情豊かな亜人なのかもしれない。

「せんせーっ！　確かく認にんお願いしまーす！」

　カルテを持って来たスラフカも、生き生きとしている。基本に忠実でキチンと習ったとおり、便秘評価スケールにも処方にも手て抜ぬきはない。

「ＯＫ、これで出して。ゆっくりでもいいから、ムリせず基本に忠実にね」

「了解です！」

　処方箋にサインしていると、裏からトリアさんが顔をのぞかせた。

「ちょっといい？　テンマちゃん」

「どしたの？」

「ケンタウロスの患者さんが来てんだけど、受けていいかな」

「なにか問題ある種族なの？」

「脚あしが痛いって言うんだけど……」

　来院理由も普通すぎて、トリアさんが浮うかべる不安の意味がわからない。

「骨折ならここではＸ線撮さつ影えいできないけど、それならそれで診察と評価だけでもしてあげて、大容量のちゃんとした蓄ちく電でん器きと画像診しん断だん機器がある病院に紹しよう介かいするし」

「じゃ、これカルテね。それだけならいいんだけどさ……」

　珍めずらしく心配そうな顔をするトリアさんに、作ったばかりのカルテを手渡された。名前欄らんには「ぬーん」と書いてある。どうもまだ、亜あ人じん名めいには慣れない。

「ぬ……ぬーんさん？　今日はどうされましたか？」

「……しゃッす」

　長ちよう髪はつに髭ひげもじゃで腹筋の割れた上半身細マッチョだが、当然のように下半身は馬。

　かがんでようやく入れても、診察室は狭せますぎる。

「狭くてすみません」

「……大だい丈じよう夫ぶっス」

　そう言ってイスには座すわらず床に四つ脚を折った時、明らかに顔を歪ゆがめた。

「痛い脚は伸のばしたままでいいですけど、どこです？」

「……ここっス」

　ぬーんさんが右前脚をスッと伸ばすと、ヒトで言う前脛部スネが明らかに腫はれていることにすぐ気づいた。

「いつからですか？」

「……今朝からっス」

「ちょっと触さわりますね」

　手のひら大の腫れは発赤を伴ともなって熱感を持ち、痛みで脚は動かしづらい。

　それだけで「急性炎えん症しようの五徴ちよう」がそろっている。

「あー、これはちょっと」




「自分、死ぬんスよね？」




　顔から悲ひ壮そう感かんがダダ漏もれている。

「え？　たぶん死なないですけど」

「……いいんスよ、遺書は残して来たっスから」

　骨折か蜂ほう窩か織しき炎えんの急性疾患ふたつが最初の鑑かん別べつ診しん断だんだが、死ぬようなものではない。

「転んだりしました？」

「してないっス。だからホネ折ったんじゃなく『脚あし腐くされ病びよう』っスよね」

　じっくり患かん部ぶを見てみると、思った通り表皮に小さな傷があった。

　蜂窩織炎は些さ細さいなひっかき傷――例えば指でまぶたを擦こすった程度でも、そこから常じよう在ざい菌きんが真皮層の下まで偶ぐう然ぜん入ってしまえば急激に腫れて化か膿のうする。そのまま無処置で放置すれば時には全身に炎症が回るが、ほとんどは抗こう生せい剤ざいの内服と軟なん膏こうの塗と布ふで治ってしまう。

「たぶん蜂窩織炎――」

「俺おれ、タクシーやってんスよ。ケンタウロス・タクシー」

「――なるほど」

「年に何人か、これで死んでるヤツ知ってるんスわ」

「そんなに？　ヒト医療では抗生剤の内服と――」

「先生、グリフォン・タクシーって知ってます？」

　ちっとも話を聞いてくれない。

「乗ったことはないですけど」

「最近あいつらに長ちよう距きよ離りの客を取られて、ウチも経営が厳しいんスよね……なのに『脚あし腐くされ病』になるとか俺、間ま違ちがいなくクビっスわ……」

　ケンタウロスには、労災どころか病欠や有休の概がい念ねんすらないのかもしれない。

「ぬーんさん、不安だと思いますが」

「先生、電気自動車って乗ったことあります？　あの蓄電器を積んでるってヤツ」

「いや、ないです。まだ地方城都でも普ふ及きゆうしてない贅ぜい沢たく品ひんですよ」

「あれがタクシーを始めるとかの話もあって、それでなくても人員削さく減げんとか……」

　ずいぶん先のことまで考えて、余計な不安にも怯えている。話を聞かないというより、死と解かい雇このことで頭が一杯なのだ。

「まず、ひとつだけ聞いてください。これは『脚腐れ病』じゃないので治ります」

「けど死ぬんスよね？」

　不安がすべてを覆おおい隠かくしているので言葉が届いていない。

　ここは端たん的てきに伝えるべきだろう。

「いいえ、治ります」

「長い闘とう病びよう生活っスか……」

「いいえ、今日お出しする薬を飲んで軟膏を塗ぬるだけです」

「俺、去年結けつ婚こんしたばっかなんスよね……」

　目に涙を浮かべ、上を向いてこぼれ落ちるのをこらえている。ケンタウロスにとって脚は命であり、種のアイデンティティーでもあるのだ。

「ぬーんさん、大丈夫。明日また診せてもらって、もし腫れが引いてなければ抗生剤の点滴をしますから」

「点滴ってことは、命がヤバいってことですもんね……」

「命はヤバくないです、普通の処置です」

「フツーに命がヤバいってことっスか……」

「フツーに普通です」

「けどそれって、フツーに死ぬってことですよね？」

　はたして抗生剤を処方して帰しても、きちんと内服するだろうか。このまま思い込みスピードが加速すると、希き死し念ねん慮りよや自殺願望に変わってしまう可能性が否定できない。

「わかりました、ぬーんさん。今から点てん滴てきしましょう」

「えっ、まじっスか!?　やっぱ俺、ヤバいんじゃないスかっ!?」

「ぜんぜんヤバくないですが、ぬーんさんの不安が強いので今日中にカタをつけます。なんだったら朝まで点滴につき合いますから信じてください、ぬーんさんは死にません」

「せ、先生ぇ……」

　ボロボロ泣いて感情失禁するぬーんさんに、もう自宅療りよう養ようなど指導していられない。

「スラフカ先生ぇ！　手が空いたら点滴準備してくれる!?」

　ドスドスと慌てた足音が近づいてくる。

「――ぃ、はいはいはーい！　手ぇあいてまーっす！」

「患者さんは途と切ぎれた？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない」

　シャッとキメポーズのスラフカは妙みように高こう揚ようしていた。

「ロセフォン点滴静注用１ｇを点滴で、２時間かけてゆっくり落としてくれるかな。あと末まつ梢しようは小しよう児に用のインサート留置針を使って確保してね」

「え、成人ケンタウロスの方ですよね？」

「いいんだ。不安が強いから、痛くないようにしてあげて」

「わっかりました！」

「ティーナさん、いるァッ――」

　突とつ然ぜんあらわれて、ふぅっと耳に息を吹きかけるのにはどうやっても慣れない。

「……わたしいますよ、いつまでもいますよ、たとえあなたが振り向いてくれなくても」

「振り向いてます。それよりこれ薬局でもらって来て、ぬーんさんに飲ませてあげて」

　とりあえずムダな不安を取り除いてあげたいので出した、抗こう不ふ安あん薬やく『モイラックス錠じよう』の処しよ方ほう箋せん。なるべく早く、と言う前にティーナさんはもういなかった。

　そこではたと気づいて、裏から受付へ駆け込んだ。

「やべぇ、トリアさん！」

「どしたの？」

「なんか点滴しちゃったけど、このあと抗生剤の内服も処方するんだよ。やっぱ査定で切られるかな!?」




「傷病詳しよう記きを書いて、説得するしかないんじゃない？」




　たとえそれが常識的に必要な治療であったとしても、使った薬剤の添てん付ぷ書に記き載さいされていない疾患や使用方法だと保険請せい求きゆうは突つき返かえされてくる。つまりその医療はすべて病院からのサービス治療になり、このことを「査定で切られる」という。

　そこで、治療に必然性があったと文書で反論するのが「傷病詳記の提出」だ。

「あと抗不安薬のモイラックスも出しちゃったけど、なんか精神療法というかカウンセリングで保険点数取れないかな」

「看板に精神科を『標ひよう榜ぼう』してないと算定できないねー」

　どれだけ何時間、メンタルな相談に乗っても医い療りよう費ひはタダ。

「そうか、そういうことか……」

「大丈夫だよ、テンマちゃん。ケンタウロス族は、マルメ医療だから」

「うっそ!?　え、待ってマジで!?」

「覚える？　マルメ種族表」

　マルメ医療――確か包ほう括かつ医療の対象種族には、どれだけ良かれと思って治療しても保険診療では初しよ診しん料りようの５７０点＝５７００ペコラしか払はらい戻されないヤツだ。

　十分な額に聞こえるが、薬やく剤ざい費ひ、人件費、備品、その他諸経費を考えると。

「……うっわ、また赤字医療だよ」

「いいじゃん、これで」

　意外にトリアさんは笑え顔がおだった。

「なんで？」

「ぜんぶ必要な治療だよ、点滴も抗不安薬も」

「それはそうだけど」

「受付に来た時から心配してたんだけど、テンマちゃんに診てもらって正解だったわ」

「ぬーんさんが精神的に追おい詰つめられてるって、知ってたの？」

「なんとなく。ケンタウロスは脚が命だからねぇ」

「あのままじゃあ、ちょっと帰せないよ」

　ばんっ、と背中を叩たたかれた。

「いいね、テンマちゃん！　こういうの好きだよウチ！」

「そう？　赤字なのに？」

「いいの、いいの。これからもっと患者さんを増やしていこうじゃない」

　トリアさんに肩かたを組まれ、鋼鉄のビキニが押おし当あてられた。

　柔やわらかいのか硬かたいのか、いずれにせよ気持ちがいい。

「あー、この調子だったらウチも……今度テンマちゃんに診てもらうかな」

「どこか具合でも悪いの？」

　なぜ急にモジモジするのか。

「ちょっと痛いんだよね、その、アソコが」

「アソコ……？」

「特に歩くと、まぁ、擦れて？　痛いの。やっぱ形の個人差だろうって諦あきらめてんだけど」

　騙だまされてはいけない、この手の表現にときめいてはいけない。

　たぶん例の、異文化交流における共通認にん識しきのズレに違いない。

「オレにできることなら診るけど」

「いやぁ、さすがにこれって専門外じゃないかなぁ」

「ちなみにどこが痛いの？」

「ハァ!?　どこって、言わせんの!?　今ここで!?」

「あ、いや、なんかすいません……」

「そういうとこ、デリカシーないよね！」

　頬を赤くしながらそっぽ向くドラゴニュートなど、城都に住んでいたら永遠に見ることはなかっただろう。

　しかし、どこが痛いのだろうか。デリカシーが足りなかった言葉にできないアソコとは、いったいどの部位なのか。擦れて痛くて形の個人差がある場所を思い浮かべて眠れなくなるといけないので、ちょっと今晩にでもダンジョン裏の滝たき壺つぼに飛び込んで汚よごれた煩ぼん悩のうを強力ドラム洗せん浄じようしてきた方がいいかもしれない。

「あっと、そうだ！　スラフカ先生、点滴入った!?」

　処置室兼けん２診をのぞくと、横たわって抗生剤を点滴されているぬーんさんの右前脚に、抗生剤とステロイドの合ごう剤ざい軟なん膏こうを大量に塗りまくっていた。
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「さすがに入りますよー、ケンタウロスの太い血管なんですからー」

「寝ねたな」

「最初とぜんぜん違って、穏おだやかな顔ですよね」

「考えてもどうにもならない不安は、薬で解消すればいいんだよ」

「依い存そんしませんか？」

「しないように調節するのがオレらの仕事でしょ。それとも、ぬーんさんの抱かかえてる問題が解決するまで不安に耐たえろって説教する？」

「ですよね！　そのためのヒト医療ですもんね！」

　スラフカは純じゆん粋すいな瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせている。

　亜人健康保険も、これぐらい素す直なおに治ち療りようを認めてくれればいいものを。

「点滴は外来を閉じるまでには終わらないと思うから、定時になったら帰っていいよ」

「だったら、せんせー。見て欲しいんですけど」

「どの部位を？」

「いや別にあたしの体じゃなく」

「ですよね」

「あたしが花粉症に出してもらった薬、けっこう効いてるんですよ。それで調べてみたら、なんか抗ヒスタミン剤のブロックする経路にも種類があるらしくて」

「あ、そこまで調べたんだ」

「６系統？　が最大なんですか？　光学異性体ってどういうことですか？」

「それはね――」

　研修医と指導医の関係が良くなっているというのに、なにを考えていたのやら。

　今夜、ダンジョン裏の滝壺に飛び込んで心身を清めるのは決定だ。







第二章







　少し忙いそがしくなった土曜の午前診察が、１時間延びて終わったあと。

　受付のレジを締しめたトリアさんが不ふ機き嫌げんな声を上げた。

「はーい、はいはい！　これから待合でミーティングするから、テンマちゃん残って！」

「残るもなにも、自宅は２階だし……」

　嫌いやな予感しかしないが、スラフカは疲つかれ知しらずのキラキラした瞳で興きよう味み津しん々しんだ。

「あたしも参加していいですかぁ!?」

「もちろん、クリニックのメンバーだからね。ほらテンマちゃん、カルテ終わった!?」

「終わります終わります、いま行きまーす！」

　なにも言われていないティーナさんまで、お掃除をササーッと切り上げて来た。

　３人並んだソファーの前に受付からイスを引っ張り出してきたトリアさんは、ダメな生徒を前にするＳ系セクシー女教師のオーラ満開。診療報酬明細書レセプトをより良くするため、日々あくせくしてくれている凄すご腕うでの医い療りよう事務っぷりが滲にじみ出でている。

　もしも医療事務さんを軽かろんじているクリニックがあるなら、それは大きな間違いであり大きな損失でしかない。なぜなら同じ医療行為をしても、医療事務さんの請求の仕方によっては診しん療りよう報ほう酬しゆう額がくが変わってしまうのだから。

「さてと、テンマちゃん。このまえレステル理事長に、なに言われてきたの？」

　やはり、そのことだろうと思った。

　先週、城都ヨルゴスにある本部へ第１回経営者面談という名の呼び出しを喰くらった。

　医療法人社団アルマ会は、城都の４カ所に８クリニックを展開している医療グループ。その理事長を務めているのが、レステル・アルマンゾールだ。

　莫ばく大だいな寄付金を払って補欠合格で入学した地方の私立医科大学を２回留年して卒業した後、６年落ち続けてようやく医師資格試験に合格し、２年の研修医期間が終わるとすぐに親の持つ山を１つ売って城都に開業したダメ医者なのは有名な話。もちろん理事長とは名ばかりでビジネスに精通しているワケもなく、ティーナさんの給料未み払はらいを聞き流しながら経営方針の指示などひとつもせず「じゃあ、がんばって」で終わってしまった。

「まぁ予想通りで、まだ赤字だからってことと」

「それはいいや」

「え、いいの？」

「だって患者さん増えてるし」

　では、この不機嫌の理由はなんだ。

「そうじゃなくて『あれ』の話をしてんの」

　指さしたのは待合の壁かべ際ぎわにある、大型の段ボール２箱を横に並べたような器械。

「空気清せい浄じよう器き。プレゼントだって」

「バカじゃなかろうか！」

「えっ!?　怒おこってんの、そこ!?」

「なんであんなモンもらって来たの！」

「だって理事長がクリニックのイメージアップだって、その、ムリヤリ……」

「こっち来てごらんよ！」

　大おお股またで空気清浄器に歩み寄ったトリアさんは、おもむろにスイッチを入れた。

　ごうん、という機械音のあと上部の網あみ目めから空気が吹ふき出る。

「ん？　なんか……ホコリが舞まってる？」

「これ、空気を吸って吐はき出だしてるだけだから！」

「マジで!?」

「しかもクリニックの蓄ちく電でん、すんごい食うから！」

　確かに大きすぎるとは思っていたが、ヒト文明のなんとお粗そ末まつなことか。

　そして、そばに寄ってきたティーナさんからの衝しよう撃げき的てきなひとことが突き刺ささった。

「院長先生、わたしの仕事がなくならないようにホコリを撒まいてくれてたんじゃ……」

「違うよ！　なんで汚さなきゃならんのよ！」

　スラフカなど、ご丁てい寧ねいにマスクを持って来てくれる始末。

「はい、せんせー。マスクの防ぼう塵じんテストですよね」

「違うから！　まさか理事長が、そこまでバカだとは思ってなかったんだよ！」

　きた、トリアさんのヤレヤレ顔。

「じゃあ『あれ』は？」

「……浄じよう水すい器き？　付きのウォーター・サーバー？」

　ひと抱えもある長方形の無機物の上に、半はん透とう明めいのタンクが載せてある。

「あれ、フィルターが３万ペコラするんだけど！　しかも半年に１回交こう換かんしないとメタンが貯たまって破は裂れつするらしいんだけど！」

「えぇぇぇぇぇ――」

　興味津々のスラフカは取説トリセツを熟読している。

「せんせー。これ軟なん水すいに限るって書いてますけど、この辺りの川や湖って硬こう水すいですよね」

「そうなの!?」

「硬水を入れたら、フィルターの寿じゆ命みようが半分になるらしいですよ」

「しかもこのふたつ、ウチの消しよう耗もう品ひん代と設備費に乗せられてたの知ってた？」

「うっそ……まさかうちが買ったことに？」

「……知らずに引き取ったの？」

　そしてトリアさんから、本日２度目のヤレヤレ顔をいただいた。

　あの理事長、このクリニックになにか怨うらみでもあるのだろうか。

「……もうヤだ。赤字をなんとかしろって言う割りに、理事長ってやっぱバカなのかな。捨てたり使わなかったりするとヘソ曲げるんだろうし……どうすりゃいいんだよ」

「そこでよ。ちょっとこれを機会に、他にもムダがないか洗い直してみない？」

　ようやくトリアさんからニヤリをいただいた。

　このヤレヤレ顔からのアメムチな落差に、何かが目覚めそうで怖こわい。

「なにからチェックすりゃいいかな」

「まずは医い療りよう廃はい棄き物ぶつの産さん廃ぱい業者と、クリニックに卸おろしてる医薬品業者。それから仕方ないんで、空気清浄器とウォーター・サーバーもリースに変えようか」

　さすが、トリアさん。いつから用意していたのか、自作の資料をみんなに配っている。変なホルモンが出てなにかがキュンとしたので、もう今日から姐ねえさんと呼ばせて欲しい。

　しかしこんな経営話、スラフカとティーナさんは退たい屈くつしないだろうか。

「ふたりとも興味なかったら、もう席をはずしていいよ？」

「ありますよ！　エルフの村でヒト医療をするなら、必要になることですからね！」

「わたしは……この屋や敷しきを任されてる者ですから……ぜんぶ知ります絶対に知ります！」

　爛らん々らんとしているふたりを見て、トリアさんはすごく満足そうだ。

　できれば、こっちも見て微笑ほほえんで欲しかったが。

「渡わたした紙を見てもらえばわかるとおり、今の業者はぜんぶ城都の企き業ぎようでしょ」

「……支出に占しめる割合、意外と多いな」

「で、テンマちゃんに相談があるんだけど。その資料に書き出した経費の30％オフで、ウチら亜あ人じん業者と契けい約やくしない？」

「亜人業者？」

　亜人は無知で野や蛮ばんな「モンスター」ではない。

　彼かれらは災厄前プレハイの技術を理解して習得できるし、亜人ならではの文化や能力と融ゆう合ごうしたより良い物を作り上げることもできる。

　だから当然、数は少ないが亜人医師会も存在している。ただその医い療りよう技術と知識の体系が、まだヒトには及およばないというだけのこと。やがてこのヒト医療も亜人たちは習得していくだろうし、すでにスラフカのような亜人研修医も増えてきている。その壁かべになっているのは、ヒトの亜人に対する排はい他た的てきな感情だけなのだ。

「もちろん最終的には理事長のＯＫをもらわなきゃなんないけど、そこだけは頼たのめる？」

「赤字解消のためだ。業者変へん更こうぐらいは呑のんでもらうけど、業者の目星はついてんの？」

「今日、呼んである」

「さすがトリアさんだ、仕事が早い」

「さすトリみたいなの、いらないから。じゃあまず、産廃業者からね」

　プレゼンテーションに現れたのは、ふたり。

　ひとりは燃えるような髪に燃えるような赤い肌はだ――というか実際、燃えている青年。

「はじめまして、Ｄｒテンマ。弊へい社しやは感かん染せん性せい医い療りよう廃はい棄き物ぶつを取とり扱あつかっている、サラマンダー・クリーナーでございます」

　差し出された名めい刺しが熱くて持てない。スラフカがそれでなくても露ろ出しゆつの多い民族衣装を脱ぬごうとするぐらい室温も上がる、ともかくアツい青年だ。

　もうひとりは、見てはダメなタイプの女性ではなかろうか。ツンとすました視線は冷たく、真っ黒なドレスに真っ白な髪がウネウネと蠢うごめいている――というか実際、髪が白はく蛇じやだ。

「はじめまして、テンマ院長。感染性医療廃棄物を取り扱っております、ゴーゴン・エコロジカル・サポートから参りました」

　念のため、視線を合わさずに名刺を受け取った。

　少し股こ間かんが硬くなったような気がするのは、心配しすぎだろうか。

「トリアさん、このふたり大丈夫なの？」

「サラマンダーとゴーゴンだけど？」

　大丈夫らしい。

　最初のプレゼンは、燃える髪かみをふぁさーっとかき上げたイケメン・サラマンダーくん。

　一挙手一投足が熱風を呼ぶ、アツい青年だ。

「弊社は感染性医療廃棄物を１２００度で一気に燃ねん焼しようさせております。しかもこの地方では珍しいイエティ族も雇こ用ようしておりますので、燃焼後の急速冷れい却きやくで有害物質の発生ゼロにも自信があります」

　これは城都の医療廃棄物業者より優すぐれているかもしれないと感心していると、すかさず隣となりのゴーゴンさんが冷たい言葉でイケメン・サラマンダーくんを牽けん制せいした。

「しかし院長。燃焼は原始的で、近きん隣りんへの環かん境きよう被ひ害がいも避さけられません。その点で弊社は注射針からウィルスまで『個体』『液体』『気体』を問わず、すべてを一いつ瞬しゆんで石化処理しております。無害化したあとは再形成して石材などへの再利用も進んでおりますし、サラマンダーのものよりエコロジーで貴院のイメージアップにも最適かと」

　チラリと挑ちよう発はつ的てきな視線を、ゴーゴン女史が燃える青年に投げかける。

　サラマンダーが石にならないかとヒヤヒヤしたが、アツいイケメンはさらに燃えた。

「いいえ、Ｄｒ。弊社では冷却時の水蒸気を用いて発電にも取り組んでおります。今なら貴院の蓄電器へ、電力を２割引きでご提供できます」

「いいえ、院長。弊社とご契約いただければ、クリニックのリノベーションや増改築の際に石材を破格でご提供させていただきますので」

「なかなか、どちらもお得ですね」

「ですよね、Ｄｒ！」

「でしょうとも、院長！」

　熱いし眼がん光こう鋭するどいし、めんどくさいことになってきた。

「じゃあですね……亜人さんたちの企業とはこれからも仲良くやっていきたいので、月の半分ずつの契約で処理をお願いするってのは可能ですか？」

「喜んで！」

「熱っ！　熱いって！」

「ぜひ！」

「ヘビ！　ヘビが危ないって！」

　とりあえず２社とも価格に大差ないので、１社に絞しぼるかどうかはまた今度にする。

　ただ正直、こういう契約管理はあまり得意ではない。契約期間を忘れるなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだし、そもそもあの細かい字がびっしり書き込んである契けい約やく書しよを読むと目が滑すべってしまう。

「ねぇ、ティーナさん。契約書類に目を通して、仮かり契けい約やくしといてくれるかな」

「え？　わたしが……ですか？」

「このクリニックの守護妖よう精せいだし、設備関連は頼めるかなぁ」

「守護妖精……この妖精シルキーのティーナが、ついに……そのような大役を任される日が来たのですね！」

　どんっと空気が振しん動どうすると、ふたりの営業が驚おどろいた顔を見合わせた。

「……シルキーの？」

「……ティーナさん？」

「どうぞこちらへ。ただし、ちょっとでも床ゆかを燃やしたり石化したら……わたし……」

「しょ、承知いたしております！」

「ももも、もちろんそのようなことは！」

　ティーナさんがレインボーっぽいオーラを放つと、サラマンダーの炎ほのおはさっと消え、ゴーゴンのヘビはすっと引っ込んだ。

　やはり、ティーナさんを怒らせない方がいいのは間違いないようだ。

「てことで、トリアさん。次は誰だれ？」

「医薬品の卸し業者は少し遅おくれるそうだから、先に浄水器と空気清浄器ね」

　入って来たのはウンディーネだろうか。

　濡ぬれた黒くろ髪かみが妖よう艶えんに滴したたり、水色に透すけた体がコンシャスすぎる垂れ目のセクシー営業さん。だがあまり床が濡れると、ティーナさんのオーラがレインボーになりそうで心配だ。

「はじめまして、先生。浄じよう水すい機能付きウォーター・サーバーを取り扱っております、ディーネウォーターの営業担当シュロークと申します」

　受け取った名刺がひんやりして気持ちいい。

「モノはどれですか？」

　シュロークさんがピチャッと指を鳴らすと、ふたりのウンディーネ部下が芸術的な造形のウォーター・サーバーを運び入れてきた。

　ガラスと陶とう磁じ器きの、いいとこ取りをしたような透とう明めい素材。美しいウンディーネが片かた腕うでで水がめを肩に担かつぎ、反対の手を胸むな元もとで広げてコップが置けるようになっている。

「こちらはヒト製品の無骨さとの差別化を目標に作られた、美的でありながら高機能でコストパフォーマンスに優れた自じ慢まんの逸いつ品ぴん。大きさはウンディーネが腰こしを落として沐もく浴よくする姿勢をイメージした、コンパクトサイズにまとまっております」

「確かになんか品もあるし、やっぱヒト製品とは違ちがうなぁ。どうやって使うんですか？」

　あらためて近くで見ると芸術的な半透明の彫ちよう像ぞうとはいえ、上半身ハダカはエロい。

「水みず瓶がめに入れるお水は、どこのものでもかまいません。本体の浄じよう水すい濾ろ過か機構を通過したあと、胸元に広げた手のひらにコップを置いていただければ注水されます」

「自動注水ですか？」

「いえ。省エネタイプですので、ここを」

　いきなり彫像のおっぱいを揉もんだ。

「そこなの!?」

　乳ち首くびからチューッと出て来たキレイな水が、胸元に広げた手のコップに注がれる。

「こだわりの超ちよう軟なん質しつ樹じゆ脂し製せいですので、触り心ごこ地ちは保証付きでございます。ただしボタンと間違われて乳首部分を押されますと、出口をふさがれた水が四方に飛び散りますので」

　ぜひ自室に１台買って直接吸いつきたいが、外来に置くとなるとやはり抵てい抗こうがある。

「いいじゃん、これ」

　おもむろにトリアさんが、ウォーター・サーバーのおっぱいを揉む。

「これでいいの!?」

「すごいよこれ。ほらスラフカも触ってみなよ、本物みたいに柔らかいから」

「揉んでみたい！」

「ちょ、スラフカ先生も抵抗ないの!?」

　スラフカがおっぱいを大だい胆たんに鷲わし掴づかみすると、一気にコップが水で一いつ杯ぱいになった。

「ほんとだ、柔やわらかーい！　ちょっとホンモノと比べさせてくださーい！」

「おいおい！　さすがにウンディーネさんの本物おっぱいは揉んじゃダメだろうて！」

「どうぞ」

　揉み比べさせてくれるらしい。

「うっわ、ぜんぜん違いがわかんないや。テンマせんせーも揉んでみてくださいよ」

「どうぞ」

「それはダメだろうて！」

　亜あ人じん文ぶん化か圏けんでは、おっぱいとはそんな気軽に変形するほど揉んでいいものなのだろうか。

　おっぱいに関する性的な意味合いを、もっと深く理解する必要があるらしい。

「……ていうか、トリアさんもスラフカ先生も抵抗ないの？」

「抵抗って？」

「あー、ほらトリアさん。先生って亜あ人じん童どう貞ていだからじゃ――」

「いいね！　これ蓄電食わないし！　はい、これに決定！　ティーナさアッ――」

「またもやわたしをお呼びいただき……嬉うれしすぎてもう……ダメわたしハァハァ……」

　腰からぬるぬる這はうように絡からみつく登場は過か剰じように思えて仕方ないが、どのタイミングでこのスキンシップの意味を聞けばいいだろうか。機き嫌げんを損そこねたら超ちよう弩ど級きゆうシルキーになるというし、ティーナさんをキチンと説明している文ぶん献けんは見当たらないし。

「聞いて、ねぇ聞いて。このウォーター・サーバーだけど、ティーナさんはどう？」

「……わたしの意見、ですか？」

「だってここに置くなら、ティーナさんの好すき嫌きらいとかもあるでしょ？」

「好きです院長先生」

「告白みたいな語感になっちゃってるけど、ＯＫなら仮契約してきてもらえるかな」

　ウンディーネさんの顔色が変わった。

　さっきのふたりもそうだったし、やはりティーナさんは亜人さんたちから一目置かれているシルキーに間違いないだろう。

「……ティーナさんって、あの？」

「どうぞこちらへ。ただし、ちょっとでも床を濡らしたら……わたしきっと……」

「もももも、もちろんでございます！」

　どどんっと空気を振動させてまたもやティーナさんがレインボーっぽいオーラを放つと、水気の引いたウンディーネさんを連れて奥おくへと消えていった。

「ねぇ、トリアさん。ティーナさんって、実はすげー怖いんじゃない？」

「さぁ、見たことないし。次、入れていい？　そろそろ、お腹なかすいてきた」

「次は？」

「空気清浄器の業者」

　入って来たのは――。

　これはさすがに幼女すぎるだろう。

　ふわふわの白い衣装に蝶ちようのような羽を生やした、子供サイズのいたいけな幼女妖精と言えばいいか。薄うす々うすでフニャフニャな名刺を、かがんで受け取らなければならないレベルだ。

「はじめまして、シルフ族のメーフリーです」

「シルフ……営業の方、ですか？」

「はい。本日はシルフ『特性』の空気清せい浄じよう機能をご紹しよう介かいに来ました」

「……特製、じゃなくて？」

　ちょこんとお辞じ儀ぎする姿を、トリアさんもスラフカもフツーに見ている。ということは、亜あ人じん福ふく祉し法ほうか何かに抵てい触しよくすることはないのだろう。

　しかし、嫌な予感がする。

「では、実演させていただきます」

　ふわーんと幼女シルフのメーフリーちゃんが宙に浮うくと、明らかに清すが々すがしい風が舞った。

　すいーすいーっと音もなく、満面の笑みで院内を飛び回っている。

「いかがですか？」

「え、待って。今のが空気清浄？」

「はい。シルフの特性を生かしてます」

　確かに製品ではないので、特製ではなく特性で間違いはないが。

「まさか……ねえ、トリアさん？」

「まだ若いのに、いい仕事するね」

「ちょっと！　器械じゃないよ幼女だよ!?　なにこれ買うの？　雇やとうの？　どっちもダメじゃない!?」

「妖精だから、取り扱い区分がビミョーな種族もあるんだよ」

「グレーすぎるだろ！　じゃあ、シルキー族のティーナさんは!?」

「雇用」

「シルフ族は？」

「修しゆ行ぎよう」

「しゅ――ハァ？」

「シルキーとシルフ。一字違いで大おお違ちがいだから、よく試験の引っかけ問題にも出るね」

「なんの試験だよ！」

「うるさいなぁ。要は立派なシルフになるための成長過程として、修行に出るの」

　これは文化の違いで済まされるだろうか。特にこの手の幼い姿をした種族と触ふれ合あうには、法的に最大限の注意を払う必要があるだろう。

「亜人育成条例には？」

「適応外種族」

「難しいな！」

　ちょーんと着地したメーフリーさんが、うるうるした瞳で見あげてきた。

　これは社会的に、かなり危険な橋を渡らなければならない姿だが。

「いかがでしょうか？」

「いや、特性に問題はないんだけど……ちょっと、ティーナさんにも聞いてみ」
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「はーいっキュッ」

「んアァッ――さすがに後ろから股間はダメぇ！」

「院長先生ったら、今日はとても激しく何度もわたしを求められて……」

「ティ、ティーナさん的にはどうなの？」

「なにがですか？」

「なんか妖精がカブってるし、修行って……一いつ緒しよに住むことになるわけでしょ？」

「育てます」

　見たことないほど、キリッとされた。

　これがシルフに対する、亜人文化圏での正しい態度だったのだろうか。

「うーん……修行ってことは、給料は？　ていうか、リース代になるのかな」

「いいんですよ、院長先生。修行中のシルフには果物が相場ですから」

「果物ってオレ的にはペットか奴ど隷れいみたいな感じがするんだけど、トリアさんとスラフカ先生的にはどうなの？」

「え、面めん倒どうみないつもり？」

「あー、ほらトリアさん。先生って童どう貞ていだからじゃ――」

　とうとう亜人に限定しない童貞になったが、そのくだりはもうカンベンして欲ほしい。ここはもう、幼女シルフに対する見方を根こそぎ改革するしかないのだろう。

「わっかりました！　お願いしましょうかね！」

「ありがとうございます！」

　パァーッと明るい笑顔でフワーッと飛び上がると、なんとも清すが々すがしいそよ風が舞った。

　それだけでもう、心まで除じよ湿しつされてしまう。

「なんかオレはよくわかんないから、ティーナさんの言うことを聞いてね」

「シルキーのお姉様！　よろしくお願いします！」

「ママとお呼び」

　またレインボーっぽいオーラを放ちながら、ティーナさんが奥へ連れて行った。

　もの凄すごく疲れてきたので、今日はもうこれぐらいで終わりにして欲しい。

「ねぇ、トリアさん。メシにしない？」

「そうだね。卸しの医薬品業者はこのダンジョンだから、ハーピー伝報で連れん絡らくしとくよ」

「ちなみにその卸おろし業ぎよう者しやって、なんの種族なの？」

「ドワーフ」

「聞くだけで品質に問題なさそうだし」

　疲れ知らずの赤い瞳で、トリアさんが爛々と輝いた。

「さーて、テンマちゃん。これからバンバン支出も減らしていこうね！」

「お、おう！」

「どんどん赤字、減らしてくよ！」

「おおう！」

「あとテンマちゃんは、さっさと童貞を捨ててくるように！」

「お……おぉう？」

　経費削さく減げん、支出改善。

　ポンコツ空気清浄器もインチキ浄水器も、返品決定。

　童貞のくだりは、赤字を解消してからの話だ。
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　最近、グイグイと受じゆ診しん者しやが増えてきている。

　２ヶか月げつごとに受け取る診療報酬レセプトの額も右みぎ肩かた上がりで、推定人件費を上回ったらしくトリアさんの機嫌がいい。

　それにつられてのことか、スラフカも元気いっぱいだ。

「テンマせんせーっ！　待合室が溢あふれてきたんで、２診しんを開けていいですかぁ!?」

「おう、よろしく」

「トリアさーんっ！　あたしが診みれる患かん者じやさんは回してくださいね！」

「あいよー」

　オーク、ケンタウロス、サイクロプスに限らず、一度でも診たことのある患者さんは安心してスラフカに任せられるようになった。なにより、自信のない症しよう例れいは必ず相談してから診しん断だんと処方をするあたりがいい。

「けど、せんせー。あの『シルフの空気清浄』と『ウンディーネのおっぱいサーバー』が、こんなに評判いいなんてビックリじゃないですか？」

　確かに空気がうまい。ハタハタ可愛かわいげに飛んで清浄されたそよ風を送ってくれるシルフを、患者さんたちは孫でも眺ながめるような顔で愛めでている。

　そして水もうまい。ウォーター・サーバーのおっぱい注水も、ティーナさんが１時間おきに水を追加するほどの揉まれっぷりだ。

　しかし、そんな小細工で患者さんは病院を選んだりはしない。

「多少関係あるかもしれないけど、それだけじゃないだろう」

「専属ケンタウロス・タクシーも好評ですからね」

　蜂ほう窩か織しき炎えんの腫はれが２日でキレイさっぱり引いて以来、ぬーんさんがダンジョンクリニックの専属タクシーを格安で引き受けてくれている。患者さんたちにも「速い、安い、揺ゆれない」と好評で、わりと利用者も多いが。

「それもあるかもしれないけど、トリアさんのおかげでもあるんじゃないかな」

「あー。トリアさんのおっぱいも、ツンとしてるのに柔らかいですもんねー」

「そうなん!?　じゃなくて、まだ亜人健康保険に入ってない患者さんでも、なんだかんだ言いながら受けてあげてるでしょ？」

　とうぜん全額自費になるのだが、みなさん悪意なく好き勝手な現物で支し払はらわれていく。それを野菜や果物、魚やケモノ肉などの食料にするよう広めてくれたのだ。保険未加入だからと冷たく断るよりは、とうぜんクリニックの評判は上がる。

「それから、ティーナさんもだよ。器具の準備、院内清せい掃そう、在庫管理、そのうえ待合の患者さんにも声をかけてくれたり、ほんと働き者だよね。怖いけど」

「あたしはなんと言っても、ティーナさんのご飯かな。なにが怖いんですか？」

　自費診しん療りようの代わりにもらった食材は、ティーナさんが嬉き々きとして調理加工してくれるので、みんなの昼食代はゼロ。さらにトリアさんやスラフカは余った料理を晩ご飯に持ち帰るので、オマケ程度の福利厚こう生せいとしては大助かりだ。

「でも『スラフカ先生に診て欲しい』って来る患者さんもいるんだよ？」

「えぇ!?　ちょ、それマジですか!?」

　テレとドヤとニヤリの入り交じった、見たことのない表情をスラフカが浮かべた。

　すぐその気になるのであまり言わないようにしていたが、研修医先生は話をよく聞いてくれるし診しん察さつも丁寧だと、受付でご指名が入る時があるらしい。

「まぁ、結局ね。クリニックの評判は、院長ひとりでなんとかできる話じゃないんだよ」

　ちょっといい感じの話になっていたのに、裏からカルテが勢いよく回ってきた。クリニックにとって忙しいのはいいことだが、タイミング的には残念で仕方ない。

「ほらほら、テンマちゃん！　患者さん入れるよ！」

「あ、すんません……ってあれ？　このカルテ、シュロークさんって書いてあるけど」

　やはり、入って来たのは水が滴る半透明のウンディーネ。ただいま大人気のおっぱいサーバーを納入してくれた、浄水器のセクシー営業さんだ。

「失礼いたします」

「この前は、どうも」

「あの、わたくし、今日はその……」

　問もん診しん表からセカンドオピニオンなのはわかっていたが、肝かん心じんの症しよう状じようが書いてない。症状を恥はずかしがり「医者に直接話すから書かない」という患者さんも時々いる。

「女医を呼びますか？」

「いえ、発情周期の狂くるいとか性生活の乱れとか、そういう話ではなくてですね……」

　ずいぶん言いづらいことを、サラリと言ったような気もするが。

「シュロークさん、今日はどうされましたか？」

「わたくし、乾かん燥そう肌はだなのです」

　水も滴る乾燥肌。

　いろいろ突っ込みたいことはあるが、まず聞くことが大事。

「なるほど」

「仕事が仕事だけに、お客様にお目にかかるたびによく言われるのです。『オマエが浄水されて来いよ』とか『ウンディーネなのに乾燥肌とか超ちようウケるんですけど』とか……」

　個人的に、営業職とは超攻せめの接客業だと思っている。

　客のツッコミもわからなくはないが、それではさすがにシュロークさんも辛つらいだろう。

「なるほど、ちょっと診せてもらいますね。特に酷ひどいのは？」

「ああああああ、あの、ああああ――脚あし、なんですけど！」

　脚とは、そんなに恥ずかしい部位だろうか。

　水が赤くなった、というよりはシュロークさんの透けた成分が赤く染まっている。魚のヒレっぽかった下半身がスゥーッと形を失い、ぺったり濡れたスカートの張り付いた２本の美び脚きやくに早変わりした――が、表面はザラザラだった。

「これ、ウロコですか？」

「違います！　生足ですから！」

　思い込みはよくない。確かにウロコっぽく見えた膝ひざから下は、あかぎれでも魚ぎよ鱗りん癬せんでもなく、ひどい乾燥肌の成れの果てだった。

「不勉強で申し訳ないです」

「い、いえ……わたくしの方こそ、つい」

「しゃがんで覗のぞくのはちょっとアレな姿勢なので、オレの膝に脚を乗せますよ？」

「は、はい……んはァッ――」

「痛み、強いです？」

「な……ないです、ッくはぁぁぁ……」

「まだ裂れつ傷しようや発赤がないので、保ほ湿しつ系の軟なん膏こうを出しますから試ためしてみてください。脚、どうもすみませんでした」

　よくわからないが、とりあえず謝あやまっておこう。

　痛いという表情ではなさそうだが、ウンディーネの脚はデリケート・ゾーンなのかもしれない。あまり深く考えると、今夜も滝たき壺つぼローリング煩ぼん悩のう洗せん浄じようをするハメになりそうだ。

「でも先生……今までも亜人の病院から、軟膏はもらったことあるんですけど……」

　しんなりしながら差し出されたお薬手帳を見てみると。

「あー、確かにこれでも悪くはないんですけど。できれば『油ゆ膜まく成分』と『吸水成分』と『保水成分』の３つが入ってると、より効果的ですね」

「先生なら！　どのような軟膏をお考えですか!?」

「近い近い、近いです」

　シュロークさんは目の前10㎝までイスを引き寄せてきた。

「あ……すみません。わたしくとしたことが、つい」

「皮ひ膚ふを柔やわらかくして油膜を張るのは『サリチル酸ワセリン軟膏』で、ひび割れにしみないよう薄うすめの５％を。吸水成分は『ヘパリン類るい似じ物質』をクリームの基き剤ざいで出しますので混ぜると伸のびがよくなります。あとは保水成分に『セラミド』の入ったクリームを混ぜて」

「聞いたことあるような、ないような……特注でしょうか？」

「単品の薬やく剤ざいがないという意味では特注ですけど、乾燥肌にはこの３つの成分が絶対必要なので薬局に混ぜてもらってます。あとはウンディーネの方に効果があるかどうか」

「他には、他には!?　どのようなことに気をつければよろしいでしょうか!?」

「近い近い、近いですって」

　鼻が触れ合う一歩手前。

　どうも亜人さんたちの距きよ離りの取り方には戸と惑まどうが、こちらがあと少し顔を突つき出してキスしてしまったらやはり刑けい事じ告こく訴そだろうか。

「体を洗う時は、手のひらが一番キメ細かくて肌には優やさしいですね。それから……まぁ風ふ呂ろには入らないと思いますけど、もし入る時があれば40度未満にしてください」

「そんなにヌルくですか!?」

　ウンディーネも風呂に入るらしい。

　しかも、熱めが好きらしい。

「あとはお風呂上がりでも15分すれば乾かん燥そうしてしまいますので、軟膏は15分以内に塗ぬってください。それ以外は、必ず流水で汚よごれを流してからにしてくだ――」

　いきなり肩かた越ごしから、むふーっと荒あらい鼻息が耳元をくすぐった。

「なるほどー、勉強になるわー」

「――スラフカ先生!?　なにしてんの、あとで教えるから！」

「あ、カルテと処方のチェックお願いしまーす」

　目を通して処しよ方ほう箋せんにサインしたが、スラフカはメモを取りながら戻もどる気配はない。

　なんという勉強熱心。

「ちなみにシュロークさん。ウォーター・サーバーの評判、患者さんにはいいですよ」

「そうですか！　先生も揉んでみて、いかがでしたか!?」

「いや、揉み心地の評判じゃなくて……まぁ、うん、いい感じでしたけど」

「特に乳首、どうですか!?　吸いついてみましたか!?」

「いえ、それはまだ」

　あの感覚はもう、浄水器ではなかった。

　細心の注意を払はらっていたはずだが、誰かに見られていたのだろうか。

「今度はぜひ、吸い付き心地をお教えください！」

　いい笑え顔がおで出て行くシュロークさんを見送りながらカルテと処方箋を書いていると、裏からトリアさんがすぐに別のカルテを回してきた。

「はい、次の患者さんだけど」

「どしたの？　なにそのニヤけた顔は」

「スラフカに回す？」

　問診を見ると花か粉ふん症しようの相談らしいが、どこか試すような楽しんでいるような。

「いいんじゃないかな。はいこれ、スラフカ先生が診てちょうだい」

「任せてくださいよ！　あたしこう見えても患者さんから――うッ！」

　カルテを受け取ると、スラフカの顔色が激変した。

「やっぱテンマせんせー、お願いしまっす！」

「え？　花粉症は診れるようになったじゃん」

「無理ッ！」

　ステテテーっ、と２診に引きこもってしまった。

「ずいぶん慎しん重ちようになってんなぁ」

「ざーんねん。じゃ、テンマちゃんよろしく」

　カルテの種族欄らんに「男エルフ」と書いてあるので、これを嫌いやがったのかもしれない。

「もっと自信を持っていいのに。えーっと……テルフェア・ドラバントさん。どうぞー」

　シャッと入って来たのは、リーゼントにサングラスであごひげ生やしたオッサンだった。

　リザードマンの皮をひっぺがして伸ばしたようなジャケットに、狼おおかみの毛皮的なコートを羽織っている。サメ革のセカンドバッグを片手にゴツいスカル・リングをはめて葉巻をくわえていると、ガラの悪いオッサンが「耳が尖とがっているからオレはエルフだ」と言い張っているだけにしか見えない。

「おう、アンタが院長か」

「院内は禁きん煙えんです」

「あ？　なに言うとんやオマエ、こりゃあ――ッずひゃっくしょえッ！」

　おっさん汁じるはすべてスウェーでかわした。

　大おお股またでイスに座すわってチーンとハナをかんでいるが、ゴミ箱を探すぐらいには繊せん細さいらしい。

「過か敏びんになっている鼻粘ねん膜まくに、煙けむりはよくないですよ」

「バカじゃのう。こりゃあ、エルフの村に代々伝わる花粉の『噛かみ薬』よ」

　確かに煙は出ていないので、シガレット・チョコのような物かもしれない。

「なるほど。それでドラバントさん、今日はどうされましたか？」

「治してくれや、花粉症。今すぐ」

　今すぐ、という単語にめんどくさい臭がプンプンする。

「アンタも知っとるじゃろうけど、エルフは症状だけなら『例の粉』で止めれるんよ」

「らしいですね」

「けど、どうやっても完全には治らんのよ。ほしたら風の噂うわさで『ヒト医い療りようなら治る』いうて聞いたもんじゃけぇ、ビックリして来てみたんよ。そんなん、簡単には信じられんじゃろう？　あんな寿じゆ命みようの短いヒトが治す言うんで？　の？」

「なるほど」

　少しも症状の話にならず序章が長いのも、めんどくさい第１警報だ。

「じゃけぇ、まずは今すぐこの症状をヒト医療で止めてくれや。したら信用したるけえ」

　めんどくさいオッサンだ。

　スラフカはこのことを、エルフ的な何かで予知していたのだろうか。

「まぁ、できないことはないですが――」

「アンタじゃのうて、研修医にやらしてくれや」

「いえ。担当させられる患者さんかどうかは、指導医が判断しますので」

「あぁ？　なんやお前、エラそうに。ワシゃあこうみえても１００年前の亜あ人じん戦争じゃあ、２００人の兵隊を率いてヒトと一戦交えた中隊の指揮官で？」

「それとこれとは関係ないです、ドラバン……トさん？　て、あれ？　ドラバント？　確かスラフカ先生のフルネームも」

　シャッとカーテンを開けて入って来たスラフカは、顔が真っ赤だった。




「もう、父ちゃん！　やめて帰って恥ずかしい！」




「おぉぉぉぉぉぉぅ、そこにおったんかラフィ！」

　さすがは元中隊の指揮官。

　スラフカの激しい抵抗をものともせず、全力で抱だきしめた挙げ句にチュッチュしている。

「ちょ、キモいウザいクサい！」

「なに言うとるんやぁ。ワシぁ寂さびしかったんでぇ!?」

　こんなイカツいオッサンのエルフでも、娘むすめにはデロンデロンらしい。

　こういう父親にはならないように気をつけなければとは思うが、このオッサンエルフが結けつ婚こんして娘がいる時点で、もうすでに負けている感が否いなめない。

「では、ドラバントさん」

「アンタ、空気読めや。いま父娘が感動の再会を果たしとるいうのに」

「スラフカ先生に診てもらいましょうか」

　それを聞いて、スラフカの顔が青ざめた。

「えぇぇ!?　せんせー、マジで言ってんですか!?　イジメですか!?」

「おおぅ、ラフィや。ワシの鼻水充じゆう血けつ、目の痒かゆみ。おまえが勉強してきたヒト医療ですぐにパッと治してくれ」

「ハァ!?　そんなにすぐ治るわけないじゃん！」

「なに言うとんや！　このまえ手紙に『ヒト医療サイコーだよ』いうて書いとったじゃないか！　お前の花粉症は治ったんじゃろ!?　ありゃウソなんか!?」

「治ったんじゃなくて、症状が軽くなったの！」

「それでええじゃないか。ワシにもやってくれや」

　悪い流れではない。

　溺でき愛あいする娘がヒト医療でササッと症状を消したら、その効果は絶大だろう。もちろん治すのではなく一時的な対たい症しよう療りよう法ほうだが、うまくいけば一気にエルフの花か粉ふん症しよう患かん者じやを大量に獲かく得とくできるかもしれない。

　あとは今から出す治ち療りようのヒントに、スラフカが気づくかどうかだが。

「スラフカ先生さ。ひどい花粉症の症状をアレルギー反応の急性増悪と考えたら、先生だったらどういう処置をする？」

「そりゃあ、喘ぜん息そくやじんま疹しんなんかに準じて――」

　はっ、と顔を明るくした。

「先生、点てん滴てきでもいいですか？」

「いいよ」

　さすがスラフカ、どうやら気づいたらしい。

　いつものキメ顔に戻ったスラフカが熱い視線を送ってきた。

「あとテンマせんせー、第一世代の抗こうヒスタミン剤ざいを混注していいですか？」

「いいよ。じゃあオレが薬剤を詰つめるから、点滴の指示くれる？」

「あたしが先生に指示を出すんですか!?」

「その方はスラフカ先生の患者さんだからね」

　瞳ひとみがキラッキラに輝かがやいていた。

「じゃあ、生理食塩水５００mLにソルコータフ５００とアノＰを１アンプル混注で」

「時間は？」

「２時間でゆっくり落としてください」

　スラフカの判断と処置は正解だった。

「了りよう解かいしました、スラフカ先生」

　小さくガッツポーズするスラフカを眺めるお父さんは、感かん慨がい深ぶかそうにウンウンと腕うで組ぐみしながらホロッと涙なみだをこぼしていた。

「おぉぉぉぉぉぅ……偉えろうなったのぅ、ラフィは……」

「違うよ、父ちゃん。テンマせんせーのおかげだよ。あたしがエルフでも、分わけ隔へだてなく教えてくれるいい先生なんだ」

「ムリしてヒト医療大学に行かせて、よかったわい」

「村の花粉症は、あたしがみんな治してあげるからね」

　そこで再び父娘の抱ほう擁ようを期待していたのだが。

「院長ぉぉぉぉおッ！」

「こっち来るの!?」

「アンタぁ、ワシらエルフの恩人じゃいや！　これでエルフ族の悲願は達成じゃけぇ！」

「いやまだ治療してないですから！　点滴のあと調整、ね！　お父さん!?」

「……おい。いま『お父さん』言うたか？」

「いや、そういう意味じゃなくて……その、スラフカ先生のお父さんですから」

「ほうじゃの。アンタぁエルフの救世主じゃけぇ、もうワシとも他人じゃないよのう」

「いや救世主じゃないですし、救世主だったとしてもお父さんとは他人ですよ」

　エルフ特有の超ちよう自し然ぜん理論だろうか、サッパリ意味がわからない。

「院長。アンタぁ、結婚しとるんか？」

「え？　いや、してません……けど？」

「エルフの嫁よめとか、どうや」

「……なんですって？」

　待ってました、お世話した患者さんからの紹介話。

　これが地元密着型医療の利点であり、亜人さんとの結婚に繋つながる最短コース。ロマンスの神さまはいなくても、ロマンスのオッサンは存在するのだ。

　やはりこの亜人領地での院長職、受けるが勝ちだった。この調子ならムリに院内の亜人スタッフに手を出して人間関係をドロドロにする必要などないだろう。

「いや、ラフィを嫁にやる話じゃないで？」

「そりゃあ、そうですよ。ウチの大事なスタッフですし、未来ある研修医ですしね」

　この流れでも『うちのスラフカを嫁に』とならないのは、さすが娘を持つ父だ。

「なんじゃったら、ワシの嫁とか親しん戚せきとか20人ぐらいそろえるけど。どうや院長？」

「お父さんの嫁!?　それもう変な兄弟ですし、スラフカ先生の義父になりますよ!?」

　エルフ特有の超自然理論だろうか、サッパリ意味がわからない。

　20人の女子エルフに囲まれたハーレム世界が一いつ瞬しゆんだけ脳のう裏りをよぎったが、その中にはこのいかついエルフの奥さんも入っているし、よく聞けば親戚一同だという。

　これはアリな状じよう況きようか、冷静に分ぶん析せきしたい。

　まず、20人の年ねん齢れい分布がわからない。最初のトラップは、このオッサンの奥さんだろう。そもそも、歳としはいくつなのか。軽く２８０歳など十分にあり得るだろうし、百歩譲ゆずってそれを受け入れるとしても見た目がロリババアとは限らない。

　それ以前に、紹介される20人のエルフが女性だけだと断言できるだろうか。その半分以上がガチムチの野や郎ろうエルフということはあり得ないと、果たしてこの亜人文化圏で言い切れるだろうか。

「ワシの親戚には、ええ男もそろうとるで？」

「あぶなッ！」

「なにがや」

「とりあえず、スラフカ先生！　お父さんを処置室に！　あと抗ヒスタミン剤の内服調整も始めてあげてちょうだい！」

「はーい」

　危あやうく年ねん齢れい不ふ詳しようの危険な男女混成エルフ集団と永遠を誓ちかうところだった。やはり亜人さんとの異文化交流は、しっかり勉強してからでないと危険すぎる。

「じゃ、よろしく……」

　もの凄いエネルギーを削そがれて反省していると、すぐに受付からカルテが回ってきた。

「テンマちゃーん、カルテたまってるよー」

「うぇーい……了解でございますよ、トリアさん」

「なに、疲つかれてんの？　今日の外来を閉めたら、ウチも診てもらおうと思ってたのに」

「え、うそ!?　診る診る！　なんか知らんけど、診せていただきます！」

「そんな、見る見る言うな！　恥ずかしいわ！」

「なんで!?　診ちゃダメなの!?」

「診て欲しいけど、見るなってことでしょ！」

「わからんて！」

　こうして患者は着々と増えていったが、まだ赤字改善にはほど遠い。

　しかし、今はそれでいいと思う。

　近いうちにトリアさんの何かを、見ずに診せてもらえるというのだから。
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　今日もまた、忙いそがしかった。

　外来を閉められたのは、表記診療時間を２時間も過ぎてからだ。

　ティーナさんは相変わらずせっせと後片付け、オートクレーブ処理、お掃そう除じをしながらも、鼻歌を凌りよう駕がする超ちよう弩ど級きゆうの素す晴ばらしい歌声を院内へ高らかに響ひびかせている。スラフカも記き載さいの間に合わなかったカルテを棚たなから戻し、モニョモニョ思い出しながら30分ほど書き込んで帰っていった。

「じゃあ、テンマちゃん。レジ締め終えたから、ウチ診てくれる？」

　ふうっとひと息つきながら、トリアさんが自分のカルテを持って診しん察さつ室しつに入って来た。

　見慣れているはずの鋼鉄ビキニと褐かつ色しよくの肌はだが目に眩まぶしい。なにせ「痛くて」「擦すれて」「恥ずかしい」症状らしいので、こちらも緊きん張ちようせざるを得ない。

「トリアさん、ききき……今日はどうされましたか？」

「ちょ、やめて。緊張してんのはウチなんだから」

「大変申し訳ない」

　ふたりきりの診察室に、一瞬の静せい寂じやくが流れる。

「実は前からさ……なんか痛かったんだけど、まぁガマンできてたんで放っといたら、最近ちょっと酷くなって……」

「なるほど。どこが？」

「擦れるっていうか、圧あつ迫ぱくされて？　それでその、周りも赤くなったり腫れたりして」

「なるほど。で、どこが？」

　恥じらいながら、少し身をよじるトリアさん。

「いま……脱ぬぐよ……」

「ぬッ――ぐ、ですよね。そうですね仕方ないですね、診なきゃならんですからね」

　健康的な褐色の肉体美を誇ほこるトリアさんがイスに片かた膝ひざを立て、いつになくモジモジとニーハイの編み上げブーツをほどき始めた。外来ではありきたりの光景でも、スタッフ相手だと過か剰じよう反応してしまう愚おろかなヒトの性さがが悲しい。

　ぱさりと落ちたブーツから、すらりと引ひき締しまったトリアさんの太もも。からの、ふくらはぎ。そして締まった足首があらわに伸のびる。

　だが見た感じ、まったく問題はなさそうだ。

　するとやはり、下半身の問題か。

「ここ、なんだけど……恥ずかしいな」

「えっ？　もう出てます？」

「もう？」

「いやいや、そうじゃなくて。どこですのん？」

「足の指が……」

　だから思い込みはいけないと、あれほど脳内で念を押おしたのに。どの部位を想定していたのかなど、口にするのも恥ずかしい。

「ゆび……あ、そう。足のガッデム指ね……」

「は？」

「いや、どこの指かなと」

「親指なんだけどさ」

　なぜ素す足あしを出しただけで、そんな辱はずかしめを受けているような顔をするのだろうか。たしかこのまえ来たウンディーネのシュロークさんも、やたら脚に過敏だったような。

　勝手に悶もん々もんとしていては診療に差さし障さわるし、同じ職場のスタッフなのだ。ここは正直に疑問をぶつけてもいいだろう。

「ちょっとトリアさんに、教えてもらいたいんだけどさ。亜人女性にとっての『脚』って、わりと恥ずかしい感じの部位？」

「当たり前じゃん！」

「な、なるほど。でも、生足を出してる女性って多いじゃない？　スラフカ先生だって民族衣装だかなんだかで、いっつも太ももから下は出してるし」

「違ちがうって！　ただ見られて恥ずかしいワケないじゃん！　バカじゃなかろうか！」

「難しいな……正直その感覚がわからんので、教えていただきたいのですが」

「だから！　その……なんらかの意志をもって？　見られる見つめられる？　っていうか、触さわられるとか考えたら……恥ずかしいに決まってんでしょうが、バーカバーカ！」

　なるほど、それなら乾燥肌で受じゆ診しんしたウンディーネさんの脚を診察した時の反応も納なつ得とくできる気がした。あと頬ほおを赤くした女性に「バーカバーカ」と言われると、変なホルモンが出て体の奥おくがキュンとするのがわかった。

「さんきゅー、なんとなく理解できたよ。今までのモヤモヤが、スッキリしたわ」

「ハァ!?　ちょ、ウチの脚見てスッキリしたワケ!?　いまここで!?　もう!?」

　ビミョーな会話になってきたので、さっさとトリアさんの生足を膝に乗せて観察した。

「で、右足の親指？」

「ひあッ――く！」

「そんなに痛いの？」

「……違くて、いいからさっさと診て」

　ドラゴニュートの足の爪つめはやはり硬かたくて先せん端たんが鋭えい利りだったが、他の基本構造はヒトと同じ。しかし右の母指爪は両りよう端たんに行くほど弯わん曲きよくし、内側にくい込んで周囲を腫らしていた。
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「あー、これは痛いね。陥かん入にゆう爪そうだ」

「なにそれ」

「よく言う『巻まき爪づめ』ってやつ。とりあえず、食い込みを解除しないと」

「治る……かな」

「解除は一発だけど、その後は歩き方とか加重のかけ方、爪の切り方も見直さないと」

「どうやって解除すんの？　痛い？　痛くなくできない？」

「最初はワイヤーで固定するヤツだから、痛くないよ。ティーナさん、います――」

「いますいますいます」

　本当に現れるまで１秒かからない人だ。

「悪いけどピンバイスのセットと爪用ワイヤー、それから固定ワックスを」

「い、院長先生……なにを、なんてことをトリアさんに……」

「なんてことっていうか、陥入爪の解除を今から」

「ごめんなさい、わたしタイミング悪かったですね……覗くつもりはなかったんです」

「ねぇ待って、これ診察でしょ？　タイミング悪くないから、取ってきてくれる？」

　おそらく妖よう精せいシルキーにとっても、脚を触っている光景はなにか特別に性的でアレな感じに見えるのかもしれない。

「……戻って来たら、その、できればわたしも交ぜてもらって３人で……恥ずかしい！」

　ササーッと消えたティーナさんの持って来てくれた道具は、とても簡単なものだ。

　両端が内側に曲がっている爪にピンバイスで小さな穴を開け、爪用に程ほどよい弾だん力りよくのあるワイヤーを通す。するとワイヤーがまっすぐ反り返ろうとする微び弱じやくなテンションがかかるので、その力を使ってちょっとずつ矯きよう正せいしていく。爪の痛くない部分に穴を開け、ワイヤーが抜ぬけないようにワックスで固定するだけで終しゆう了りよう。

　自己責任でやるなら、すべて日曜大工用品で代用可能な処置だ。

「じゃあ始めるけど……ティーナさん、見ていくの？」

「えっ!?　いえ……見るだけなら、つまらないので……失礼します」

　よくわからないまま、ションボリと奥へ消えていった。

　この診療にどう交ぜてあげればよかったのだろうか。

「トリアさん、始めるよ」

「痛くしないでよ!?　ねぇ、痛くしないって約束して！」

　トリアさんは激しく恥ずかしいようで、書類の束で顔を隠かくしてしまった。

「なにその書類」

「これ？　ちょっと今月までの収支をまとめたから、経営会議でもしようと思って……」

「処置しながらでいいの？」

「聞いてもらうだけだし、恥ずかしくて顔合わせらんないし」

　脚に触ふれることがそんなにアレなことなら、しっかりと勉強が必要だろう。

　できれば実技がいいのだが。

「……誰だれに教えてもらえばいいかな」

「は？」

「なんでもないです。それより赤字は、どんな感じになってるの？」

「収入はまずねぇ、患かん者じや数すうが１日平均50人は超こえるようになった」

「あー、最近ちょっと忙しいもんなぁ」

　痛くないはずなのに。ビクンビクンと小さく背を反そらせるトリアさんを極力気にしないよう、慎重にピンバイスで爪に開ける穴の位置を決めた。

「んで今月の平均レセプト点数が、ひとりあたり７８０点」

「……それってどうなの」

「患者さんひとりが１ヶ月に支払った、保険点数の平均。７８０点だから、７８００ペコラだね。現物払ばらいの多い亜あ人じん相あい手てのクリニックなら、上出来かな」

「患者数は増えて、患かん者じや単価もいいってことだね」

「あと、うちはけっこう再さい診しん率が良くて２．３なんだけど。これはわかる？」

「んー、たぶん『ひとりの患者さん』が何回再受診したかってこと？」

「違うよ『ひとつの疾しつ患かん』で何回受診したか、ね」

「難しいな」

　ピンバイスを爪に通すのは、これほど簡単だというのに。

「だから収入は確実に増えてんだよ。ほら、すんごい右みぎ肩かた上がりでしょ」

　見せてもらったグラフは、大人の階段を２段飛ばしで駆かけ上あがっていく勢いだった。

「まぁ、スタートが大赤字だったからね」

「次は支出なんだけど……」

「おう。そっちも期待しちゃうな」

「……テンマちゃんさ」

「なに」

「ちょっと恥ずかしいんだけど……すっごくイヤラシイこと聞いていい？」

　突とつ然ぜんどうしたというのか。

　脚を触られてるうちに、セクシャル・トリガーを引いてしまったのだろうか。

「イ、イヤラシイこと？」

「……やっぱ、いいや。ごめん忘れて」

　チャンスは誰の前にも訪おとずれる。

　あとは、それを掴つかめるかだけなのだ。

「待って待って！　いや、うん……大だい丈じよう夫ぶ！　もしアレな話だったら、また今夜も裏の滝壺に飛び込んでクールダウンすればいいだけだから」

「なにそれ。まぁいいや、じゃあ聞くんだけどさ」

　その上うわ目め遣づかいだけで、３日は全ぜん裸らで寝ねられる自信がある。

「な、なんだい？」

「テンマちゃんって、年ねん俸ぽういくらもらってんの？」

「……なんだって？」

「どうしてもクリニックの支出項こう目もくを突き詰めていくと、人件費を具体的に出すしかなくなってさ。ウチやスラフカの給料って、ハッキリわかってるけど……ほら、テンマちゃんのは想像でしかないから……なんかイヤラシイよね、医者の給料がいくらか聞くなんて」

　話は最後まで聞くものだ。

　イヤラシイとは、そういう意味にも使うことが多い。

「いや、ぜんっ――ぜんイヤラシくない。むしろイヤラシイのはオレ」

「は？」

「本部からはボーナス込みの年俸で、７８０万ペコラもらってる」

「……思ったよりもらってないね」

「そうなの!?」

　破格の報ほう酬しゆうだと思っていたが、平均的な雇やとわれ院長はどれぐらいもらうのだろうか。

「それでも月65万以上だから……まぁいいや、ちょっと待ってて」

　トリアさんは生足をこちらに乗せたまま、なにやら書類に書き込み始めた。

　西の大陸には、股こ間かんを生足で踏ふまれる風ふう俗ぞくがあると噂に聞いたことがある。今ならその価値が理解できる。手にしたトリアさんの生足を股間に押し当てたいこの衝しよう動どうはなんだ。

「ダメダメ、ダメ！」

「ひゃッ!?」

「ごめん。ちょっと気が散って手技を間ま違ちがうところだったもので、大変申し訳ない」

「もー、頼たのむよ！　痛くしないって約束でしょ！」

　今夜もまたダンジョン裏にある滝壺に飛び込んで、この腐くさった煩ぼん悩のうをローリング洗せん浄じようしてくることが確定した。

「ゲフン。それで、どうだねトリアくん。支出計算の方は」

「だれ口調よそれ。ってか、これ見てみ」

　渡わたされた紙には、手書きの人件費を加えた支出項目が羅ら列れつしていた。

「……解説をプリーズ」

　もうっ、というこのプンスカ顔のまま生足で踏まれたい――これが渇かつ望ぼうにならないよう慎重な経過観察が必要だと、心のカルテに書いておこう。

「もう少しで人件費を、収入でカバーできそうだってこと」

「マジで!?」

　最大の難関である人件費超えは、クリニック経営にとって大だい躍やく進しんだ。

「この調子なら１日平均60人ぐらい受診すれば、赤字解消も見えてきたね」

「マジでか！」

「医い療りよう廃はい棄き物ぶつなんて、城都と比べたら28％減だよ」

「そういえば、ドワーフさんの卸おろし会社はなんだっけ。あそこスゲーんだよ。針の切れとか城都のヒトメディ社より断然いいし、ヒト薬剤の後発品もほとんど扱あつかってるよね」

「ドワフレッサね。卸おろ値しね自体はヒトメディ社より３％安いぐらいだけど」

「十分でしょ。亜人さんたちの社会に馴な染じんでいく上でも、鞍くら替がえして損ナシだよ」

「おっぱいサーバーとシルフ空気清せい浄じよう器きは、間違いなく安上がりに済んでる」

「いやぁ、まいったな。来月あたりには、マジで赤字解消しちゃうんじゃない？」

「それがさぁ……」

　チラッと書類の端はしからトリアさんが顔を出す。

「え、そういうことでしょ？」

「ここ見てみ？　使った記き憶おくのない通信費とか使し途と不明の雑費とか、容量にあわない蓄ちく電でん器き代とか……あとはこの家賃。ここって賃ちん貸たいだっけ？　買い取りじゃないの？」

　蓄電器代がバカに高いのはわかるが、確かに他の項目でそれをひとケタ上回るほど突き出ているグラフが目立つ。

「まさか……開業費用までオレらに回収しろっての？　あの人が勝手に建てたのに？」

「どうだかね、あの理事長だし」

「つまり人件費をカバーできるようになったけど、まだ支出に巨きよ額がくの不明項目があるので、どこまで赤字を軽減できているか分からない……ってこと？」

「正解」

「これだけ患者さんが増えてるのに？」

「その通り」

「その赤字、誰かの何かをかぶせられてない？」

「どうだかね」

「なんだよそれ。せめてティーナさんの給料は払えよな」

「そこ？　まぁ大事なことだけど」

「だってティーナさん、前にオレが個人的に給料を払うって言ったら絶対に嫌いやって――」

「そんなこと言ったの!?」

「ダ、ダメだった？」

「バカじゃなかろうか！　シルキーと家主は互たがいの『信しん頼らい関係』で成立してんだよ!?　愛人じゃないんだから『金銭関係』で割り切ってどうすんの！」

「いや、愛人とか割り切ったとかそういうんじゃ……反省しました、二度と言いません」

「なにやってんのよ、頼むよテンマちゃん先生よー」

　以後、小こ銭ぜにを持った成金みたいな発言に注意します。

「あと、なんかオレがやっとくこと？　逆に、やっちゃいけないことってある？」

「そうだね……業者替がえのことは、絶対レステル理事長に説明しといて」

「来週、城都のホテルで系列病院のパーティーがあるじゃん。その時に言うよ」

「パーティーだぁ？　こっちはよくわかんない赤字を押しつけられてんのに！」

「何周年記念だったかな……知らんけど、トリアさんとかも行くんだよ？」

「ハァ!?　なんでウチが!?」

「ここのクリニックだけじゃなくて、全クリニックのスタッフが呼ばれてるから」

　トリアさんが絶句するのも無理はない。

　このクリニックの所属する医療法人社団アルマ会は、その全スタッフを呼ぶとなると約２００名。一堂に会せば、ちょっとした芸能人の結けつ婚こん式しきレベルのパーティーになる。

「やっぱヒトってさ、バカじゃなかろうか」

「かもねー。はい、終わり」

「え？　あ、ホントだ。ありがと」

　爪ワックスでワイヤーを固定し終わったことに気づいていなかったのだろう。

　トリアさんは、慌あわてて編み上げブーツを縛しばり上げていった。

「ワイヤーのテンションと爪の硬さがうまく合えば、２日ぐらいしたら巻き込みは解除されるから。最初は気になると思うけど、ちょいちょい診みながら強さを調整するよ」

「また脚あしを見せるの!?」

「テンションが強すぎたら、爪が割れるんだよ。だからその親指の爪は、しばらくオレが微び調ちよう整せいしながら切るから」

「ちょ、何回触る気よ！　脚だよ!?　爪だよ!?」

「ワイヤー抜いたら、爪の反りがすぐ元に戻もどるんだって」

　ブーツを履はき終わったトリアさんは、気まずそうに書類の端をトントンそろえてブツブツなにか言っている。

「……まぁ、仕方ないか？　マジでいいのか？」

　なぜかジーッとみつめられる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。なんかまたオレの知らないドラゴニュートの風習があるかもしんないけど、これは『治療』なんだから」

「まぁね、テンマちゃんにはそうだよね」

「いや、治療でしょ？」

「ありがと。いちおう、パパには言っておくよ」

「パパ……え？　なんでパパ？」

　なぜかトリアさんは顔を赤らめたまま帰宅していった。




　亜人女性は、いろいろ難しすぎる。

　だが、それがいいのも事実だ。
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　地方城都ヨルゴスの豪ごう華かなホテル。

　そこは災厄前プレハイ文明のゴシック趣しゆ味み全開だった。

　壁かべから柱まですべてに過剰な装そう飾しよくが施ほどこされ、床ゆかには職人の技を買い集めたような絨じゆう毯たんが敷しかれている。集まるヒトもみな燕えん尾び服ふくやフリルだらけのドレスで着き飾かざり、災厄前の文ぶん献けんに記載されたとおりの姿を、金の力で忠実に再現して競きそい合っていた。

　しかしスラフカとトリアさんは、その中をただ歩くだけで視線を集めまくった。なにせこのヨルゴスで亜人特別入城申しん請せいが下りるのは、年に数例ほど。亜人を城都内で見かけること自体が珍めずらしいうえに、ましてやこのふたりの姿ときたら。

「ごめん。気になるから先に聞いちゃうけど、ふたりともなんか服が透すけてない？」

　スラフカは相変わらず薄うすピンクのスポーツ・ブラとヘソ出しパレオのタイトスカートの民族衣装だが、いつもより生き地じが薄うすいのか肌が透けて見える。

「なに言ってんですか。透けてないパーティードレスなんて、意味ないじゃないですか」

「いや、たしか脚を見られるのは……まぁいいんだけど、トリアさんのも？」

　例の鋼鉄ビキニ・アーマーだが、その上につけた黒の網あみドレス越ごしに褐色の肌が透けているのもパーティー仕様というわけだ。

「そうだよ。テンマちゃんこそフォーマルなのに透けてないけど、いいの？」

「絶対に透けたくないです」

　螺ら旋せん階段を上って、２階の大広間。

　会場受付で来らい賓ひん記名しようとテーブルに近づくと、スーツ姿のちっさいオッサンが踏み台に乗って、金きん髪ぱつ縦ロールの巨乳ちゃんとモメていた。

「ワシは一番後ろのテーブルでええから」

「けど、あのですねぇ……理事長先生が、あのぉ、席順は大切だからって……」

　受付の巨乳ちゃんは、本部のできない雑用係世界選手権第１位のツクミちゃん。

　オッサンは尖とがった耳に鷲わし鼻ばなと、ストライプのシャツにベストを着たゴブリン。確か居酒屋で歓かん迎げい会かいをしてもらっている時に絡からんできた、ダンジョン警備保障の統とう括かつ本部長でありダンジョン組合長でもあるオズカンだ。

「こんばんは」

「お？　あんた確か、ダンジョンクリニックの。ちょうどええ、ワシはこの院長と同じテーブルに座すわることにする」

「なにかあったんですか？」

「城都のパーティーなんざ来たくなかったんじゃが、しつこく招待状は来るし勝手に馬車は回されるしでの。けど来てみりゃあ、一番前のテーブルに座れと言いやがる」

　入口から会場をのぞくと、芸能人の結婚式会場より広い空間に円えん卓たくが30以上。その一番前といえば壇だん上じように接した４つのどれかだが、ゴブリンがあんなステージの前でヒトに囲まれるのは気分がいいはずないだろう。

「ツクミさん、オレらはどこのテーブルなんですか？」

「あのぉ、テンマ院長先生は……えっと、あのですねぇ……」

　もたもた探している手元のテーブル表に、一番うしろの25番と書いてあるのがここからでも見えた。

「一番うしろ、か」

　つまりダンジョン組合長は主しゆ賓ひんで、系列の赤字クリニックはオマケ。

　こういう露ろ骨こつな序列をつけたがるのも、レステル理事長らしい。

「ワシもそこに座る」

「あ、あのぉ！　それはちょっとですね、あの……配はい膳ぜんとか、困るんですよぉ！」

「ツクミさん、席は会場スタッフのヒトに増やしてもらいましょう」

「そうじゃなくてですねぇ！　あのぉ、理事長先生からですねぇ！」

「会ったら言っときますよ。じゃあオズカンさん、オレらのテーブルに座りますか」

「助かったわい。これで晒さらし者ものにならずに済む」

　満足そうにオズカンは先に行ってしまったが、隣となりのトリアさんは不安そうだ。

「大丈夫？　ヒトのパーティーって、席順が最重要なんじゃない？」

「まぁ、なんか言われると思うけど」

「理事長相手に、いい根こん性じようしてるわ」

「だってオズカンさん、この会場でたったひとりのゴブリンだよ？　あの席はちょっと」

「知らないよー？」

「トリアさんだって、ここに来るまでヒトにジロジロ見られてイヤだったんじゃない？　スラフカ先生も――」

　スラフカはすでにオズカンとテーブルで、周囲の視線を無視して談だん笑しようしていた。

「――いい根性してるなぁ」

「ぜったい伸のびるよね、あの娘こ」

　そんなことを言いながら最後列のテーブルにつくと、壇上ではすでにレステル理事長がマイクスタンドの前に立って準備万ばん全ぜんだった。

「みなさん、こんばんは。理事長のレステル・アルマンゾールです――」

　この理事長、ゴシック趣味だけは筋金入りだ。

　白シャツにテラテラな紫むらさきのジレで、首元には大きな宝石のチョーカー。デキの悪い三さん男なん坊ぼうヴァンパイア伯はく爵しやくだと紹しよう介かいしても、誰もが納得するかもしれない。今日もそのエセ・ヴァンパイアっぷりは健在で、パーティー仕様のせいかテラテラ素材の紫マントまで羽織っている始末だった。

「――本日は我わがアルマ会の９周年パーティーにお集まりいただき」

　なぜ中ちゆう途と半はん端ぱな９周年にこれほど金をかけたのか、聞く気にもならない。

　そんなスピーチの最中。円卓の向かいに座っていたスラフカが、すでにナイフとフォークを持って前菜の小エビに手をつけようとしていた。

「スラフカ先生、いちおうエラいヒトの挨あい拶さつが終わるまで待って」

「そうなんですか？　それ、どこルールですか？　誰ルールですか？」

　そんなにエビが食べたいのだろうか。

「いいんじゃよ、研修医さん。くだらん話はまだまだ続くぞ」

　右みぎ隣どなりのオズカンが注がれたシャンパンを半分飲んでしまった手前どうでもいい感じになっているが、壇上の理事長は手に隠し持ったカンペを見ながら挨拶を続けている。今年はヒト医い療りよう機関として亜あ人じん領地に躍やく進しんしたこと、他た企き業ぎようと提てい携けいして多角化に着手したこと、城都議会のエラい先生とお知り合いになったこと、などなど。

　しかし隣のトリアさんは、完全に辟へき易えきしていた。

「ちょと、なにこれ。マジ長いんだけど、まとめると自じ慢まん話ばなしでしょ？　同調圧力？」

「褒ほめてくれ、ってことかな」

「各クリニックでがんばってるスタッフの皆みなさんありがとう、って話は？」

「あとで豪華賞品のくじ引き大会があるらしいから、それでってことじゃない？」

　おもしろくないジョークを交えた理事長の話を20分聞いたところで、ようやく全員起立の乾かん杯ぱいとなったが。スラフカなど前菜を食べきってしまい、オズカンはシャンパンをおかわりした挙げ句に給きゆう仕じスタッフからボトルを奪うばって居酒屋のように勧すすめてくる。

「どうだ院長、飲んどるか？」

「あ、ども。乾杯したばっかですけど」

　酔よっているワケではなさそうだが、今日は以前と違ってずいぶんフレンドリーだ。

「最近、ウチの若いオークらが世話になっとるそうで」

「ありがたいことに、けっこう来られますね」

「あれは種族病だと、今まで諦あきらめとったんじゃが」

「食生活じゃないですかね。けど、すぐには変えられませんから」

「なかなかヒト医療も悪うない。最近は他の種族からも、いい評判を聞かされるしの」

「そうなんですか？」

　少しずつだが、亜人領地での信用を得られているのかもしれない。

「これでヒト医療施設の開院を許可したワシの面めん目ぼくも保たれるし、鼻も高いってもんよ」

「オズカンさんは、ヒトが入ってくるのに反対じゃなかったんですか？」

　シャンパンの細いグラスをぐいっと空けながら、オズカンは少し遠い目をする。

「最初はダンジョン内に、という話じゃったがさすがに反対が多くての。けどまぁ戦争時代でもあるまいし、ワシらもヒトとの友好的交流を進めていかんとな」

「ほんとは、一いつ緒しよの土地で暮らせるようになればいいんですけどね」

「ワシもそう思っとるが、なんせヒトってのは『地球の先住民』という意識が高くていかん。あいや、院長は別じゃぞ。聞けば、楽しそうに暮らしとるそうじゃないか」

「亜人領地で生活するのは、夢でしたから」

「それでも正直、『もともと地球はヒトのもの』みたいに考えることはあるんか？」

　オズカンはにっこり笑いながらも、深い話を交かわそうとする。

　まじめな話には、まじめに応こたえたい。

「オレは境界裂孔ハイエイタスって、地球からヒトを１回リセットするために出現したんじゃないかと思ってるんですよ。だから亜人の方たちって、ヒトの濃のう度どを薄めるためというか……地球がもっと多様性を持つために現れたんじゃないかって」

「人類の置おき換かえ、地球環かん境きようの撹かく拌はん、というやつじゃな」

「だってこれだけ色んな亜人さんたちが存在するのに、魔ま法ほう使つかいだけ見つからないじゃないですか。それってヒトに残された、地球の『隙すき間ま』だと思いませんか？」

「なるほど。確かに魔法や魔ま術じゆつが存在すれば、今のヒト医療――いや、ヒトの文明自体が存在意義を失うやもしれんな」

　そんな話をしていると。

　レステル理事長が、ファサーッと紫のマントを翻ひるがえして駆け寄ってきた。

「どうも、オズカン組合長。開院協定からお久しぶり」

「……あぁ、あんたか」

　視線を合わせてくれないオズカンに対してやり場のなくなった理事長の感情は、連れ歩いていた秘書のツクミちゃんに向けられた。

「ちょっと、ツクミくん。ちゃんと席にご案内しないとダメでしょ。議会の先生や城都電力の偉えらい人と同じテーブルに、準備してあるんだから」

「あ、あのぉ！　それはですね……あの、ご案内したのですけれどもですね！」

「理事長、オレがツクミさんに無理を言って――」

　言い訳をし終わる前に、オズカンが肩かたを持ってくれた。

「ワシが院長に頼んで、ここにしてもらったんじゃ。もうええか？　メシが冷めるわい」

「ん？　テンマ先生は、オズカン組合長と仲良しになったの？」

　仲良し、という小学生のような表現に戸と惑まどう。

「いえ。むしろ、オレの方が仲良くしてもらってます」

「あ、そう。じゃあ、ちょっと先生そっち寄ってちょうだい」

「え？　あ、はぁ……」

　理事長はツクミちゃんにイスを用意させ、グラスを持ったまま間に割り込んできた。

「組合長、どう？　うちのクリニック」

「ようやってくれとる」

「でしょ。テンマ先生ね、ボクが面接したの」

「それは関係ないじゃろ」

　オズカン組合長は的を射すぎだが、理事長はノーダメージだ。

「これからはボクね、事業は色んな人たちと提携して進めていかなきゃダメだと思ってるの。これはね、亜人さんたちにも有益な話だと思う」

　なにを言い出すのやら、思わず隣のトリアさんと顔を見合わせてしまった。

　理事長の話は相変わらず唐とう突とつで、意図がつかみにくい。

「有益？　なんのことじゃね」

「あそこの議員先生たちが今ね、医療以外でも亜人領地に貢こう献けんできないか、議会で相談してくれてるの。隣は城都電力の偉い人で、その隣はヨルゴス・エネルギー公社の重役の人。今日はね、組合長をご紹介するつもりで席を一緒にしたの」

「貢献？　搾さく取しゆの間違いじゃろ」

「特にエネルギー問題はね、世界規模のビジネスでもあるの。輸出とか、人材派は遣けんとか、そういう大事なやつだから」

　黙だまって聞いていた隣のトリアさんが耐たえ切れず、耳打ちしてきた。

「理事長、自分でなに言ってるか絶対わかってないよね」

「……たぶん」

「あれって、エラい議員先生様たちが言ってることの丸暗記でしょ？」

「……だろうね」

「なんか、いろいろ透けて見えるよね」

「え、ドレスが!?」

「違うよ、このパーティーにウチら亜人――特にオズカンさんが呼ばれたワケ」

　赤ワインの入ったグラスをカパーっと空けながら、トリアさんがため息をついた。

「どういうこと？」

「理事長が言ったまんま。医療分野以外でも、亜人領地に介かい入にゆうしたいってことでしょ」

「誰が？　理事長？　そんなにデキる、グローバルなビジネスマンじゃないって」

「テンマちゃーん。声、デカいよ」

　話を聞かれていたかのようなタイミングで場内がライト・ダウンされると、理事長がそわそわとテーブルの上でなにかを探し始めた。

「そうだ、入口でもらった席のカードあるでしょ？　ひとり１枚のやつ。ある？」

「あ、これのことですかー？」

「そうそう、それそれ――うん？　キミ、だれ？」

　メインの皿まで平らげて暇ひまを持てあましていたスラフカが、意い気き揚よう々ようと割って入る。

「できる研修医エルフの代表、スラフカ・ドラバントでーす！」

　理事長にキメ顔ビームまで浴びせる、いい根性の持ち主だ。

「あ、そう。今から恒こう例れいのくじ引き大会だから、カードの裏に書かれてる番号を見といてちょうだい。それより組合長――」

「マジですか!?　何もらえるんですか!?　誰がもらえるんですか!?」

　食いつきのよすぎるエルフに、さすがの理事長も困こん惑わく気味だ。

「うん、大丈夫。賞品はいっぱい準備したから。それより組合――」

「え、えっ!?　じゃあステージに上がって、クジを引けばいいんですか!?」

「うん、大丈夫。ステージでボクの妻が箱から番号札を引くから、それが当たり番号」

「え、うっそ!?　あのステージに立ってる、20年前は元アイドルでしたみたいなビミョーな人が理事長の奥さんなんですか!?」

　隣でトリアさんが「ぶほっ」とワインをふくのも無理はない。

　ステージ上では、黒いタイトなスカートに黒いふわふわ毛皮のドレスをまとった女性がくじ引きを仕切っていた。グリグリに巻いた感じの茶ちや髪ぱつにトンボのメガネ的なサングラスを乗せてはいるが、遠目にも明らかにビミョー。箱に手を突っ込んでは１枚札を引き、若ぶった甘あまったるい声で読み上げている。ダンジョンの外にあるのに「ダンジョンクリニック」と名付けたのはこの嫁よめの「プロデュース」らしいので、開いた口が塞ふさがらない。

「次はぁ、三等のぉ、発表……あ、４名様分ありまぁす」

　会場内のあちこちのテーブルから歓かん声せいが上がり、次々に当選者が商品をもらいに壇上へと上がっていった。ヘタをすると来場者２００名の半分ぐらいには何かが当たるのではないかという勢いで、旅行券、宿しゆく泊はく券けん、城都の家電、挙げ句には美容整形割引きチケットまで乱発されている。

　つい景品総額を考えてしまい、そのうち呆あきれてきた。

　締しめるところはシメて、出すところには惜おしみなく出すのは悪いことではない。

　だが、ものには限度があるのではなかろうか。

「次はぁ、いよいよ一等のぉ、当選番号のぉ、発表でぇ……」

　ビミョーな妻が箱に手を入れると、なぜか理事長のそわそわが最高潮に達していた。

「……１２８番でーす！」

「うん、１２８番。どう、このテーブル。誰かいない？　一等だよ、一等賞」

「あっ――」

　真っ先に声を上げたのはスラフカだったが、ビクッとしたのは理事長だった。

「えっ？　まさか、エルフちゃんが当たったの？」

「――オズカンさんが当たってる！」

「ワシか？」

　興味なくテーブルに放ってあったカードを手に取ったのは、なぜか理事長が先だった。

「ほんとだ、組合長。これ当たりだから。じゃ、ボクと一緒にステージに行きましょ」

　その一連の流れを見ていた隣のトリアさんが、また深いため息をつく。

「なにこの仕込みクジ接待」

「ほらほら、理事長に聞こえるよ」

「別にボンクラなヒト製品が欲ほしいワケじゃないけどさ、なんかやることが幼よう稚ちだよね」

　トリアさんの言うことはもっともだ。

　くじ引きとはいえ、来客に手て渡わたされたカードにはあらかじめ番号が書いてある。つまり主しゆ催さい者しや側は誰のカードに何番を書いたか、当たり前のように知っている。壇上では箱に手を突っ込んで「引いた風」に見せているが、手元の数字は客席からはぜんぜん見えない。

　ということは何番を引いても、渡したい相手の番号を読み上げればいいだけなのだ。

「理事長的にはナイス・アイデアだったんじゃない？」

「バカじゃなかろうか」

　それを知ってか知らずか、オズカンは自分のカードをスラフカに渡した。

「研修医さん。これあげるから、もらってきなさい」

「えっ、あたしが!?　いいんですか!?」

　さすがの理事長も、これには顔色を変えた。

「いやいや、組合長。そういうズルはダメ。まず壇上に行って軽く挨拶でも」

「そうじゃな。ズルはいかんな、理事長。ズルは」

　やはりオズカンも、この露骨な接待には気づいていたのだろう。なにせ上位の景品はことごとくおエラい先生方に当たっているのだから、気づかない方がどうかしている。

　壇上では予定調和に名乗り出ない当選者に、ビミョーな妻が困惑の声を上げていた。

「どなたですかぁ？　一等ですよぉ、ヨルゴソニック製の最新式全自動洗せん濯たく機きですよぉ」

　それを聞いたスラフカが、もの凄すごくブサイクに顔を歪ゆがめた。

「えぇー、城都製の家電かぁ。クリニックの空気清浄器みたいにボンクラだったら粗そ大だいゴミだし……あたし、いらないや」

　スラフカ、理事長を前に鋼の心臓ブレイブ・ハートすぎる。

　それに追い打ちをかけたのは、トリアさんとオズカンの爆ばく笑しよう。

　さすがの理事長も、これにはかなりヒリついた。

「エルフちゃん!?　そのボンクラ空気清浄器って、どういうこと!?」

「あれ？　テンマせんせー、まだ言ってなかったんですか？」

「テンマ先生!?　どういうこと!?」

　ちょうどいい機会だし、院長責任として話を引き受けることにした。

「実は理事長。クリニックに送ってもらったあの空気清浄器とウォーター・サーバーなんですけど、機能しないし蓄ちく電でんは食うしで、返品して亜人業者さんのに変えたんですよ」

「返品!?　なにやっちゃってんの先生！」

「亜人業者さんのは性能も燃費もいいですし、クリニックの収支的にはプラスで――」

「そういうことじゃないの！」

　なにが引き金だったのか知らないが、理事長は顔を真っ赤にしている。

「ボクには色々ね、お付き合いとかあるの！」

「いや、それは聞いてなかったですけど」

「そういうことは本部に任せてもらっていいから、先生はまずあのクリニックの赤字をなんとかしてちょうだい！」

「でも理事長。この前クリニックで収支を計算してみたら、意外に赤字はもう」

「あのね！　あそこは開院するのに、５０００万かかってるんだから！」

「……でしたっけ？」

　第１回の面談では、３０００万と言っていた記憶がある。

　それに、開院の費用まで帳ちよう簿ぼに乗せられるのは御お門かど違ちがいだ。

「だったらなおさら赤字を減らすためにも、城都電力からのバカ高い蓄電代を削けずって」

「先生、ボクはそういうことを言ってるんじゃないの！」

「でも理事長、支出の削れるところは削っていかないと」

「だいたい今日だって、勝手に組合長を自分のテーブルに座らせちゃって！　これじゃあ、なんのために無理して亜人特別入城申請を取ってもらったか――」

　そこでハッとした理事長に、オズカンの冷たい視線が突つき刺ささる。

　なるほど、トリアさんの読みは当たっていたということだ。

「パーティー以外で、ワシになんか用があったんか？」

「うん？　そうじゃなくてね、組合長。そういう意味のことを言ってるんじゃ」

　露骨に不ふ愉ゆ快かいそうな顔をして、オズカンは席を立った。

「テンマ院長。ダンジョンに帰って、居酒屋『ゼン』で飲み直さんか」

「今からですか？」

　真っ赤になっていた理事長の顔が、今度は青く変わっていく。

「いや待って、組合長。まだね、議員先生とか城都企き業ぎようのトップとか会わせたい人が」

「興味ない。研修医さんと受付事務さんも、一緒にどうだい？」

「あたし行きまーっす！」

「ウチも、そっちの方が性に合ってるわ」

　オズカンは満足そうに笑うと、ふたりの腕うでを取って会場を出て行ってしまった。

「ちょっと組合長!?　ほら、テンマ先生も止めてはやく！」

「いや、止めろと言われても」

「テンマ院長！　はやく来んと、ダンジョンクリニックを撤てつ去きよしちまうぞ！」

「ほら、テンマちゃん」

「せんせー、置いて行きますよー」

　３人そろって笑え顔がおで手招きはマズいとは思うが、だからといってこのバカっぽいパーティー会場にひとりで残る気にはなれなかった。

「じゃあ理事長、すいませんけど……」

「テンマ先生まで!?」

「オズカンさん、ダンジョンを取り仕切っておられる方ですし」

「これだから亜人は……」

「はい？」

「……くれぐれもオズカン組合長には、よろしく言っといてちょうだい」

　理事長は口元を引きつらせて笑みを浮うかべていたが、腹の底で亜人を見下しているのが言葉に出てしまっている。

「あと先生」

「なんですか？」

「オズカン組合長を怒おこらせちゃ、ダメだからね」

　お前がな、という言葉は社会人なので呑のみ込んだ。







▽　▽　▽







　あのパーティー以来。

　やたらと本部から月報が「送り返されてくる」ようになった。

　月報や日報は末まつ端たん部署から本部への報告で完結する収支報告書類のはずだが、理事長はご丁てい寧ねいに収支の総額を「赤で丸」をして「努力目標」まで添てん付ぷしてくる。しかも多い時には、毎週〆で送り返されてきたうえ。相変わらず、うちでトリアさんが付けてくれている収支とはズレまくっている。

　理事長の機き嫌げんを損そこねたのは間ま違ちがいない。

　そのせいもあってか、トリアさんは明らかにブーたれた顔をしていた。

「まー、仕方ないんだけどさ。わかってたんだけどさ。これって嫌いやがらせじゃない？」

　気持ちは痛いほどわかる。

　土曜日の午前診しん療りようが終わり、本来ならこれで１週間の診療業務は終しゆう了りようのはず。

　だが、今日はまだ閉じられない。

「じゃあみんな。申し訳ないけど、今日から夜間休日診療当番を受けたので」

　何度も理事長に収支報告を修正したが、なぜか聞く耳を持ってもらえず。かといって支出もこれ以上は削れそうにないので、収支を増やす＝病院を開ける時間を増やすしかなくなってしまったのだ。

　今までは新規入会の院長ということで亜人医師会に上じよう申しんして免めん除じよしてもらっていたが、亜人領地の夜間診療を引き受けることにした。

　いわゆる、夜間輪りん番ばん制度への参加だ。

　亜人医師会が運営している遠方の夜間救急診しん療りよう所じよに医者だけ出向くという方法もアリだが、それだとクリニックを知ってもらう機会が失われてしまうのも事実。

「まー、しかたないんだけどさ。時間外加算が取れるからいいんだけどさ」

　つまり狙ねらいは、地域連れん携けい亜あ人じん夜間・休日診療４５０点――４５００ペコラの加算。それからクリニックの宣伝ということになる。

　ただし当然のことながら、引き受けた準夜帯と呼ばれる深夜０時30分までの人件費は発生するので、時間で漏ろう出しゆつしていく人件費を診療収入が上回れば黒字だが、患かん者じやが来なければ赤字確定。広告以外にメリットはないのが現実だ。

　しかし夜間救急診療の「デメリット」は、赤字だけでは済まない。恐おそらくそのことを、ここのスタッフたちも初めて体験するだろう。

　日が暮れても誰だれか受じゆ診しんする気配はゼロで、ダルい空気を破ったのは22時すぎ。

　ぼーっと窓の外を眺ながめていたティーナさんが、慌てた声で診しん察さつ室しつに駆かけ込んできた。

「いいい、院長先生！」

「やっと誰か来た？」

「それが……その、理事長先生がおいでになりました！」

「えぇっ!?　わざわざ見に来たのかよ！」

　受付に姿を現したのは、白はく髪はつをオールバックにして黒いマントで口元を隠かくしたオッサン。襟えり元もとがひらひらしたシャツといい、マントの裏地が悪あく趣しゆ味みな赤い刺し繍しゆうだらけなことといい、確かによく似てはいるが。

「……いや、違ちがうな」

　手続きを済ませて診察室に入ってきたが、まとうオーラが理事長とは違いすぎる。

「どうぞ、おかけになってください。今日はどうされましたか、えーっと……」

　新しん患かんカルテの種族欄らんを見てぎょっとした。

　ヴァンパイアだ。

　なのに名前の欄には「えろっきゅ」と書いてあり、混こん迷めいは深まる。

「失礼するぞ」

　それでもヴァンパイアは文献上、ヒトの生き血を吸って夜の眷けん属ぞくとする種族。ＤＮＡに刻み込まれているかのような畏おそれが、背筋を冷たく流れていく。

　ばふーっ、とマントを払はらった口元から乱ぐい歯がのぞくだけで圧あつ倒とう的てきだった。

「かような理由で夜間に貴き殿でんの手を患わずらわせるのは気が引けてならぬのだが、如何いかんせん我らは夜の種族。スケルトンどもの噂うわさで『なんでも治す先生がいる』と耳にしてはいたものの、陽ひの高いうちに受診することはままならず。今こ宵よい、意を決して参上した次し第だいよ」

　ホネフラさんたち、とんでもない噂を流してくれたものだ。

「な、なるほど。それで今日は、ど、どうされましたか？」

「ご存じのように我らはヒトの生き血を吸って生き長らえておる、忌いまわしき存在」

「いやいや、忌まわしくないです。いまのご時世、それは言いすぎですよ」

「というのはビジネス面で」

「……ビジネス？」

「最近ではドワーフの作りおる『人工血液』が主食。これがまた良い出来で、フレーバーも多数あってな。筋トレ派にはプロテイン入りもあるが――」

　どう返事をすればいいだろうか。

　ここは黙って話を聞くのが一番だろう。

「――しかし最近なぜか、貴族かぶれしたヒト連中の間で『ヴァンパイア・ブーム』なるものが広まりおって」

「ですよね」

　知らなかった。

　どうりで理事長が、ゴシック調かぶれになっているわけだ。

「きゃつらの中には我々ヴァンパイアの装束を真ま似ねするだけに飽あき足たらず、進んで夜の眷属になりたがる者もおってな。おかげで公証の誓せい約やく書しよを交わした後、双そう方ほう合意の下もとに契けい約やく眷属に加わってもらうことができるようになったのは嬉うれしい限りなのだが」

「契約……？」

　知らぬ間に時代は進んでいたらしいが、その解約できない契けい約やく書しよには慎しん重ちようにサインした方がいいと思う。

「だがしかし、だがしかしこの私は……」

　しかし、話は進まない。

　次第に畏い怖ふは通り過ぎ、夜間救急診療独特の嫌な予感がする。言葉は悪いが率そつ直ちよくに言わせてもらえば「めんどくさい患者」ではなかろうか。

「で、今日はどうされましたか？」

「最近、契けい約やく眷けん属ぞくのもとへ吸血に行ってもだな……その、決まって言われることが……」

「なるほど」

　よほど言いにくいことなのか、視線を床に落としてモジモジし始めるヴァンパイア。

「今まで一度もなかったのだよ、１００年で一度もだ。よって、これは考えるに未知の病やまいではないのかと」

「なるほど。で、今日はどうされましたか？」

「ヒト医療で助けてはくれぬか」

「なにを困っておられるんですかね？」

　ごにょごにょっと小声でつぶやく、ヴァンパイアのえろっきゅさん。

「え、なんですって？」




「……口が臭くさいのだ」




　それは致ち命めい的てきだ。

　首筋に這はい寄る忌まわしき乱ぐい歯が「お爺じいちゃん、おくちクサーい」レベルでは、少しも耽たん美び的てきではないし憧あこがれないし解約したくもなるだろう。

　しかしこれはヴァンパイアの「尊厳」にとって致命的なだけであり、身体症しよう状じようとしては致命的どころか疾しつ患かんですらない。

　これが夜間救急診療のめんどくさいところで。

「なる……ほど」

「こんな吸血のはずではなかったと、クレームの嵐あらしで。かといって契約解除を迫せまられても、我らが眷属になってしまうと、心臓に杭くいを打たれるか陽の光を浴びて滅ほろぶしかないのだ。もちろんそのことは契約書にも太字で明記してあるのだが、聞き入れてもらえぬのだよ」

「わかりました。ちょっと、口を開けてもらえますか」

　それでもここは病院。

　ちゃんと診みます、診せていただきます。

「頼たのむ」

　もの凄い乱ぐい歯はあるものの、閉鼻声もなければ歯し肉にく炎えんもない。

　あるとすれば、両側Ⅱ度の扁へん桃とう肥大ぐらいだ。

「ありがとうございました。虫歯はありますか？」

「我が種族に、虫歯などという愚ぐ劣れつな存在はない」

「そうですか……」

　うらやましい話だが、そうなると一いつ般ぱん的てきな話をするしかなくなってしまう。

「どうなのだ。やはり未知の病原性ウィルスによる、謎なぞの侵しん食しよくなのか」

「口こう臭しゆうはまず、虫歯と歯肉炎の治ち療りようからなんです。それがないようでしたら、あとは一般的な口こう腔くうケアの話になりますね」

「まさか、この歳としで総入れ歯か!?」

　ヴァンパイアも歳を取ったら入れ歯にすることがあるのだろうか。

「違います、口腔内の清せい拭しきです。ポイントは３つで、まず歯間。歯ブラシだけではなく、歯間ブラシも使ってください」

「歯ブラシ……歯間ブラシ？　聞き慣れぬヒト文化よ」

　本来こまめな性格なのか、えろっきゅさんはマントからメモ帳を取り出した。

「ふたつ目は、舌ブラシです」

「舌!?　ベロンチョも磨みがくというのか!?」

「ベロ――ですね。磨くというか舌に白い膜まくみたいなのがある時は、それをゆっくり掃そう除じしてください。あまり強くすると舌が傷つくのでゆっくり、週２～３回でいいですから」

「ベロンチョも、ゆっくり……週２～３回、と」

「最後は、うがい液でうがいしてください」

「ガラガラペーかッ!?」

「えろっきゅさんは扁へん桃とう腺せんが少し大きめのようなので、その周囲にも雑ざつ菌きんが溜たまりやすくなっています。それも口臭の元になりますが、さすがに擦こするワケにはいかないので」

　要は、口腔内の構造物すべてを清拭するのが一般的な口腔ケア。可能なら鼻から喉のどまで生理食塩水を流し入れて「鼻うがい」をするのも効果的で、より広い範はん囲いが洗せん浄じようできる。

「心得た。他には？」

「まず、それだけやってみてください。ダメなら他を考えましょう」

「うむ、勉強になった。試ためしてみたらまた来ようぞ」

「また？　いや、今日は夜間救急なんで……」

「だから、また夜間に」

「……亜人医師のやってるクリニックもあるかと思うので、そちらを受診されては」

「あの爺さんエルフか？　あいつはダメだ。話をサッパリ聞かず『歯医者に行け』の一点張りで信用ならん。これほどキチンと説明を受けたのは、ここが初めてなのでな」

　口臭は疾患あつかいされないことが、ほとんどだろう。

　納なつ得とくしてくれたのは嬉しいのだが。

「すいませんが……ここは普ふ通つう、この時間にはやってないんですよ。今日は輪りん番ばんで」

「次は、いつ夜間に開くのだ？」

「あの……日中は来られないですかね」

「死ねと？」

　夜の眷属ヴァンパイアに、午前中の受診を勧めたのは間違いだった。

　仕方ないので次回の夜間診療の日程を渡わたすと、ヴァンパイアのえろっきゅさんはマントを翻して満足そうに去っていった。マジメだし、外来で暴れる系の患者でなかっただけラッキーということにしたい。

「せんせー、よくあんなことまで知ってますね」

　ひと息ついていると、いつの間にか隣となりの２診しんにいたスラフカが顔をのぞかせた。

「これが夜間救急だよ。なんでも広く浅く知ってないと、やってけないんだ」

「わりとなんでもアリですね。あたしはてっきり、外傷とか酔よっ払ぱらいばっか来るのかと思ってましたけど」

「スラフカ先生さ。夜間救急の意味って、なんだと思う？」

「え？　いや、夜も受診できる病院……とか？」

「それ、違うから。ちなみに、日中仕事で忙いそがしいヒトのための病院でもないからね」

「先に言わないでくださいよ」

「翌日の診療が始まるまで待てない、あるいは待ってはいけない突とつ発ぱつ的てきな急を要する疾しつ病ぺいや外傷に対して『人道的に』やってるだけなの」

「人道的？」

「小しよう児にの発熱や嘔おう吐と、喘ぜん息そく発ほつ作さやけいれん、あと急性の腹痛や頭痛。もちろん手足の痺しびれや外傷なんかは、素人しろうとが症状を判断するよりも、病院で判断されるべきものでしょ」

「でも熱とかだったら、次の日まで待ってもわりと大だい丈じよう夫ぶっぽくないですか？」

「だいたいは軽けい症しようだけど、中には重じゆう篤とくな疾患が紛まぎれ込んでいることが意外にあってね。よく聞いたら今日で熱が５日間下がってないとか、頭痛とめまいが酷ひどくて吐はいたとか、喘ぜん息そくの薬が切れてたとか、あーそれは脳神経症状だよとか、わりとあるんだぞ？」

「確かに、それはちょっと朝まで待ったらヤバそうですね」

「それを鑑かん別べつすることが、夜間救急の仕事なんだけど……大変失礼にぶっちゃけた話、わりとどうでもいいような『健康相談』に来る患者さんもけっこう多くて」

「さっきの口臭とかですね」

「だいたい考えてみ？　あの話を聞いてもらうために『深夜加算』、今日が日曜日なら『休日加算』も払わなきゃならないの、もったいなくない？」

「けどあの人、ヴァンパイアですから」

「それな。亜あ人じん医い療りようとヒト医療が、決定的に違うところだよなぁ」

「また次の輪番の時、来ますかね」

「どうだろう。だいたい１回来て終わりっていう、使い捨て感覚が夜間救急の特とく徴ちようだし」

「それよりテンマ先生、ちょっといいです？」

「あれ？　ごめん、誰か診てたの？」

「トリアさんから『じんま疹しん』の患者さんが回ってきたんですけど」

「またじんま疹？　それなら大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「なんかちょっと、あたしにはムリっぽいんで」

　渡されたカルテには【種族・サキュバス】と書いてあった。

　サキュバス――なんと甘かん美びな響ひびきだろか。

「お？　いいよ、いいよ。オレが診るから入ってもら――うッ!?」

「こんばんは、センセイ」

　スケスケの黒いコルセットで縛しばり上あげられた色白の巨乳が、いきなり姿を現した。

　もはや民族衣装というよりは風ふう俗ぞくのコスチュームではないかと疑うほどで、下はマイクロビキニでギリギリすぎる。太ももまで張り付いたピッチピチの革かわブーツを履はいているものの、肌はだの露ろ出しゆつ軽減に役立っていないどころか、むしろエロさが増していた。

「えーっと……シニョさん？　じんま疹とのことですが」

　イスに座すわるや脚あしを組み、太ももと革ブーツがマイクロビキニの股こ間かんを中心に重なった。視線を上げると、スケスケのコルセットで縛られた巨乳が目に飛び込んでくる。

　これは文ぶん献けんにもよくある、典型的なサキュバスの姿だろう。

「居酒屋『ゼン』の大将から、センセイのお噂を聞いて来たんですけど」

「あぁ、あの人もじんま疹でしたね」

「センセイは、わたしたち種族のことをご存じですか？」

　寝ねている男を襲おそい、誘ゆう惑わくして精を奪うばう。

　亜あ人じん女性に興味があるヒト男性なら真っ先に調べるのはサキュバスと決まっているし、むしろどうやったら奪いに来てもらえるか全ぜん裸らで悩なやんだことがあるはずだ。

「少しだけですけど」

　ほうっと溜ため息いきをつくと、シニョさんは長い髪かみをかき上げた。

　そのまき散らされるいい匂においだけで、すでに色々ダメになりそうで恐ろしい。

「わたし最近、男性アレルギーみたいなんです」

「……え？」

　嫌な予感がする。




「男性に触ふれると、じんま疹が出るんです」




「女医に代わりま」

「いいえ、聞いてくださいセンセイ！　今まで、こんなことなかったんです！　けど……ともかくもう嫌なんです！　男の裸はだかを見るのも、触さわるのも嫌なんです！」

「まぁ、ちょっと落ち着い」

「確かにわたしたちには、男性の精気を吸い取って栄養にしていたという種族的な歴史はありますよ!?　けどそれは本能であって、普通に食事だけでも生きていけるんです！」

「なるほど、わかりました。で、じんま疹の話なん」

「でもね、センセイ！　お金をくれるって言われたら、センセイならどうします!?」

　サキュバスがお金をもらって男の精気を吸い取ったら、それはもう立派な風俗だろう。

「……いやぁ、それって災厄前プレハイの記録に残っている『健康配達』では」

「断れますか!?　本能としての欲求はあるんですよ!?」

　明らかにめんどくさい話になってきた。

　スラフカは、危険回かい避ひセンサーでも持っているのだろうか。

「シニョさん、まず落ち着いてですね」

「嫌なのに！　けど、どうしても断れなくて！　そしたら体中が痒かゆくて痒くて、ほら！」

「アッ――ちょ、服は全部めくらなくていいですから！」

　スケスケのコルセットが剥はぎ取とられると、確かにじんま疹が散在していた。じんま疹とは似て非なる乳ち首くびも見てしまったが、過失であって故意ではない。

　だがしかし。

　これはどの角度から考えても男性を抗こう原げんとするアレルギー反応ではなく、相あい反はんする気持ちの葛かつ藤とうが身体症状に現れたストレス性のものではないだろうか。

　そしてだいたい、色々めんどくさいものを抱かかえ込んでいるのが常だ。

「センセイ！　わたしを助けてください！」

「そうですね。とりあえず、今日は寝ましょう」

　あっけにとられたのか、シニョさんが少しクールダウンした。

「……え？　センセイと寝れば治ります？　もしかして口説いてます？」

「違います。確か『そういう本能』が目覚めるのって、夜でしたよね？」

「そうです、けど」

「じゃあ寝ましょう、寝るのが一番。サキュバスの方たちって、基本は夜行性ですか？」

「いえ、そういうわけじゃないですけど」

「じゃあまず、睡すい眠みん導入剤ざいのラボナーレというお薬を出します。だいたい30分ぐらいで眠ねむ気けが来ますから」

　急にシニョさんは、ウルウルと泣き始めてしまった。

「けど、センセイ……そんな、睡すい眠みん薬やくを飲んでるサキュバスなんて……情けなくて……」

「睡眠薬じゃないです、睡眠導入薬です」

「挿そう入にゆう？」

「じゃなくて、導入。イメージ的には自然な睡眠まで引き降ろしてくれて、自分の睡眠領域に入ったら手を離はなしてくれる感じです。だいたい薬効は２～３時間ぐらいで体から抜ぬけていきますから、絶対に朝まで残ることはないです。なんとなく、わかります？」
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「……なんとなく」

「フツーにオレも飲むことありますから、大丈夫ですから」

「けど、センセイ……うっ、うぅっ……」

　やはり、情じよう緒ちよもかなり不安定だ。

「それから日中は、しばらく抗こう不ふ安あん薬やくを内服した方がいいかもしれませんね」

「すいません……なんかもう、今の自分に疲つかれちゃって……」

　これはいけません、完全に精神保健な話になってしまいました。

「大変申し訳ないのですが、今は夜間救急診療なんです。じんま疹のお薬と一いつ緒しよに２日分のラボナーレとモイラックスという抗不安薬を出しますから、月曜にもう一度おいでください。その時、今後の方針について一緒に考えましょう」

「センセイ……」

「なんでしょうか」

「……今日、ここに泊とまってもいいですか？」

「ダメですダメです、そういうのが一番ダメです」

　もの凄く潤うるんだ熱い視線を送られたが、ここで負けてはいけない。

「どうしても？」

「ここは病院です」

「じゃあ、センセイの家に」

「ここがオレの家です」

「……わたし、誰からも愛されてないんです。帰る家もないんです」

「カルテに住所書いてありますよ。だから、月曜の『日中』に『外来』においでください」

　ようやく諦あきらめてくれたシニョさんは、乱れた衣服を直しながら診察室を出て行った。

　まるでピンク医者にセクハラされた後みたいだが、ともかくお引きとり願いたい。

「ふたりしか診てないのに、すげー疲れたな……」

「さーすが、テンマせんせーだ！」

　隣から顔をのぞかせたスラフカは、気楽なものだ。

「スラフカ先生さー、なんか危険回避センサーみたいなの持ってるでしょ。貸してよ」

「えー。そんなバカっぽいやつ、持ってませんよー」

「あのサキュバスさんがストレス性のじんま疹だって、知ってたんじゃない？」

「知らないですって。ただサキュバスには、ああいうの多いですからねー」

「それを先に言ってくれよー」

「せんせーも、まだまだ勉強不足ですねー」

「なんだとー、こいつぅ」

「あはははー」

　やっとひと息ついたのに、すぐトリアさんが駆け込んできた。

「ちょっと、あんたら！　なごんでないで、急きゆう患かんが溜まってるから！」

「ウソだぁ、そんなに来るわけないじゃん」

「いいから、こっち来て見てみなよ！」

　ぐいっ、といきなりトリアさんに腕を引かれた。

　連れて来られた玄げん関かんから外を見ると、ずらっと人ひと影かげが列を作って並んでいた。

「なにこの行列……」

「たぶんみんな、夜の種族だよ」

「ハァ!?」

「ぱっと見てわかるのは、インキュバス、モーラ、エンプーサ――」

「待って待って、夜間救急だよ!?　急におかしくない!?」

「ヴァンパイアのえろっきゅさんが、帰かえり際ぎわに伝書コウモリを飛ばしてたからね」

「伝書……これ、あの人が広めたの？」

「ダンジョンクリニックはいいぞ、って会計しながら何度も言ってたし」

　その後、夜が明けるまで行列は途と絶だえなかったものの。

　緊きん急きゆうを要する疾患は１例もなかった。

　しかし、日中に受診できない夜の亜人さんたちにとって。

　夜間診療にはヒトとは違った意味があるのだと、考えさせられるきっかけにもなった。
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　月曜も日が暮れて、すでに夜21時。

　１週間が始まったばかりだというのに、やたら心と体が重い。

「スラフカ先生……カルテ、書き終えたぁ？」

「まーだでーす……」

「トリアさんはぁ？」

「診療報酬請求レセ、終わりまッせーん！」

　みんな疲れているのに帰れない。

　表記診療時間は18時までだが、まだ帰れない。

　昨日も恒こう例れいになった夜間休日診療当番の日直だったのだが、だからといって翌日が休めるわけではない。週末に体調を崩くずした患者さんやらなんやらで、月曜日がヒマになることはなく。そこを代休として閉められるほど、外来クリニックの経営はヌルくない。

　つまり土曜の午前診療が昼過ぎに終わって、半日ほど休んだら。翌日の日曜も朝から休日診療をこなして、その翌日の月曜も夜21時現在まで働きっぱなしというわけだ。

「あーっ、もう！　やめたやめたッ！」

　ばーんと受付を出て来たトリアさんだが、診療報酬請求のほとんどをたったひとりで処理しているので、多少キレても受け止めようと思っている。

「オレ、なんかした？」

「赤字赤字ってうるさいから、本部の事務方に出させた収支報告を見てたんだけどさ」

「……レセ、してたんじゃないの？」

「やってたよ？　明日が提出期限だからね？　ちょっと息いき抜ぬきに収支データを見てたの」

　それで息抜きになるとは、医い療りよう事務のプロフェッショナル魂だましいに乾かん杯ぱいだ。

「いまさら『赤字』に発はつ狂きようしなくても」

「違うの。この収支報告さ、絶対に本部の悪意が籠こもってるよ。どうやってもウチがつけてる収支表と違いすぎるんだよ」

「またズレてたの？　本部って、税理士さんとか社労士さんとか雇やとってるんでしょ？　城都電力の蓄ちく電でん器き代じゃない？」

「どうやったらウチが、何度も『桁けた』を間違って計算するわけよ」

「……またケタ違いなの？」

「見てよこれ。だんだんヒドくなってるんだけど」

　べちっと突き出された数字とグラフには、確かに使った覚えのない項こう目もくがある。

「むーん……『交通費』とか『リース料』ってのもあるけど、なんだ？」

「ここも見て。この『コンサルティング料』とか『内装費』ってなんのこと？」

「……知らんなぁ」

「あと、ともかく『雑費』が多すぎ。あいつら絶対にクリニック起たち上げ時のリノベーション代とか、何か知らないけどウチらにかぶせてるって」

　それはもう月締じめの赤字ではなく、開院からの累るい積せき赤字。

　そんなものが、短期間で改善できるはずがない。

「なんで赤字を増やす計算をしてくるんだよ。嫌がらせにしたって、誰が得するわけ？　オレらに赤字の負い目を感じさせて、どうすんの？　奴ど隷れいにでもしたいの？」

「ウチが知りたいよ！　かといってこれ以上ハナを突っ込むと、煙けむたがられてクビになりそうだし……やってらんなーい！」

　バサーッ、と紙束をテーブルに投げ出してしまったトリアさん。

「今度また理事長に細かいことも確かく認にんしてみるから、今日はまずレセをやめずに。ね？」

「ハァ!?　誰がレセを放ほう棄きするって!?」

「いや、だってさっき」

「帰るのをヤメたって言ったの！」

「……は？」

「今からダンジョンに帰ってご飯たべてフロに入ってホットヨガしてピラティスしてたら、明日６時に起きるとかムリじゃん寝る時間ないじゃん！」

　ヨガなどは外せない日課なのだろうか。

「大変申し訳ない。なら、ティーナさんにコーヒーでも淹いれてもら――」

「もう今日はウチ、クリニックここに泊まる！」

「……ん？」

「あー。トリアさん、いいなー。あたしも泊とまろーっと」

　やりとりを２診で聞いていたスラフカまで、ペンを放ほうり出してやってきた。

「外来のベッドで寝るの？」

　ふたりの痛い視線が突つき刺ささる。

「テンマちゃんの自宅、２階でしょうが」

「あたし、来客用のオフトゥンがあるの知ってますから」

「ちょ、ふたりともオレの部屋で寝る気なの!?」

「ヒトって、すぐそういうの気にするよね。ウチもスラフカも発情期じゃないから」

「あ、せんせーは常に発情してるんでしたっけ？　おー怖こわっ」

　あぜんとしていると、生きた空気清せい浄じよう器きシルフのメーフリーちゃんがふんわり飛んで来て袖そでをつかんだ。

「パパ、今日はみんなでお泊まり会するの？」

「うーん、なんかそういう流れになってるみたいだけど……」

「じゃあ、ママにたくさんごちそうを作ってもらわないとだね」

「ちょっとママに、材料があるか聞いてきてくれる？」

　はーいと爽さわやかに飛んでいったメーフリーちゃんを見送る背後から、またふたりの痛い視線が突き刺さってきた。

「なにその顔は」

「テンマせんせーが……パパ？」

「ママって……ティーナのこと？」

「そうだけど」

「あー、せんせー。ティーナさんとヤッちゃってたかー、年中発情期ですもんねー」

「ヒトってすごいね、身内にまで手を出すんだ……」

「なっ――待って、なにそれ！　オレ、ティーナさんとはナニもしてないよ!?」

「ま……まさかせんせー、メーフリーちゃんと？」

「うっそ、さすがにそれはドン引きだわ。なにそれ、まじカンベンしてくんない？」

「待てコラ！　シルフの修しゆ行ぎよう中は、雇い主ぬしをパパとママって呼ばせるんでしょ!?」

　このふたりから浴びせ続けられる、激しく痛い視線はなんだ。

「それ、どこルールですか？　誰ルールですか？」

「ヒトってすごいね。自分に都合のいいウソを、瞬しゆん時じにつけるんだ……」

「違っ――ちょっとティーナさん、いる!?　なんか話が違うんですけどハメたの!?」

「ハメたのは、せんせーでしょーよー」

「スラフカ先生！　今のは、飲み屋のおっさんジョーク以下だぞ！」

「あー、ヤダヤダ。修行中のシルフに発情する院長とか、ありえないわ」

「トリアさん、違うから！　オレの話を――ん？」

　クリニックの外が騒さわがしい。

　窓を見ると、ゆらめく明かりがいくつも動いている。

「――外に誰か来てないか？」

「そんな逃にげ方かたはないと思いますよー？」

「いや、マジメに。クリニックの外に、誰か集まって来てるって」

「マジで言ってんの？　いつまでも電気をつけてるから、夜間診療と間違ったかな」

　トリアさんが入口のドアに近づいた瞬しゆん間かん、激しいノックとともに叫さけび声ごえが響いた。




「開けてくれ！　緊急事態なんじゃ！」




　怪け訝げんそうな視線で振ふり返かえったトリアさんに対応させるのは心配なので、待ったをかけて恐る恐るドアに近づいてカギを開けると――。

「あれ？　どうしたんですか、オズカンさん」

「助かった！　院長、ダンジョンが大変なんじゃ！」

　蓄ちく電でん式しき懐かい中ちゆう電灯ではなく松明たいまつを手にしたオズカンを先頭に、うしろには見慣れない制服を着た10人ほどのドワーフたちが、お互たがいを肩かたで支え合いながらうなだれている。

　ただごとではない雰ふん囲い気きは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「まずは落ち着いて。どうぞ皆みなさんを中へ」

「いや……」

　口調とは裏腹に、オズカンは院内に入ろうとしない。その神しん妙みような表情が、非常事態であることを強く物語っていた。

「うしろの方たちが、具合でも悪くなったんでしょ？」

「……奇き病びようじゃ。中には入れられん」

「奇病？」

「ワシのジイさんがまだ西の果てに住んでおった頃ころ、流行病はやりやまいで村がひとつ壊かい滅めつしたと聞いたことがある。まさに、それと同じ症状なんじゃ」

　オズカンの言葉をそのまま受け取るなら。それは強い伝でん染せん性せいを持ち、ゴブリンやドワーフたちにはそれに対する免めん疫えきがなかったと推測できる。そしてここ３世代の間、それは現れていなかった。だとすると、他の亜人種族にも感かん染せんする可能性は十分にある。

　ここはダンジョン周辺で、唯ゆい一いつのヒト医い療りよう施し設せつ。

　オズカンの判断通り、容易に院内へ患かん者じやを入れるべきではないだろう。

「テンマちゃん、中に入ってもらいなよ。いまカルテ作る――」

「トリアさん、下がって！」

「えっ!?」

　それでもスラフカが近づいてきたのは、医者の性しよう分ぶんか。

「せんせー、手伝いますよー？　時間外手当、なにもらおっかなー」

「スラフカ先生も来ないで！」

「ヤだなぁ、あたしだって何かのお役にぐらいは」

「いいから来るな！　未知の感かん染せん症しようだ！」

「――はぁッ？」

「スラフカ先生、外来に陽圧換かん気きをかけてくれ！　院内をクリーンに維い持じする！」

「ど、どうやって!?」

「メーフリーちゃんにバンバン飛んでもらって、風を起こして！」

　外気圧に対して院内を陽圧にできれば、無む菌きん室しつや手術室ほどクリーンにはできなくても少しはマシかもしれない。

　焦しよう燥そうしきったオズカンと、悲ひ壮そう感かん漂ただよう制服のドワーフたち。未知の感染症が怖くないわけではないが、誰だれかが診なければならない。

　この無意識に一歩前へ出てしまう感覚は、昔から不思議に思っていた。

　城都を暴風が襲った時、街中の看板や塀へいが崩れてちょっとしたパニックになった。あの時も、気づけば救急隊が到とう着ちやくする前に負傷者のトリアージをしていた。

　飲食店でヒトが倒たおれた時もそうだった。店内に響いた「どなたかお医者さんか看護師さんはおられませんか」の声に、迷うことなく席を立った。自分のことを医者だと知るヒトは誰ひとりいないので、黙だまっていたところで責められることはない。聴ちよう診しん器きもなければ、血圧計も持っていない。できないことはできないし、救えないものは救えない。

　それでもとりあえず進み出て、できることをやる。たとえ何もできずに、無力な自分を突きつけられてもいい。

　これは医者の正義感などという、キレイで崇すう高こうなものとは違ちがう。

　医者ではないふりをして、見て見ぬふりをして――あとでそんな自分を思い返しては、心を針でチクチク刺されながら死ぬまで後こう悔かいするのが嫌いやなのだ。

「ティーナさんやメーフリーちゃんも裏口から帰して、トリアさんの家で預かってもらってくれ。スラフカ先生は、オレが連れん絡らくするまで自宅で待機だ」

「ちょ、せんせーは!?」

　スラフカの言葉を遮さえぎり、クリニックの入口ドアを後ろ手に閉めて外に出た。

「じゃあ、オズカンさん。患者さんたちを診せてもらいますね」

「い、院長……アンタはいいのか？」

「それは、あとで考えます。どんな症状なんですか？」

　オズカンにぎゅっと手を握にぎられ、少し驚おどろいた。

「院長、心から感謝する。実はダン電の駆く動どう制せい御ぎよ部ぶで働いてるやつらが皆、高熱と発ほつ疹しんで動けなくなったんじゃよ」

「ダン電……って、ダンジョン電力のことでしたっけ」

「この廃はい墟きよダンジョンの最深部で膨ぼう大だいな発電を担になっておる、最重要部署のことじゃ」

　城都から蓄ちく電でん配給を受けていないこの廃墟ダンジョンが、惜おしみなく明かりを灯ともせるのは、独自の発電技術とエネルギー源を持っていたからだ。

　しかし、電気事業従事者と発熱を伴ともなう発ほつ疹しん症しよう――すぐには鑑かん別べつ診しん断だんが思おもい浮うかばない。

「ちょっと、お話を聞かせてもらいたいんですが……熱は何度でした？」

　気休め程度にグローブをして、ダン電職員のドワーフを観察すると。中心に小水すい疱ほうを伴い周囲に発赤のある発疹が、癒ゆ合ごう傾けい向こうなく顔中に散在しているのがすぐに分かった。

「よ、40度……さっき急に」

「発疹には、いつ気づきました？」

「朝、顔にひとつ……出てたんだけど、気にせず……そしたら、昼ひる頃ごろから急に増えて」

「他に、どんな症状がありますか？」

「頭が割れそうに痛くて、か、かゆい……」

「痒い？　どこが？」

「全身だよ……助けてくれよ先生、死にたくないよ……」

　この水疱には見覚えがある。だとしたら、体への分布状態が知りたい。

　意を決してドワーフの体に触れようとすると、隣にいたオズカンが慌あわてふためいた。

「院長、触る気か！」

「もうなにをやったって、オレの感染は避さけられませんよ」

　まず探したのは、頭皮。

「……あった」

　次に鼻び腔くう内、口腔内、まぶたの内側、手足や体幹を問わず、それはどこにでもあった。

「やっぱ、体中に出るのか……似てるなぁ」

　そして決定的なのは、一部の水疱がすでに痂かさ皮ぶたになっていることだ。癒合傾向のない発赤を伴う小水疱が、半日程度の速いスピードで体の場所を選ばず増え、最後は痂皮化して痒い。そして時に高熱を伴って激しい全身倦けん怠たい感かんや頭痛に襲われるが、それ以外に目立った症しよう状じようがない。

　となると――。

「オズカンさん。今までダンジョン内に『水すい痘とう』が流は行やったことってあります？」

「スイ……なんじゃ？」

「聞いたことないですか？　水ぼうそうとも言います。特に子供たちを中心に」

　水痘予防接種の重要性が認にん知ちされる前は、城都ヨルゴスでも大人の水痘は珍めずらしくはなかったと聞く。成人発はつ症しようの水痘が重じゆう症しよう化するのも特徴だ。

　もちろん、ここは亜人領地。未知の感かん染せん性せい発ほつ疹しん症しようを常に念頭に置かなければならないが、鑑別診断は既き知ちで頻ひん度どの高いものから挙げていくのがセオリーだ。

「聞いたこともないな」

「すると、亜人以外からの輸入感染症……ここ最近、たぶん10日から14日以内で、このダンジョンに誰か『ヒト』が出入りしたことはありますか？」

「ダン電の駆動制御部は、亜人住民でも関係者以外の立ち入りは禁じておる。ましてやヒトが出入りするなど――」

　言葉を遮るように、最さい後こう尾びで横たわっていたドワーフ職員が弱々しい声を上げた。

「え、うそ……あれ？　オズカン組合長の許可証は……？」

「ワシが？」

「ヨルゴスからの、視察です……城都電力の」

「そんなことを、許可するはずがなかろう！」

「けど、オズカンさんの……掌しよう紋もん付きで……」

「バカな！　駆動制御部は、このダンジョン最大の機密で――」

　ハッと口を閉じたところを見ると。一部の関係者以外が知るべきことではないのだろうが、今はそんなことにまったく興味はない。

「それって、いつの話ですか？」

「２週間……いや、10日ぐらい前だったかな」

「ヒトですよね？」

「女だった。乳のデカい、グリグリ巻きの金きん髪ぱつだったから……よく、覚えてるよ」

「グリグリ巻きの金髪？　そのヒトに触りました？」

「えっ!?　い、いやぁ……」

「ここは正直にお願いします」

「……ヒトの女なんて珍しかったから、その……みんなで握あく手しゆとか、いろいろ」

　隣でそれを聞いたオズカンが激げき昂こうを噛かみしめているのが、ここまで伝わってくる。

「オズカンさん、それはまたあとで」

　そのヒト女性が水痘に罹り患かんしていたならば、接せつ触しよくから14日前後で発症するこの水疱と発熱は水ぼうそうでも説明がつく。

　未知の感染性発疹症でないことは、もう祈いのるしかない。

「院長。これはその『ミズボウソウ』で間ま違ちがいないのか」

「断定はできませんが、潜せん伏ぷく期間と症状は合います。オズカンさんのお爺じいさんの時って、村の様子はどうだったか聞いてますか？」

「半分は衰すい弱じやくで死んだらしい。当時は、亜人ヒト戦争の真っ最中だったからのう」

「当然ヒトとの接触もあったし、栄養や衛生状態も良くなかった……と」

「院長なら、なんとかできるのか!?　死なずに済むのか!?」

「残念ですが、水痘ならばという前提の『賭かけ』になります。未知の病原性ウィルスだった場合、ヒト医療ではお手上げです」

「それでも構わん！　こいつらなしでは、あの駆く動どう部ぶは維持できんのじゃよ！」

　なぜそんなに切せつ迫ぱくしているか気になるが、それは後回し。まずはクリニックにない大量の免疫グロブリンとバラシクロビル、それに水痘の予防接種も手に入れなければならない。

　しかしすでにこの診しん察さつで感染している可能性が高いため、ダンジョン薬局へ取りに行くことができない。

「ともかく今日から１週間、みなさんをこのダンジョンクリニックに隔かく離りします。あとはどうやって薬やく剤ざいを手に入れるかが問題だけど――」

「あたしも手伝いますよ」

　振り返るとそこに、マスクとグローブをしたスラフカが腕うで組ぐみして立っていた。

「なッ――なんで出て来たんだ！」

「聞きましたよ。水痘なら予防接種を２回してますから、へーきです」

「水痘じゃなかったら、どうするんだよ！」

「それはあとで考えます。ってやだ、今あたし超ちようかっこよくないですか？」

「まじめに！」

「超マジですって。せんせーは、あたしの指導医オーベンなんですよ？　せんせーがヤルっていうんだから、研修医のあたしがついて行かなくてどうするんですか」

　ひとりでどこまでやれるかという緊きん張ちようが、いつものドヤ顔で少し癒いやされた。

　そして研修医にそう言われると、なんとなく照れくさくもある。

「褒ほめられたもんじゃないけど……もう手て遅おくれか。じゃあドワーフさんたち全員をクリニック内に入れたら、生理食塩水せいしよくで末まつ梢しよう確保しよう。陽圧換気は中止だ」

　もうひとつ、別の声が背中を押おした。

「ちょっと、テンマちゃん。カルテはちゃんと書いてよ？」

「なにしてんの、トリアさんまで！」

「スラフカに聞いたら、接触から48時間以内に予防接種を打てば間に合うんでしょ？」

「だから、水痘とは限らないって言ってるでしょ！」

「ウチら、チームっしょ？」

「え……？」

「テンマちゃんってわりとできる医者だけど、抜けてるトコがあるからさぁ」

「トリアさん……」

「まぁまぁ、ウチにも手伝わせなさいよ。足の巻まき爪づめを診みてもらってる仲だし」

　それを聞いたスラフカが、カッと目を見開いた。

「えぇっ!?　ちょっとトリアさん、それマジですか!?　生足ですか!?」

「まぁ……成り行きで、ね」

「うっそ！　えっ、ヤバくないですか!?　それって」

「もう！　いいからスラフカは、さっさと薬品もらってきなよ！」

「えー。あたしはもう、二次感かん染せん扱あつかいですしー」

　頬ほおを赤くしたトリアさんをスラフカが肘ひじでクイクイとつついているが、それにどんな意味があるかわからない。

　しかしこのふたりが、未知の感染症と一緒に戦ってくれることだけは間違いない。

「ＯＫ、じゃあこうしよう。すでに発症している方たちは、全員クリニック内に隔離収容。このあたりは全部ロープを張って立ち入り禁止にしたあと、外側に仮設診しん療りようテントを設営する。そこに発はつ症しよう者しやと濃のう厚こうな接触の可能性があった方たちをできる限り呼んで来て、水痘の予防接種をなんとか48時間以内に――あひゃう！」

　突とつ然ぜん、背中に柔やわらかい生肌がくっついてきた。

「テントの設営は、わたしが引き受けます……」

「ティーナさん!?　感染するから、出て来ちゃだめだって言ったでしょ！」

「わたしはこのクリニックを守る妖よう精せい、そしてスタッフの一員です。院長先生のためなら……たとえこの身が滅ほろびようとも……」

「滅びちゃダメダメ！　もう頼たのむよホント、ティーナさんにも予防接種を打つからね！」

「喜んで！」

「あ、あっ！　注射はお尻しりに打たないんだよ！」

「いいえ、注射はお尻と決まっているはずです！」

　なんという思い込みだろう。

　スカートをまくってぱんつに手をかけたティーナさんを、なんとか取り押さえたが。

「それよりティーナさん。早めにメーフリーちゃんを実家に帰してあげて」

「なにを言いますか……あの子は修行の身にあるシルフ族。もとより死は覚かく悟ごの上で、今も院内の空気清せい浄じようを懸けん命めいに行っております」

「……空気清浄の修行、厳しすぎじゃない？」

「院長先生。シルフが修行の途と中ちゆうで実家に帰されようものなら……そんな、そんな激しい責め苦……わたしですら耐たえられません！」

　よくわからないが、出で戻もどりシルフは里で酷ひどい目にあうのかもしれない。

　ともかく、みんなの笑え顔がおが覚悟を決めさせた。

「あー、もうっ！　申し訳ないけど、一いち蓮れん托たく生しようだからね！」

「了りよう解かいです！」

「スラフカ先生！　発症者を全員クリニックに入れて、末梢を確保しといてくれ！　ルートには、三さん方ぽう活かつ栓せんを付けといてね！」

「了解でーす！」

「トリアさんはカルテを作りながら……申し訳ないけど、スラフカ先生の介かい助じよできる？」

「任せなよ！　医い療りよう行こう為いができないのは残念だけど、処置の記き載さいぐらいできるから！」

「頼んだ。ティーナさんは……仮設診療テントの設営って言ってたけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「やだ、院長先生……わたしの心配を？　これって愛ですか？　情欲の炎ほのおですか？」

「なに言ってんの。ひとりじゃ、無理でしょ」

　カッと目を見開いたティーナさんが、不意に天を仰あおいで叫んだ。




「アンチクライスト――スーパースタァァァーッ！」




「どういう意味!?」

　あちこちの地面がボコボコと盛り上がり、土つち塊くれが裂さけて次々と人影を吐はき出した。

　それは無数のスケルトンと、騎き兵へいの姿をしたムオーデルの群れ。




『ティーナ、ティーナ、ティーナ、ティーナァァァァッ！』
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　スタンディング・オベーションに手て拍びよう子しで、口々にティーナさんを賛美するかのようなコールを始める。

「ちょ――これって魔ま法ほう!?　魔ま術じゆつ!?　しかも絶ぜつ叫きよう詠えい唱しよう系!?」

「え、違いますよ。お友達を呼んだだけです」

「お友達て！　確かムオーデルって、伝説の幽ゆう霊れい軍団じゃ」

「なにをおっしゃいますやら。わたしが幻まぼろしの魔法少女なら今ごろ……院長先生を性奴隷にして、デロンデロンに……」

「なんだって？」

「なんでもありません。それより、薬剤などの物資も運ばせましょうか？」

「あー、じゃあ……まだ感染の可能性がないメーフリーちゃんに薬局へ行ってもらうから、そのお手伝いをしてもらう……かな？」

　コクリとうなずいて、ティーナさんは恐おそろしげな群集に向けて一いつ喝かつした。




「オッベイィィィ、ユァ――マスタァァァァァーッ！」




　それに応こたえて地中から湧わき出でた軍勢が、一いつ斉せいに地鳴りのような声を上げ。ふわふわ飛んでいたメーフリーちゃんのもとへと、行進を始めた。

　ティーナさんは、本当に家のお手伝い妖精なのだろうか。

「いやいや、ともかく！　このパンデミックは、みんなで回かい避ひするぞ！」

　わけもなく、やれるような気がしてならない。

　あとはこれが、未知の感染症でないことを祈るだけだ。

「すまんな、院長……スタッフの皆さんも、本当に……感謝の言葉が……」

　その時、明らかに地じ響ひびきが走った。

「なっ!?」

　体のバランスをとっている間に収まったが、オズカンの顔色は明らかに青ざめていた。

「ぐむ――これはイカンぞ」

「オズカンさん!?」

「駆動部の管理者がやられて、制せい御ぎよできなくなりつつある。が、しかし……大規模停電で補修班の使っとる予備電源も底を尽つきそうなんじゃ」

「ウチは城都電力の蓄電器ですけど、使いますか？」

「いや、ありがたいが院長……それだと、クリニックの治ち療りようにも支障が」

「電気系統を使う治療はありません。それこそ、ロウソクさえあればなんとかなります」

「しかし、その……クリニックが城都電力に払はらう電気代が」

　どんっ、と地面が揺ゆれる。

　それは大地の底から、なにかが突き上げているようだった。

「そんなこと言ってる場合じゃない気がしますけど」

　オズカンは静かに視線を落とした。

「院長にも、いろいろ知っておいて欲ほしいことがあるのじゃが……その、今は……」

「まず目の前にある問題を解決しましょう、オズカンさん」

「……ほんとうに、すまん。この借りは」

「頭を上げてください。その代わりこの騒そう動どうが落ち着いたら、スタッフのみんなに居酒屋『ゼン』で海かい鮮せん丼どんでもおごってやってくださいね」




　いま、初めてダンジョンのために役立っているという充じゆう実じつ感に溢あふれている。

　亜あ人じん領地で本当に望んでいたのは、この感覚だったのかもしれない。







▽　▽　▽







　クリニックを完全隔離して、２週間。

　ようやくダンジョンのパンデミックは収束し、本日最後の患者さんが帰宅する。

　おかげで今は巨きよ木ぼくの根にもたれて座すわり、クリニックとその周囲に建てられた仮設診療テントを眺ながめながらひと息つけていた。

「ラッキーとしか、言いようがないな……」

　発症者の検体を城都技研のラボに出した結果、謎なぞの感染性発疹症は『水痘ウィルス』と確定診しん断だんされた。

　クリニックに隔離収容した患者、つまり発症者は２次感かん染せん者しやを含ふくめて38名。亜人の水痘に関する文ぶん献けんや報告が極きわめて少ないこともあり、免疫不全状態の治療に準じて、免疫グロブリン製せい剤ざいを点てん滴てき静注しながらバラシクロビルを内服併へい用ようとした。

「あー、せんせー。こんなとこにいたんですねー」

「おー、スラフカ先生。最後の患者さん、帰った？」

　スラフカは答えず隣となりにドカッと座り込むと、いきなり肩に頭をもたれかけてくる。

「なっ――低血糖か!?　水分は摂とったか!?」

「……あたし、汗あせ臭くさいです？」

「え？　いや、とてもよい香かおりだけれども」

「なに言ってんですか……ちょっと休きゆう憩けいしまーす」

　確かにスラフカは、よくがんばってくれた。

　発症者の治療自体はシンプルなので、指示を出した後はスラフカに任せたのだが。点滴の詰つめ替かえや交こう換かんから留置針の差し替えなど、連日合計38名の管理をひとりでこなした。

　これが実質的に昼夜を問わず続くので、その労働時間は膨大だ。

「院内の管理、大変だったろ？　けど、そのおかげで仮設テントの診療に集中できたよ」

「そりゃあ、デキる女エルフ研修医ですからね」

「だな」

「そこは突っ込むところじゃないんですか？」

「いや、実際できると思ったし」

　ちらっ、と肩かた越ごしに見あげてくるスラフカ。

　よく考えれば指導医と研修医にしては距きよ離りが近すぎるかもしれないが、一いつ緒しよに戦い抜ぬいた感がそれをうやむやにしていた。

「せんせーも、わりとカッコ良かったですよ？」
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「ど……どのあたりが？」

「正直、あたし最初は怖かったですもん」

「顔が!?　服!?　それとも雰囲気!?」

「せんせーのことじゃなく。未知の感染症とか、まじカンベンって」

「なんだ、そっちね。誰でもそうだろう」

「けど、せんせーがバーンて出て行っちゃったのを後ろから見てたら」

「イケてた？」

「いやそれ、自分で言われても」

「……違うのか」

「まぁ、全部は違わないですけどねー」

「ちょっとはイケてたってこと？」

「しつこいなー。それより、時間外手当くださいよー」

「そうだな。けど、医薬品を即そつ金きんで調達したから……ちょっと、今すぐには」

「あー、じゃあ……そうですねぇ……次の発情期は……」

「えっ!?　なにそれ――」

　すぴーっ、とスラフカは答えを言わずに寝ね息いきを立ててしまった。

　この寝ね顔がおを見せられては、発情期にどうなるかなど起こしてまで聞く気にはなれない。

「まぁでも……ほんと、サンキューな」

　そのまま大木の根にもたれさせ、白衣を掛かけてしばらく寝ねかせることにした。

「院長先生……性交中、失礼します」

「してないよ、ティーナさん！　どう見ても、してないでしょ!?」

「寝ね込こみを襲おそってからでいいんですけど」

「これからもしないって！」

「そろそろ、仮設テントを畳たたみませんか？」

　未発症の濃のう厚こう接せつ触しよく者しやに予防接種を打てたのは、ティーナさんのおかげだった。

　厳密にはあの魔法ではない何かで呼んでくれた『お友達』のおかげで、診療テントも設営できたのだが。必要なテントは、それだけではなかった。未発症の濃厚接触者は後に発症の危険があるためダンジョンには帰せず、居住用の仮設テントも必要になった。

　帰宅難民の数、92名。

　１棟とう20名収容できる住宅テントを、あっという間に５棟も設営してくれたのだった。

「ティーナさんには、なんとお礼を言ったらいいか……」

「お礼だなんて……そんな、わたしたちの間に……そんな気き遣づかいは無用です……」

　それだけではない。

　院内と院外の合計１３０名分の食事を作り、その上でいつもの助手業務もこなした。

「気遣いじゃなくて。これはティーナさんの『貢こう献けん』に対して、『信しん頼らい』としてのなにかを返したいっていう……なんかうまく言えないけど、そういうヤツかな」

　潤うるんだ瞳ひとみで、ティーナさんが見つめてくる。

「では、ひとつだけ……その、お願いというか……」

「なに？」

「今夜、院長先生の全身をベロンベロンに舐なめ回まわさせてください」

「はァッ!?」

「ウソですよ、院長先生」

　うふふ、と笑ったティーナさんが胸に飛び込んできた。

「いやいや、待って待って！　これもまたどうかと思うな！」

「ぎゅっ、てしてくれるだけでいいんです」

「……おぅ？　そ、それぐらいなら……いい、かな？　的な？」

「いいじゃないですか、家主と屋や敷しきの妖精の仲なんですよ？」

「そう、なのかな……」

　感謝のハグ、ということにしておきたい。

　風に揺れる滑なめらかな髪かみをまとめ、ティーナさんを胸に抱だきしめた――というか意外に強い力でティーナさんに抱きしめ返された挙げ句、胸をグリグリとこすりつけられた。

「お疲つかれ様さまでした、院長先生」

「ありがとう、ティーナさん」

「あん」

「どしたの？」

「受精したみたいです」

「はァッ!?」

　今まで見たことのない笑顔を残し、仮設テントの撤てつ去きよに戻もどって行くティーナさん。

「ウソですよ。トリアさんが捜さがしてましたから、クリニックに行ってあげてくださいね」

　本当にハグで受精したのではないかと小学校低学年にも笑われるような不安に駆かられながら、クリニックに戻ってドアを開けた。

「トリアさん、呼んだ？」

　無言のまま、トリアさんは受付のデスクに向かって黙もく々もくとなにかを処理している。

「……トリアさん？」

　近づくと案の定、瞬まばたきもせず一心不乱に処置内容を超ちよう速そくで紙に書かき殴なぐっていた。

　褐かつ色しよくの顔色は青白くなり、呼びかけにも無反応。短くなったエンピツの芯しんを気にもせず、産業機械のようにシャカシャカと用紙を埋うめながら微び動どうだにしない。

　嫌な予感がする。

「ねぇ、ちょっと！　トリアさん、トリアさんてば！」

　慌てて肩を揺すると、おかしな音と共に息を吸い込んだ。

「――ック、カハァッ！」

「息するの、忘れてたね!?」

「あ、テンちゃん」

「……テンちゃん？」

　呼び方が「テンマちゃん」から微び妙みように変わった気がする。

　思い出してみればこのところ、ずっとそうだったような――。

「なに？　どしたの」

　ようやく反応したトリアさんの顔色がいつもの健康的な褐かつ色しよく肌はだに戻って行ったが、両目は完全に充じゆう血けつしきっていた。

「いや。まばたきも忘れちゃダメだからね」

「さんきゅー。それより昨日、夕方に帰したゴブリンを覚えてる？　その点滴内容が、カルテに書いてなくてさ」

「あ、っと……」

　正直なところ。次から次へと増え続ける患者に処置をしていると、カルテへの内容記載は後回しになってしまう。最悪、忘れる。

　トリアさんはそれを見み越こして、処置の介助に付きながら、医い療りよう行為をすべてお手製の記録用紙に書き込んで渡わたしてくれた。もちろん医療事務の業務からは完全にはずれているし、する義務もない。しかしトリアさんは「診しん療りよう報ほう酬しゆうが出せなくなるから」と、自らこの記録雑務を引き受けてくれたのだ。

　なのに、それすらカルテに書き忘れていた。

「あと昨日、準接せつ触しよく者しやに打った予防接種の本数。全部で１２４名分になるはずなんだけど、在庫と接種票の数が合わないよ」

「あ、っと……」

　感染しているかもしれないと不安になって仮設診療テントに来てしまったため、準接触者扱あつかいとなった亜人さんたちの追加分。つまりトリアさんはひとりで、院内入院と臨時テント受じゆ診しんの合計１９８名分のカルテと診療報酬を管理したことになる。

　正直な話、心のどこかに「患者が治ればいいじゃん」という気持ちがあった。

　しかしカルテに記載された処置や処方に対して診療報酬の請せい求きゆうを亜人保険機構に行わないと、クリニックにはまったくお金が入らない。つまり大赤字という以前に、完全無む償しようの大ボランティアになってしまう。

　ボランティアを否定するつもりはないが、ちゃんと請求すれば普ふ通つうに医療として認められるのだから、トリアさんの貢献はもの凄すごく大きいのだ。

「……ごめん、接種票の束をどこかに置いたままだ」

「疲れてんだよ。ちょっと休みな、ウチが捜してくるから」

「待って、トリアさん」

　立ち上がったトリアさんの腕うでを、思わず掴つかんでしまった。

「な、なに……」

「疲れてんのはトリアさんだって。オレが捜してくるから、少し休んでよ。患者さんもみんな帰ったんだし」

「なに言ってんの、診療報酬を提出するまでが医療事務の仕事だから。それでなくても一いつ般ぱん診しん療りようを２週間してないんだから、城都の本部からなに言われるやら」

「けど……」

「いいから。とりあえず、この手を放してくんない？」

　申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになりながら、掴んだトリアさんの腕を放した。

「でもほんと、ありがとう」

「そ、そういう顔するのやめてよね……こっちが恥はずかしいわ」

　なぜかトリアさんの方が照れている。

「なんか、お礼がしたいんだけど」

「ハァ!?　そういうのは、本人に黙って準備するモンじゃないの!?」

「スラフカとティーナさんにもお礼がしたかったんだけど、結局なにが欲しいのか分かんないままになったし」

「別にそういうのはいいんじゃない？　みんな自分の意志で、テンちゃんに賛同してやってたワケだし」

「そうは言ってもほら、大おお入いり袋ぶくろとかあるじゃん」

「なにそれ、お徳用のお菓か子し？」

「違う、違う。ヒトの社会では」

「ここ亜人領地だし、ウチらヒトじゃないから」

「まぁ、そうだけど……」

　ぽん、と軽く肩かたを叩たたかれた。

「ウチら、こう見えてもテンちゃんのこと認めてんだよ」

「え？」

「いやホント、まじ今回は見直したわ」

「……やっぱ、いつもは頼たよりなかったか」

「なんか今日はめんどくさいな、そうは言ってないでしょ。わりといいヤツ……っていうか、いいヒトだなって認めた――って、なんで全部言わなきゃいけないの！」

「そ、そうか……ありがとう」

「だから、そういう顔するのはやめて！　こっちが恥ずかしくなるんだって！」

「そう言われても」

　なぜかまた、トリアさんの方が顔を赤くしていた。

　亜人女性の反応は、さっぱり予測不可能だ。

「だいたいウチはもう、巻き爪を診てもらってるからいいよ」

「あれは普通の診療でしょ」

「……ドラゴニュートの生足を触さわっておいて？」

「それを言ったらオレ、他の患かん者じやさんの生足も触ってるんだけど」

「触るだけでもアレなのに、『ドラゴニュートの爪つめ』を『手入れ』したんだよ？」

「なにそれ……なんかそういう風習でもあるの？」

「テンちゃん。亜人領地に住みたいなら、もう少し勉強した方がいいよ。いろいろとね」

「待って、待って！　どういう意味かぐらい教えてよ！」

　にやっと意味深な笑えみを浮かべて、トリアさんは奥おくへと消えていった。

　ひと息ついたら亜人女性に関して、徹てつ底てい的てきに勉強しなければならないだろう。でないと毎晩、裏の滝たき壺つぼに飛び込んで煩ぼん悩のうをローリング洗せん浄じようするハメになってしまう。

「パパー」

　声を聞きつけて、ぽふっと一直線に首に抱きついてくるメーフリーちゃん。こんな見た目幼女を感かん染せんの巣で働かせていたかと思うと、さすがに心が痛む。

「おう。メーフリーちゃんも空気清浄、ありがとね」

「患者さん、帰った？」

「うん。みんな、ありがとうって言ってたぞ」

「やったー」

「すごくがんばってくれたから、パパも助かったよ。なんか欲しいものあったら、言ってごらん。お礼に、パパが買ってあげるから」

　さすがにメーフリーちゃんは、セクシャルなことなど要求しないだろう。

「ほんと？　だったらあたし、絵本を読んで欲しい！」

「そう、そういうやつを待ってたよ。いつも寝る前に読んでるやつかな？」

「違ちがうの。新しい絵本、もらったんだ」

　メーフリーちゃんはフワフワのスカートの中から、１冊の本を取り出した。物理的にどうやって格納されていたか気になって仕方ないが、それはまた今度ということで。

「ほぅ、これは――」

　手にした本の表紙には『美び脚きやくパンスト　～ドリアード三姉妹～』とあった。開くとある意味では絵本だったが、明らかに別の用よう途とに使う絵本なので慌てて閉じた。

「――誰だれにもらったのかな？」

「ママ」

「ちなみに、中は見た？」

「もったいないから、まだ見てないよ」

「パパが新しいのを買って来ます」

「えー、なんで？」

　ティーナさん、なんてことを。メーフリーちゃんの教育は任せとけと言ったくせに、いきなりこんな性教育はちょっとアレではなかろうか。

「これはメーフリーちゃんには少しというか、かなり難しいお話だね」

「そっか。じゃあ、ママに返してくる」

「あー、待って待って。それはパパから返しておくよ」

　熟読してから。

「はーい。じゃあ今日の夜は、パパが買ってくる新しい絵本だね」

「おう。ちゃんとした絵本を、ＤＵＮＧＥＯＮブックスで買ってくるから」

「はーい」

　ハタハタと無む邪じや気きに飛んでいくメーフリーちゃんに、安あん堵どの溜ため息いきが抜け出た瞬しゆん間かん。

　背中に突つき刺ささる痛い視線に気づいて振ふり返かえると、無表情で腕組みする３人がいた。

「テンマせんせー。それエロ本ですよねー」

「院長先生……三次元のわたしが、いつでもお相手いたしますのに……」

「幼女にエロ本を見せて興奮するとか、鬼き畜ちくの性せい癖へきだよね」

「もうカンベンしてよ！　誰か亜人女性について詳くわしく説明して！」




　ようやく、いつものダンジョンクリニックに戻れた気がした。

　だがこのパンデミック、なにかスッキリしないものが残っているのも間違いなかった。







第三章







　電力の復旧したダンジョンは、入ってすぐの地下１階からすでに煌きらびやかだった。

「これは、なかなか照れるな……」

　賑にぎやかな管楽器と打楽器の楽団を先頭に、クリニックの一同は凱がい旋せんパレード状態でダンジョン地下４階の特設広場を目指して練り歩いている。

　いつからか後ろには、亜人たちの長い行列。往来には『Ｄｒテンマ感謝祭』と書かれた横断幕。沿道の窓から歓かん声せいと共に舞まい散ちる紙かみ吹雪ふぶきと、振り続けられる旗。ゴブリン、ドワーフ、パーン、サキュバス、ドリアード、ウンディーネ――通りの広い所ではケンタウロスやサイクロプスまでわざわざパレードを見に来ていたし、むしろ今まで見たことのない種族の方が多いかもしれない。

「ほら、テンちゃん。院長なんだから、手ぐらい振り返しなよ」

　気き後おくれしていると、トリアさんに肘でつつかれた。

「むぅ……これ、かなり恥ずかしいんだけど」

「いつもは、わりと激しく腰こし振ふってるくせに？」

「振ってないし、見たことないよね？　誰かが聞いたらすごく誤解するから、ヤメてね」

　隣となりのスラフカなど、投げキッスを沿道に返すほどに余よ裕ゆうがある。

「せんせー。そんなことだから、いつまでたっても亜人女性と性交できないんですよー」

「わりと軽い感じで性交とか、口にしないように」

　反対隣で腕をからめていたティーナさんが、それを聞いてキリッと顔を引ひき締しめる。

「そうですよ……院長先生はそういう単語を聞いただけでも、容易に陰いん茎けいの血流が増加されるのですから……」

「それもダメだって。病態説明っぽく言っても、ダメだから」

　しかもティーナさんはメーフリーちゃんとも手を繋つないで歩いているので、夫ふう婦ふとそのひとり娘むすめの絵面にしか見えない。

「ねー、ママー。出店のソーセージ食べたい」

「ガマンしなさい、メーフリー。ママだって、パパのソーセージをガマン」

「あー、もっとダメ。すでにそれ、オッサンのセクハラ話になってるもの」

　そんな、いつものくだらなくも楽しい会話をしながら。

　長い行列を作ったダンジョンクリニック御ご一いつ行こう様が地下４階中央にある特設広場に到とう着ちやくすると、歓声が沸わき上がった。いつもは休日にマーケットが開かれる場所が、今日は亜人さんで溢れかえっている。そして祭さい壇だんのように飾かざられたステージ上では、スーツ姿の亜人さんたちがキリリと到着を待っていた。

「いよいよ、大変な雰ふん囲い気きになってきたけど……誰からステージに上がる？」

　ポカンとした表情を浮うかべるトリアさん。

「誰からって、表ひよう彰しようされるのはテンちゃんだけだよ？」

「ハァ!?　なに言っちゃってんの、みんなでがんばったでしょ!?」

「ウチは昨日、オズカンさんからダンジョン岩がん盤ばんスパ利用権を１年分もらったもん」

「なにそれ。報ほう償しようも悪くないけど、やっぱ壇だん上じようで讃たたえられるべきじゃない？」

「えー、めんどくさいから断った」

　確かに、表ひよう彰しよう状じようでは体を温めて疲れをほぐすことはできないが。

「って、まさか……スラフカ先生も？」

「あたしはダンジョン飲食連合会から、食べ放題＆好き放題を１年分もらいました」

　食べ放題はわかるが、好き放題とはなんだ。

「もしかして、ティーナさんとメーフリーちゃんも？」

「わたしは……ちょっとその、オトナのグッズをたくさんいただいて……」

　ナニに使うか気になりすぎる。

「災厄前プレハイの絵本、１００冊くれるんだって」

　エロ本でないことを祈いのる。

　実利的すぎるみんなに言葉を失っていると、ステージ上からオズカンの声が響ひびいた。

「ようやく、主役の登場じゃな。さぁＤｒテンマ、ステージの真ん中に」

「ほらほら、呼ばれてるよ」

　沸き上がる拍はく手しゆと歓声の中。

　みんなに背中を押おされて、半強制的にステージに押し上げられてしまった。

「やれやれ。あとはウチ、久しぶりに岩がん盤ばん浴よくへ寄ってくるから」

「あたしは居酒屋『ゼン』で、先に飲みながらみんなを待ってますね」

「わたしは、オトナのグッズを受け取って……試ためしてから、行きますので……」

「ママー。絵本も選んでね」

「待ってよ、オレ抜きで飲み会するの？　マジでオレだけ壇上？」

　どう見ても役職っぽい雰囲気の亜人さんが数名、にこにこ笑顔で待っている。

　そして見慣れないスーツ姿のオズカンが、観衆に手を挙げて喝かつ采さいを制した。

「これより、ヒト医療をもって全力でダンジョンのパンデミックを防いでくれた、Ｄｒテンマの『感謝祭』をはじめる。一同、礼」

　集まった群衆が一斉にお辞じ儀ぎをする姿は圧巻だが、これが亜人流の儀ぎ礼れいなのだろうか。

「オズカンさん。オレだけじゃなく、みんなにも表彰を」

「それではまず、ダンジョン組合長であるワシからの感謝を」

　聞いてない。

「ヒョーショージョウ。サンキュー、Ｄｒテンマ。ベリーマッチ」

　それだけ告げるとオズカンは、両手でなにかの用紙をスッと差し出した。

「……え？」

「ワシからＤｒテンマには、このダンジョンの『名めい誉よ住民票』を授じゆ与よする」

　群集から大だい歓かん声せいが上がったので、恐らくこれが正式な亜人流の表彰なのだろう。

　それにしても簡潔だ。

「ど、どうも……」

「本来このダンジョンには、ヒトの入居を認めておらんのじゃがな。特別措そ置ちの上で、正式なダンジョン住民として迎むかえ入いれるというものじゃ」

「ほんとですか!?　じゃあオレ、さっそく来月から――」

「ということで、次はダンジョン電力のＣＥＯからじゃな。おい、手短にな」

　もう聞いてない。

　ちょびヒゲを生やしたスーツ姿のドワーフが手招きされ、コホンと一歩前に出た。

「えー、それでは私からも。スピーチと暖気は短い方がいい、なんて申しますが」

「いらんこと言わず、簡潔にせい」

　エラい人のスピーチはつまらないことが多いが、そこまでブチ切らなくても。

「……失礼しました。カンシャジョー。ダン電、トゥ、Ｄｒテンマ」

　パリッとしたスーツのドワーフは、しょんぼりしながら両手で用紙を差し出した。

　これで終わりらしい。

「あ、どうも」

「これは特別株主任命状です。ダンジョンクリニックには以後、私どもダン電から株主優待割引価格で蓄ちく電でん器きを供給させていただきたいと思います」

「ほんとですか!?」

　なんといっても蓄電器代が収支をかなり圧あつ迫ぱくしているのだから、これは非常に助かる。

「失礼ですが、今どれぐらい蓄電器代をお支し払はらいですか？」

　急にセールス口調になった、ドワーフＣＥＯ。

「え？　いやぁ……月にだいたい６万５千ペコラぐらいですけど」

「お見積もりさせてください！　今なら無料でオトクなプランを――」

「あとにせんか！　この式典が終わらんと、住民が祭りを始められんじゃないか！」

　式典はオマケ、ということだろう。

　確かに誰かが紙切れをもらって挨あい拶さつしても、楽しくもなければ腹も膨ふくれない。トリアさんたちが表彰を断った理由も納なつ得とくできた。

「次、亜人医師会会長！」

　初めて目にする医師会長は、大おお柄がらで筋肉質なエルフだった。

　スラフカのお父さんといい、ことごとく災厄前の文献に載のっているエルフ像と違う。

「テンマ・ベルゲール先生。このたびは賢けん明めいな先生のご判断とご尽じん力りよくによって我々」

「長い！　長い長い、長い！」

　ついにオズカンさん、だだっ子になる。

　ガチムチにスーツのエルフも、しょげ返ってしまったではないか。

「……それではテンマ先生。フォー、アンロウフル、カーナル、ノウレッジ」

「どうも」

　もう意味さえわからないが、なにやらまた差し出された紙切れを受け取った。

「それは亜人医師会初のヒト理事就任と、亜人医師会ダンジョン支部長の任命書です」

「そんなに!?」

「亜人医師会は今回の水すい痘とう騒そう動どうを真しん摯しに受け止めまして、亜人各種族への『公費』予防接種事業を広めていきたいと考えております。まずは先生のクリニックを第一指定医療機関とさせていただきたく、準備を進めさせていただいている次し第だいでございます」

「ということは、しばらく亜人さんたちへの予よ接せつはウチが単独で行うってことですよね」

　予防接種よせつは医い療りよう側がわの手間が薬液詰づめと注射接種だけなので、ひとり当たりの診しん察さつ時間に対する収益――つまり、コストパフォーマンスが非常に良い医療行為だ。

　しかも『公費』予防接種事業ということは、患者さんには『無料』ということ。

　ヒト医療においても予防接種を『公費』にすると、爆ばく発はつ的てきに受じゆ診しん患かん者じやは増える。

「今後もぜひ、ダンジョンのみならず亜あ人じん医い療りようすべてにおける貢献をお願いすると共に」

「はい、そこまで！　以上をもって、Ｄｒテンマ感謝祭の祝賀式典を閉会する！」

　オズカンさんもせっかちすぎだが、そのかけ声にステージ広場に集まった群衆からも大歓声が上がる。みんな、さっさと飲みたいのだ。

「それではこれより、盛大なる宴うたげの開幕を宣言する！　ダンジョン内の飲食はすべて無料！　約束通り、店てん舗ぽへの補ほ填てんはダンジョン組合ならびにここに参列する各役員が負担する。遠えん慮りよなく楽しんでくれ！　あ、領収書かレシートは忘れずに。以上、解散！」

　賑やかな音楽を、楽団が一いつ斉せいに奏かなで始めた。露ろ店てんや屋台からは、威い勢せいのいいかけ声が響き渡る。そして集まった亜人さんたちはみな笑え顔がおで、目当ての店へと繰くり出だしていった。

　今回の水すい痘とうパンデミックについて、長々とふり返ることもなく。誰かがことさら大おお袈げ裟さに褒ほめ称たたえられることもなく、実に簡潔で清すが々すがしく式典は幕を閉じた。

　そう、誰かへの賞賛はこれぐらいでいい。

　祝ってくれるみんなが、笑顔になれるのが一番。

　あとは居酒屋『ゼン』で、スタッフのみんなとこぢんまり祝しゆく杯はいをあげるだけだ。

「ところで、テンマ院長。このあとのご予定は？」

　チョビひげドワーフのダン電ＣＥＯに肩を叩かれた。

「居酒屋で、スタッフのみんなと飲み会ですけど」

「その前にどうです？　軽く『巨乳スシ』などつまみながら、親しん睦ぼくを深めるというのは」

「……なんですって？」

　聞き捨てならないフレーズが混ざっていた。

「ご存じない？　災厄前の食文化では有名だった、アジアの小国発はつ祥しようで」

「いやいや、『スシ』は聞いたことあるんですよ。そうじゃなくて『巨乳』のくだり」

　チョビひげから満面の笑みがこぼれ落ちる。

「さすが先生、鋭するどいご指し摘てきです。まずその店はですね、職人からスタッフまで全員が女性の亜人なんですよ」

「なるほど」

「もちろん、全員が巨乳です。そもそも、ヒトってのは巨乳がお好みなんでしょ？」

「個人的なデータでは、男性の86％はそうですね」

「だからその店のお品書きには、伝統の握にぎりや巻きもの以外に『挟はさみ』ってのがあって」

「挟む!?　どこでなにを!?」

「先生、それは行ってからのお楽しみという――」

　ずいっ、とガチムチのエルフ医師会長が割って入った。

「それはあまりにも下げ賤せん。私がプロデュースした『ノーブラ焼き肉』でも食べながら、テンマ先生とは亜人とヒトの医療協力体制について」

「……なんですって？」

　聞き捨てならないフレーズ、ふたたび。

「ご存じない？　ヒト文化では一いつ般ぱん的てきな、肉の食べ方のはずですが」

「違う違う、『焼き肉』じゃなくて『ノーブラ』のくだりです」

　モリッと筋肉を収縮させ、エルフ医師会長は得意げな笑みを浮かべた。

「ヒト文化から輸入された衣類『ブラジャー』が亜あ人じん女性の大胸筋ならびに乳にゆう腺せんの発達に悪あく影えい響きようを及およぼし、いまでは労ろう作さ性せい乳にゆう房ぼう虚きよ脱だつ症しようの増加――つまり貧乳の増加が問題になっていることは、ご存じですよね？」

「いやいやいや。貧乳って病気じゃないし、だいたいそれ、著いちじるしいハラスメントでしょ」

　あんた、医者か？

　大だい丈じよう夫ぶだろうか、この亜人医師会長は。

「私の経営する焼き肉屋のチェーン店では、女性従業員はノーブラに白シャツ。下半身は圧着感なく移動できるよう、短めのフレア・スカートを制服として支給。腰よう痛つう予防も考こう慮りよして、着衣の上から革かわ製せいコルセットを締めることも義務づけているのが自じ慢まんです」

「セクハラ自慢！」

　しかも医者なのに多角経営しているのは、確実にダメなフラグになっていると思うが。

　黙だまって聞いていたオズカンが、ようやくこの奇き妙みような話の流れを断たち切きってくれた。

「バカなふたりは放っておいて、院長はワシと飲みに行くぞ。少し、話をしておきたいこともあるのでな」

「あ、けどスタッフたちと『ゼン』で」

「院長、『脚あしキャバ』は好きか？」

「……なんですって？」

「脚じゃよアシ、亜人女性はなんといっても脚。院長は太ももとふくらはぎの、どちらが好みじゃ？」

「あ――足の裏、ですかね」

「ワシは、くるぶし派じゃな」

　どうやっても「脚キャバ」という魅み惑わくのキーワードを無視することはできない。

　結局オズカンの後について、ノコノコとダンジョンを降りていくしかなかった。
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「いやぁ、このダンジョンってそういうお店もあるんですね。ドキドキしてきましたよ」

「ん？　そうじゃな……」

「やっぱ、そういう店って深い階層なんですか？　何階ぐらいなんですか？」

「そりゃあ、ちょっと人目は避さけたいからの」

　うわの空で歩き続けるオズカンと一いつ緒しよに、ついに地下８階へ到とう達たつしていた。

　だがしかし――。

　地下６階から下へ降りようとしたあたりから、妙みような雰囲気は感じていた。

　このダンジョンは基本的に階段や緩ゆるやかなスロープで下っていくのだが、さきほどから屈くつ強きようなふたりのオークが番をする鉄製の門があるのだ。しかもその辺りからフロアの天てん井じようが次第に高くなり、立ち並んでいた住居が消え、それまで目立っていた飲食店も見当たらなくなった。ダンジョン内を照らす電灯も必要最低限で、並んでいるのはまるで町工場のような、寒色の色しき彩さいに満ちたものばかりになっていく。

「なんか……けっこうマニアックな場所にあるんですね」

「この階層から下は基本的に、関係者以外の立ち入りを禁じておる」

　ちらりと見えた建物内では、災厄前プレハイ文化学の講義で見たようなスチームパンクで無骨な機器が、ごうんごうんと音を立てて蒸気を吐はき出していた。開けた場所では、見あげるほどのクレーンで何かを移動させている。そこで作業しているのは、グレーや濃のう紺こんのつなぎを着て額の汗あせを拭ぬぐう、真しん剣けんな眼まな差ざしのゴブリンとドワーフたちだ。

　ダンジョンの壁かべを這はう配管も、太く雑多なものが増えてきた。少しも繁はん華か街がいに近づいている様子がないどころか、むしろ巨きよ大だい工業建造物の一角に入り込んだ印象しか受けない。

「オズカンさん？　これ、脚キャバに行って……ないですよね？」

「テンマ院長。亜人とヒトの決定的な違いは、なんじゃと思う」

　振り返りもせず、オズカンは静かな声で問う。

　この雰囲気、どうやら脚キャバはおあずけのようだ。

「……難しい質問ですね。見た目だけなら亜人同士でもぜんぜん違いますが、ヒトと亜人のＤＮＡは構成物質が違うだけで、構造はほぼ同じですし」

「共用語でうまい言葉が思いつかんのじゃが、亜人とヒトの決定的な違いは『信頼に応こたえる』ことじゃなかろうか」

「報むくいる、ですか」

「うむ。その言葉が良いかもしれん」

　遂ついに８階の端はしへ辿たどり着ついた時、オズカンはゆっくりと振り返った。

　そこは、今までになく厳重な鉄門。蛮ばん刀とうと楯たてを構えた門番、というよりはまるで衛兵――鈍にぶく光る金属製の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ重装備のオークたちは、１００年前の亜人戦争時代に逆ぎやく戻もどりしたようだった。

「……オズカンさん？」

「ワシは今回の騒そう動どうで、テンマ院長には大きな借りができたと思うておる」

「やめてくださいよ、貸し借りとかナシにしましょう。オレはこの亜人領地に憧あこがれて来たんですし、水痘なんてヒト医療では特別でもなんでも」

「今日の感謝祭が良い機会じゃと思い、院長をここに連れてきた。無論、ダンジョン組合や他部署の管理責任者にも、満まん場じよう一いつ致ちの賛同を得ておる」

「あははは……脚キャバって、どんだけ凄いとこなんですか……」

「ワシら亜人は、報いる」

　オズカンの目は笑っていなかった。

　この鉄門は見ての通り、なにか後あと戻もどりできない入口に違いない。

「……ははは」

「もちろんこの鉄門の向こう側を見ず、ここで引き返して今まで通りの『ヒト院長』であることを選んでも良い。行きたがっておる脚キャバにでも行こうじゃないか」

　脚キャバは脚キャバで存在するらしいが、少なくともこの厳いかめしい門の向こうでないことは疑う余地もない。

「オズカンさん……オレに、なにを見せようとしてるんですか？」

「このダンジョンの存在意義であり、今のヒト社会が最も欲ほつするモノ。そして院長、あんたが『本当に守ってくれたモノ』じゃよ」

　話が壮そう大だいになり、脚キャバなど消し飛んでしまった。

「だからオレ、なにもしてませんって」

「あの時、クリニックの蓄電器を貸してくれなんだら今ごろ」

「あんな低容量の蓄電器ぐらいで」

「最後の制せい御ぎよ盤ばんはコントロールを失い、巨大すぎるエネルギーの塊かたまりは暴走したじゃろう」

「まさか、あの時の地じ響ひびきは……」

「間に合わなければこのダンジョンどころか、城都までの大地が吹ふっ飛とんでおった」

　そのエネルギーは想像を絶するものだった。

「そんな重要な場所、オレなんかに見せていいんですか？」

「ひとつだけ約束してくれんか」

「な、なんでしょう……」




「ここから先を知るなら、明日からは『亜人ヒト族』になることを」




　オズカンのまっすぐな瞳ひとみは、二択たくを迫せまっているようだった。

「ヒト族……って、え？　オレ、ヒトを辞やめる的な感じですか？　なんかの儀ぎ式しきでこう、姿すがた形かたちを変えられるような？」

「そうじゃない。カテゴリーとしての『魂たましいの置場所』を見つめ直して欲ほしいんじゃ」

　つまり名誉住民票を渡されたことには、このダンジョンでの賃ちん貸たい契けい約やくや仮住まいを許可する以上の意味が含ふくまれていたのだ。

「そんな風にウェルカムされるのは、すごく嬉うれしいですけど」

「院長のその報いる魂に、我々は救われた。であれば、その魂ごとダンジョンに迎え入れたいと思うのは不思議なことではあるまい」

「そのためには……この扉とびらの奥を知っておく必要があると」

「亜人とヒトのバランスを、根底から覆くつがえすものが存在しておるからの。恐おそらく今回、忍しのび込んだヒトの目的もこれであろう」

「その犯人、オズカンさんは誰か思い当たるヒトがいるんですか？」

「ほぼ、あのバカ理事長で間ま違ちがいないと思うておる」

「レステル理事長が!?」

「おおかた、城都議会の連中とグルになっておるのだろう」

　思い出したのは、あのバカげた城都での周年パーティー。

　最前列のテーブルに顔を連ねていたお偉えらいさんたちや、わざわざオズカンを呼び寄せたことの意味もはっきりしてくる。

「そうか、それで……」

「いきなりで戸と惑まどうのも無理はないが、今ここで決めて欲しい。そしてそれを求めないのであれば、この話はなかったことにしてくれんか」

「考える時間はなし、ですか」

「重要な決断ほど瞬しゆん時じに下さねばならんことが多いし、それができぬ輩やからをここへは招かん。無論、どちらを選んでも院長への敬意が変わることはない。その相手が『ヒト』か『亜人ヒト族』か、違うのはそれだけじゃ」

「オレが裏切って、この情報を城都に持ち帰るとは思わないんですか？」

「我々亜人は、報いる」

　オズカンの「報いる」という言葉は重かったが、表情は落ち着き払はらっていた。このダンジョンに隠かくされた謎なぞを打ち明けようとしているのは確かなのだろう。

　ヒトが卑怯な手段で駆く動どう部ぶに忍び込もうとして、パンデミックまで起きた直後だというのに。ダンジョン組合長としての責務を負いながらも全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せてくれ、亜人領地であるこのダンジョンに真の意味で迎え入れてくれようとしている。

　なにがどうなってこの状じよう況きようになったのか、いまだにサッパリわからない。突とつ然ぜんのことでまったく現実味がないし、この向こう側を見る必要も感じられない。

　今のままでも、十分楽しい亜人領地での生活が送れている。スラフカ、トリアさん、ティーナさん、メーフリーちゃんとのクリニック経営は、赤字で大変だがとても充じゆう実じつして楽しい。たくさん来てくれるようになった、様々な亜人さんたちとの触ふれあいも刺し激げき的てきだ。

　これでいいのだ――仮かり初そめの客であるならば。

　しかし本当に亜人領地で暮らすということは、それで十分なのだろうか。逆に、しがみつくほどヒトの社会や城都での暮らしに未練があるのだろうか。死ぬまで、あの虚きよ飾しよくに満ちた社会で暮らす気があるのだろうか。ヒトでありながら『ヒトのカテゴリー』に、どこか嫌けん悪お感を抱いだいていないだろうか。

「難しいもんですね、選せん択たくするって」

　選択は前まえ触ぶれもなく、ある日突然やってくる。すべての選択が、じっくり考えてから答えを出せるものであれば苦労はない。

　それは倒たおれた患者を目まの当あたりにして一歩前へ出る、あの感覚に似ていた。

「すまんかったな、テンマ院長」

　オズカンは、深く息を吐いて笑みを浮かべた。

「そう、ですね……」

「どうもワシはせっかちでイカン。院長にも親おや御ごさんや親族、それに城都での思い出もあることじゃ……この話は、なかったことに」

「見せてくださいよ、この鉄門の向こう側」

「……なんじゃと？」

　オズカンの作り笑顔が消えた。

「オレ、亜人さんたちが大好きなんです」

「テンマ院長……」

「真剣な話なんで、笑わないでくださいよ？　オレね、亜人女性と結けつ婚こんして３人の子供と一緒に、このダンジョンで暮らすのが夢だったんですよ」

「お、おぉ……そ、そうか。そんな話もチラリと耳にはしておったが、そうか……」

「バカですよね。本当の意味で亜人社会に迎え入れてもらわないと、そんなの腰こし掛かけでしかないのにね」

　寄せられた信頼に応える――報いる。

　受け入れるために広げられたその両手を、拒こばむ理由はなかった。

「よくぞ決心してくれた！」

　わずかに潤うるんだ瞳をごまかすように、オズカンは力強く腕うでを引いてきた。勢い、背の低いオズカンの顔が目の前に迫る。

「な、なんですか急に」

「それではテンマ院長、いやヒト族テンマ・ベルゲールよ！　ダンジョン組合長オズカンの名の下もとに、誓ちかいの『鼻づけ』を！」

「鼻づけ!?」

「鼻じゃよ、鼻に決まっとろう！　さぁ、早く鼻ハナ！」

「ぶわっ！」

　危あやうく唇くちびると唇が触れるかの距きよ離りで、オズカンは鼻に鼻をスリスリしてきた。

　亜人文化、奥が深すぎる。




「これにより今、ヒト族テンマ・ベルゲールが誕生した！」




「あ、ありがとうございます……？」

「衛兵よ、門を開けい！　初代ヒト族の族長であるテンマ・ベルゲールに、ダン電駆動部をご覧に入れるのだ！」

　オズカンの高らかな宣せん誓せいとともに、重じゆう厚こうな鉄門が軋きしみながら開いていく。

　漏もれ出す光と蒸気、そして機械音。

　開け放たれた城門の向こう側に広がる広大なドーム状の空間は、２階層ブチ抜ぬき。見下ろすと、その中央にはちょっとした火山口のような窪くぼ地ちがあった。

　その周囲は多種多様な巨大建造物メガ・ストラクチヤとアームに取り囲まれ、そこから伸のびる無数の配管が窪地へと吸い込まれている。

　いや――窪地の中に埋うまった、あまりにも大きすぎる『何か』に接続されていた。

「なッ……発電機じゃ、ない？」

「これこそが、ダンジョンに膨ぼう大だいなエネルギーを供給する駆動部」

「駆動部っていうか……」

「あの境界裂孔ハイエイタスにより現れ、今もなお眠ねむり続ける太古の巨神族じゃ」




　そこから先はもう、別世界だった。
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　ぼんやりしたまま戻もどった、ダンジョン地下５階。

　居酒屋『ゼン』のテーブルは、異常な興奮に満ちていた。

「ハァ!?　テンちゃん、亜人に帰化したの!?」

　トリアさんの絶ぜつ叫きようと共に、スラフカとティーナさんがビールをふき出した。正確には吹きかけられた。舐なめたら美お味いしかった。

　しかしいつもは閉じているトリアさんの背中からは羽がバサーッと広がり、スラフカは皿からこぼしたキュウリを拾おうとしてミソだれに指を突っ込む始末だ。

「せんせー、それマジですか？」

「マジです」

「ってことは、オズカンさんに『ハナズリ』してもらったんですか!?」

「……なんだって？」

「鼻と鼻をスリスリする、アレですよ！」

「あー、アレね。なんか儀式なんでしょ？」

「軽っ！　あれって、超ちようレア儀式なんですよ！　っていうかあたし、亜人に帰化したヒトなんて初めて見たんですけど！」

「ヒトでは初、らしいよね」

「ってことは、初代ヒト族の族長ですか!?」

　とはいえ、亜人に「帰化した」という実感はまったくない。

　別に角が生えたり繭まゆに包まれて羽う化かしたり、衣服を破いて毛むくじゃらになったわけでもない。そもそも「ヒト族」ってなんだ、という疑問が解決できていない。

　見た目がなにも変わらないまま、亜人さんたちに受け入れてもらえるか自信がないのも事実で。黙ってジュースを飲んでいると思っていたメーフリーちゃんなど、よく見ると固まったまま口からデーッとこぼしている。隣となりでうつむいたままのティーナさんは、体からもの凄すごい熱気を放ちながら黙り込んでなにかをブツブツと念じているし。

　みんな戸惑いを超こえて、怒いかりを覚えているのではないかと不安になってくる。浮かれたヒトが亜人領地で空気を読めない感じに「オレ、亜人に帰化したんだけどすごくない？」と、はしゃぐのだけは避けたい。

「オレなりに、間違った選択はしてないと思うんだけど……自信なくなってきたな」

　キューっとビールを飲み干したトリアさんが、ドンと力強くジョッキを置いた。

「間違ってないよ！」

「えっ!?」

「テンちゃん、言ってたもんね。将来は亜人領地に住みたいって。やっぱ地域医い療りようっていうか亜人医療をするのに、いつか城都に帰るかもしんないヤツには任せたくないよ！」

「あ、ありがとう……そう思ってもらえるのは、うれしいかな」

　スラフカまでキューっとビールを飲み干し、ドンと力強くジョッキを置く。

「ですよね！」

「あ、ありがとう」

「言ってましたもんね！　将来はエルフを片かたっ端ぱしからハメ倒してヒィヒィ言わすって」

「たぶん、言ってないと思う」

　嬉しくないが、あながち間違いとも言い切れないのが悔くやしい。

　ともかく、亜人に帰化するとどうなるかぐらいは知りたいのが現状だ。

「はぁ……そうかぁ。テンちゃんがヒト族にねぇ」

「そのことで聞きたいんだけどさ。結局『亜人に帰化する』って、どうなることなのかな。オレ、変身とかする？　それとも、戸こ籍せきが遺い跡せきダンジョンに移るだけ？」

「さぁ……ウチは初めて見たから知らないけど、発情期とか来るんじゃない？」

「……なんだって？」

「試してみる？」

　トリアさんが急に、鋼鉄ブラのフロントホックをはずした。

「なにやっちゃってんのッ！」

「なんで発情期でもないのに欲情するかなぁ」

「誰だれでも不整脈が出るレベルでしょ！」

「せんせー、これは？」

　スラフカまでスポーツブラ的なピンクの民族衣装をめくり、下乳攻こう撃げきをしかけてくる。

「なんてことだッ！」

「うわー、今まで通りの発情エブリデイですよー」

　どどんっと空気が振しん動どうして、ティーナさんがレインボーオーラを放った。

「ティ、ティーナさん？」

「……ということは、族長院長先生。見られましたね？」

「なにを？」

「ダン電の駆動部、です……」

　あのダンジョン最深部は、住人ですら関係者以外は立ち入り禁止の場所だったはず。もちろん、あの『巨神族』についても口外禁止だ。

「え、あ……まぁ」
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「そう、ですか……族長ですものね……あはは」

　愉ゆ悦えつに満ち満ちた笑みを浮かべた、ティーナさん。

「知ってるの？」

「知らない『仲』ではない、ですね……」

「仲って？」

「知りたい……ですか？」

　ぐいっ、と顔を寄せてきたティーナさんが怖こわすぎる。

　あのサッカーグラウンドぐらいあるスキンヘッドの巨神族と、なぜお知り合いなのか気になるが。聞いてはいけないと、直感が囁ささやいていた。

「いや、いいです」

「では、族長院長先生――」

「や、ティーナさん。なんか役職を全部くっつけると、バカっぽいんで」

「――ダン電の最深部に侵しん入にゆうしようとし、挙げ句にあのパンデミックを引き起こした犯人は、誰だとお考えですか？」

　テーブルが静まりかえり、みんなの視線を一斉に浴びた。

　それぐらい、族長の発言は重んじられるのだろうか。

「オズカンさんは、レステル理事長じゃないかって」

「ですよね……普ふ通つうに考えればそうですよね、おかしいですもんね……」

「……ティーナさん？」

　どんっ、と例の衝しよう撃げきが居酒屋の中を揺ゆらした。

　可愛かわいらしい顔の眉み間けんにしわを寄せて、闇やみ落おちしたような歪ゆがんだ笑みを浮うかべている。

「ダン電の事務をしてる子に、聞いたのですが……偽ぎ造ぞう許可証には、オズカン組合長の掌しよう紋もんが入ってたらしいです……」

「どうやって手に入れたんだ？」

　ははーん、とそれを聞いたトリアさんが何かに気づいた。

「例のパーティーだ」

「あ……そうか」

「あれなら、オズカンさんのＤＮＡだって採取できたね」

「じゃあ、ダン電の職員さんが言ってた『グリグリ巻きの金きん髪ぱつ巨乳女』って――」

　一同、ハッと止まった。

　思い当たる人物が約１名、確かにいる。

　最初にビールのジョッキを置いたのは、スラフカだった。

「トリアさーん。あたしその女、なんかパーティーの受付で見た気がしますけど」

「いたね。グリグリ巻きの金髪巨乳で、できない雑用係世界選手権第１位っぽい女」

　トリアさんは立て続けにビールを流し込んでいる。

　少し、ペースが速くないだろうか。

「ということで。よろしいですね、族長院長先生」

「……なにが？」

　絶え間なく空気は振動し、ティーナさんのレインボーオーラは全開を超えている。

　危険な匂においしかしないが、なにの確かく認にんをされているのかわからない。

「亜人は報いる、ということです」

「報いる……って、まさか」

「亜人戦争が終結した際に結ばれた条約に記された『領土保全の相そう互ご尊重、相互不ふ可か侵しん、内政に対する相互不ふ干かん渉しよう』を踏ふみにじり、『エネルギー資源に関する条約の維い持じ確かく認にんおよび改かい訂てい』の手順すら取らずに忍び込み――」

「なんでそんな難しいことに詳くわしいの？　シルキーって、そういうのが専門なの？」

「――あまつさえ亜人が免めん疫えきを持たない水痘をまき散らしてパンデミックを起こすなど、言語道断。で、よろしいですよね？　族長院長先生」

「え、オレ!?」

「ヒト族の族長として」

「いや、うん……まぁ、悪いことだよね」

「ということで、族長はお怒いかりのようですよ？　スラフカさん」

「待って待って、怒おこってはいるけど……」

「あたしはむしろ、あのワケわかんない赤字を乗せてきたってことも許せないんですよ」

「そっち!?」

　ビールのお代わりをしたスラフカは、ふつふつとした怒りをこぼす。

「せんせー。トリアさんの帳ちよう簿ぼと本部の帳簿、どっちが正しいと思ってんですか？」

「……そりゃあ、現場にいるトリアさんの方が正しいと思うけど」

「そういうの、二重帳簿って言うんじゃないんですか？」

「て、言うのかな」

「あいつら基本的に亜人をナメてますよね、なにやっても気づかないだろうとか思ってますよね。あれ絶対に本部のめんどくさい支出を、あたしらにかぶせてますよね」

「いや、うん……まぁ理事長は、ちょっとそういうところはあるかも」

「てことで、亜人ヒト族の族長たるせんせーも怒ってるみたいですよ？　トリアさん」

　なんだろうか、この包ほう囲い網もうは。

　これをぜんぶまとめて代弁するのが、族長の務めなのだろうか。

「……ウチは、ちょっと複雑かなぁ」

「なんでですか。トリアさんのつけた帳簿、ムシされたんですよ？」

「ヒトの職場ってさ。上長の隠し事に触れたら、どうなるかわかんないんだよ」

　意外にも、トリアさんはビールのジョッキをテーブルに置いて冷静だった。

　そして、少し悲しそうだった。

「そうは言ってもですよ？　あの水痘パンデミックに気づくのが遅おそかったら、死人が出るかもしれなかったんですよ？　おまけに赤字を減らせって言われながら二重帳簿で上乗せされ続けるって、亜人をバカにするにもほどがありますよ」

「スラフカはさ、テンちゃんが解雇クビになってもいいの？」

「え……？　クビ？」

　その言葉に表情を変えたのは、スラフカだけではなかった。

　城都の本部へ行って「グリグリ巻きの金髪巨乳女」に水痘の痂かさ皮ぶたがあるかどうかを確認してくることは、実際に簡単なことかもしれない。二重帳簿について問い詰つめることもできるだろう。

　しかし理事長の立場なら、気に入らないというだけで職員をクビにすることは可能だ。

　ましてや突つきつける内容がきわどいものなら、逆ギレに近い怒りを買うかもしれない。

「そりゃあ、ウチだって悔しいけど……正直、ウチはこの先もテンちゃんと一緒に仕事したいと思ってたんだよ。そのへん、スラフカはどうなのよ」

「あたし？」

「テンちゃんがクビになったら、指導医も代わるんだよ？」

「それは……イヤです」

　そう言ったきり、スラフカは下を向いて黙り込んでしまった。

　トリアさんはいつもクリニックの受付で、診しん療りよう全体の流れを的確に把は握あくしている。先に診みるべき患かん者じやさんを振ふり分わけたり、診療内容が治ち療りようなのか相談なのかを見み極きわめたり。馴な染じみの患者さんとは身の上話をしながら、待ち時間の暇ひまつぶしをしてあげたりしている。

　だからこそ、いま置かれている状況を客観的に判断しているのだ。

「ウチらだって所しよ詮せんはバカ理事長に雇やとわれてるだけで……あのクリニックがあいつのものである限り、ティーナやメーフリーだっていつ追い出されても不思議じゃないんだよ」

　なにが悔しいかといって、これを解決する方法を持ち合わせていないことだ。

　亜人医師会のダンジョン支部長になろうが、初代ヒト族の族長になろうが、結局このクリニックでは雇われ院長にすぎない。

　その非力さに心が折れそうになった時、再びティーナさんが立ち上がった。

「みなさん、ご安心ください……族長院長先生は、このわたしがお守りいたします」

　相変わらず闇落ちした笑えみを浮かべたまま、眉間にしわを寄せている。

　どうも今日のティーナさんは様子がおかしいが、なにかとんでもないことを考えていないだろうか。

「わたしのお屋や敷しきの主であり、ダンジョン初のヒト族族長であり、わたしの院長先生です……族長院長先生は指一本動かすどころか、腰こしひとつ振らずに全ぜん裸らで仰あお向むけに寝ね転ころんだマグロでいてもらってかまいません」

「いやそれ、ちょっと意味が」




「ラームイッッッッッ――ダァァァァァァァァン！」




「今日のティーナさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　天を仰あおいで謎の絶叫をあげると、静まりかえった居酒屋の奥おくから人ひと影かげが現れた。

　まさかまた伝説の幽ゆう霊れい軍団に、なにかやらせるつもりなのだろうか。

「呼んだ？」

　やって来たのは、腰に巻いたエプロンで手を拭ふいているケットシーの大将だった。

　店内で、そんなに絶叫する意味はなかったのではなかろうか。

「族長院長先生。こんなこともあろうかと、亜あ人じん特とく殊しゆ部隊を編制しておきました」

「大将に、なにさせるつもりなの!?」

「すべてに白黒をつけるのです」

　ティーナさんは見たことないほどの悪い顔をしていたが、元が可愛らしいのでそれもまた変な性せい癖へきに刺ささりそうで怖い。

「まさか大将、軍隊経験とかあるんですか？」

「いや。目め利ききには自信があるけど、腕うでっ節ぷしは猫ねこパンチ程度だ」

「弱っ！」

「おれじゃなく、部下を使うの」

「……諜ちよう報ほう員いん的なやつですか」

「いや、ただのネコちゃんたちだ」

　もう、なんとツッコミを入れていいのやら。

「先生、知らないのかい？　ネコってのは『モフモフかわいい』ってだけで、どこへ入って行っても『あらあら、どこから来たの？』で済むんだぜ？」

　そんなものだろうか。

「しかもネコだから、引き出しを開けようが書類をまき散らそうが胸の谷間に顔を突っ込もうが『もう、困ったわねぇ』で済むんだぜ？」

　胸の谷間のくだりはうらやましいが、そんなものだろうか。

「族長院長先生、次の部隊はですね」

「まだ!?　怒る気持ちはわかるけど――っていうか、その族長院長って呼び方」

「いいえ。族長院長として、白黒をつけねば」

「……城都と戦争するつもりじゃないよね？」

「亜人は表から城都には入れません……ならば、裏から入るしかないじゃないですか」

「城都に潜せん入にゆうするつもりなの？」

「挿そう入にゆうはいつものように後ろから……」

「言ってないし、したこともないでしょ！」

　次に姿を現したのは、乾かん燥そう肌はだのシュロークさんだった。

　やはりさっきの絶叫系詠えい唱しようで呼び寄せたに違ちがいないが、みんなティーナさんのお友だち――というか、部下なのだろうか。

　シルキーが家に憑つく妖よう精せいだなんて文ぶん献けんを書いたヤツを、ここへ引きずり出してやりたい。

「先生、いつもお世話になっております」

「待って、待って。シュロークさんって、浄じよう水すい器きの営業ですよね？」

「わたくしどもウンディーネは、水のあるところなら出入り自由。城都の水脈を遡さかのぼり、どこへでも入って御ご覧らんに入れます」

「そうなんだ……」

「わたくしこう見えても、昔はウンディーネ水中破壊工作部隊ＵＵＤＴに所属しておりまして」

　すごく特とく殊しゆなプロフェッショナルだったらしい。

　亜あ人じん女性、なにかと特殊な方が多くないだろうか。穏おだやかな結婚生活を送れる日がやって来るとは、とても思えなくなってきた。

「ねぇ、ティーナさん。ホントに気持ちはわかるけど」

「サキュバス族は……来ましたか？」

　嫌いやな予感しかしない。

　店内でフェロモンをまき散らしながらやって来たのは、ちょっと精神保健に問題を抱かかえているシニョさんだった。

「あ、ダメダメ。なんか分かった気がする」

　間違いなく、お色気で機密情報を聞き出すハニートラップというヤツだろう。

　しかし、主治医としては賛成できない。

「センセイ……わたしにも、ようやくセンセイのお役に立てる日が来たんですね」

「シニョさんは参加しちゃダメです。せっかく最近、じんま疹しんが出なくなってきたのに」

「センセイ！」

「うおっ！」

　ぐいっと腕を取られて、ばいんばいんの胸を押おしつけられた。

　鼻先に舞まった妙に血圧の上がる匂いで、体中の血管がもれなく膨ぼう張ちようする。

　サキュバスの近接攻撃は、破は滅めつ的てきで超ちよう強きよう力きようだ。

「わたしのカラダを心配してくれるんですか!?」

「近い近い、近いですって！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　わたし、センセイの性器以外は吸わないって決めてますから！」

「サキュバスが吸うのは精気でしょ！」

「ヤることは同じです！」

「身も蓋ふたもないですね！」

　シニョさんにグイグイ迫られていると、最後に現れたのは黒いマント姿だった。

「その節は世話になったな」

「ヴァンパイアの……えろっきゅさん？」

「すっかりお口も爽さわやかになり、ティーナ殿どのの呼びかけに馳はせ参さんじた次し第だいだ」

「まさか、ヒトの血を吸って意のままに操あやつる気じゃ……」

「安心なされい。我らとて契けい約やく書しよの取とり交かわしをせずして、吸血行こう為いなどせぬ。夜間にコウモリ特とく殊しゆ空くう挺てい部ぶ隊たいを城都内へ投入するだけだ」

　ケットシー、ウンディーネ、サキュバスにヴァンパイア。それぞれの能力を使えば、わりと真しん剣けんになんでもできそうな気がしてきたが――どう考えても穏やかな空気ではないので、怒り心頭のティーナさんには少し冷静になっていただきたい。

「それでは集まっていただいたみなさんに、本作戦の目標を確認いたします」

「ねぇ、ティーナさん。ダメだよ？　戦争みたいなことになるのは、ダメだからね？」

「第一目標はパンデミックの感かん染せん源げんと思われる人物の特定、または拉ら致ち」

「拉致!?」

　ぜんぜん話を聞いてくれない。

「第二目標は裏うら帳ちよう簿ぼの奪だつ取しゆ」

「ティーナさん!?」

「第三目標はレステル・アルマンゾール理事長から自白を引き出すこと」

「理事長にも手をかける気なの!?」

「または拉致」

「やっぱ拉致るんだ！　ちょっと落ち着こうよ！　これ、亜人戦争の引き金になりそうじゃない!?　ねぇ、トリアさんからも何か言ってよ！」

「シルキーがこうなると、もう誰にも止められないね」

　ヤレヤレみたいに肩かたをすくめてスラフカとまたビールを注文しているが、それはティーナさんに任せて大丈夫という意味に受け取っていいのだろうか。

　こんなことで、１００年前の亜人戦争に逆ぎやく戻もどりするのだけは避さけなければならない。

「わたしにお任せいただけませんか、族長院長先生」

「そうは言っても……」

「終わらせます。素す速ばやく、静かに、徹てつ底てい的てきに」




　初代ヒト族の族長になった今――。

　亜人として、ヒトに報むくいなければならないのかもしれなかった。
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　なにごともなかったように迎むかえた、月曜日の朝。

　白衣を羽織ってクリニックに降りると、外来の待合ではなぜか今日に限ってスタッフ一同がそろってお出で迎むかえをしてくれていた。

　一列に並んだその笑え顔がおは、まるで待ち構えていたようだ。

「せんせー、おはようございまーす！」

「スラフカ先生、早いね。まだ30分前だけど」

「おはよう、テンちゃん」

「ねぇ、トリアさん……なんかいいことあったの？」

「パパー、こっちこっちー」

　メーフリーちゃんまでご機き嫌げんだが、その列の中にはティーナさんの姿がなかった。誰よりも早く起きて朝食を作り、朝イチから掃そう除じを始めるのが日課のはずだが。

「メーフリーちゃん、ママは？」

「いいから、お外に行こうよー」

「や、そろそろ外来を開ける準備をしないと」

　仕事前からダダをこねる子ではなかったはずだと不思議に思っていると、今度は駆かけ寄よってきたスラフカに右みぎ腕うでをからめ捕られた。

「せんせー。今日はまずこちらから！」

「こちらからって、外？」

　肘ひじが思いきりスラフカの胸に沈しずんでいる心ここ地ちよさ。これだけでも至高の朝だというのに、いわゆるサプライズなんとかというヤツを準備してくれているのかもしれない。

　その証しよう拠こに、トリアさんまで左ひだり腕うでをからめ捕ってくる。

「まぁ、テンちゃん。今日の仕事は、これを見てからってことで」

「なによ、なんなの？　ちょっと期待しちゃうんだけど」

　これまた胸の感かん触しよくが、肘へとダイレクトに伝わって来る。

　あのころ夢見ていた亜人女性に囲まれる生活は、いつの間にか亜人女性に挟はさまれる生活へとモードＵＰしたらしい。囲まれて挟まれたあとの、さらに上位モードを期待せざるを得ない。心の距離は近くなったと判断して間ま違ちがいなさそうだが、それでもここは亜あ人じん文ぶん化か圏けん。慌あわてず騒さわがず、慎しん重ちように見極める必要がある。

「もしかして、オレの誕生日？　ごめん、言ってなかったけど誕生日は来月の――」




　クリニックのドアを開けると、玄げん関かん先さきの地べたに理事長が正座させられていた。




「――えっ!?」

　その隣となりには、グリグリ巻きの金髪巨乳女ことツクミちゃんも半泣きで正座している。

　それを仁に王おう立だちで見おろしているのは、腕うで組ぐみしたオズカンとティーナさんだ。

「や……ちょ、どういう――えぇっ!?」

「待っていたぞ、テンマ院長」

「オズカンさん!?　なにこれ、どういうことですか!?」

「まずは、これを診しん断だんしてもらいたい」

　有う無むを言わさず、ツクミさんの前に連れ出された。

「その前に」

「いいから、ほれ。この女のブツブツがなにか、ハッキリと診断してくれんか」

　理事長の秘書ツクミちゃんの顔には、無数の小さな痂かさ皮ぶたとその痕あとがうっすらと残っている。思わずグリグリに巻いた縦ロールをかき分けると、頭皮にもパラパラと散見された。痂皮化が終わった後に皮ひ膚ふの常じよう在ざい菌きんが入り込み、黄色い膿のう疱ほうを作っているものもある。

「これは……」

「院長。水すい痘とうの痕で間違いないか？」

「あのぉ！　あのですねぇ、これは違うんで――」

「あんたには聞いとらん！」

　オズカンの一いつ喝かつで、正座中のツクミさんはさらに涙なみだ目めになった。

「――これはぁ、アトピーなんでぇ」

「ツクミさん。成人発はつ症しようの水痘は、子どもと違って症しよう状じようも強く痕にも残りやすいんです。本当のアトピー性皮ひ膚ふ炎えんの患者さんに、土下座で謝あやまるレベルの嘘うそはヤメましょうね」

　それっきり黙だまり込んでしまった。

　もっとも、すでに正座させられているのだが。

「第一目標、パンデミックの感染源と思われる人物の特定は完かん了りようじゃな。お手て柄がらじゃぞ、シルキーのティーナ殿」

「わたくしは指示を出したまで。できれば見事この猫好き女をおびき出した、居酒屋『ゼン』のケットシー大将率いる、もふもふネコちゃん諜ちよう報ほう部ぶ隊員たちにお褒ほめの言葉を」

「あとでチュルチュルを差し入れるとしようかの」

「作戦指揮をした大将も喜ぶでしょう」

　ティーナさん、本当に城都潜入作戦を指揮していたらしい。

　あれがお酒の席での話ではなかったというのは、災厄前プレハイのアジアにあったという「飲みニケーション文化」より怖いことだ。

「院長。次は、これを見てくれ」

　ぼふっ、と書類の束を手て渡わたして来た。

　正座させられている理事長の表情が、次第に強こわばっていく。

「これは……？」

「そこにいるレステル・アルマンゾール理事長が不正に細工の指示を出した、このダンジョンクリニックの二重帳簿じゃ」

　ペラペラとめくってみたものの、どこがどう細工してあるのかサッパリわからない。

　これこそ、医者が良い経営者になれない大きな理由のひとつだ。

「ちょっとそれ、ウチに見せて」

　すかさずトリアさんが隣で分ぶん析せきを始めてくれたが、興奮のせいか距離が近すぎる。

　上気した体から発するいい匂いとシャンプーの香かおりが混ざり、軽く失神できるほどの変なホルモンが腰の辺りから体中に駆け抜けていった。

「……ど、どう？」

「なにこれ！　この帳簿だと『コンサルティング料』と『顧こ問もん料りよう』と『派は遣けん料』って、聞いたこともない会社に支し払はらわれてんじゃん！」

「そうなの？」

「ここ見てよ！　テンちゃん、この会社に聞き覚えある!?」

「違うのテンマ先生、聞いてちょうだい。それはね――」

　オズカンの怒ど声せいが理事長の言葉を遮さえぎった。

「ええ加減にせい！　それはキサマの嫁よめが『わたし、経営コンサルタントしてるの』と経営者ヅラをしたいがために作った、実態のない会社ではないか！　その経費をダンジョンクリニックに上乗せするとは、経営者として土下座するレベルじゃわい！」

　それっきり、理事長は黙り込んでしまった。

　もっとも、すでに正座させられているのだが。

「この『交通費』だって、たぶん城都のお偉えらいさんを接待した時の送そう迎げい代だよ」

「えぇぇぇぇ……」

「あとテンちゃん。ウチらやっぱ、開院半年をすぎたぐらいから、黒字になってるわ」

「そうなの!?　じゃあ、なんで赤字だって言い張ったわけ!?」

「それは知らないけど……うわぁ、化け粧しよう品ひん販はん売ばいにも手を出してるし」

「まじで？」

「多角経営ぶって失敗した赤字、全部このクリニックにかぶせてる感じ」

　それに付け加えてオズカンが明かした理事長の不正は、ひどいものだった。

　城都製の無能な空気清せい浄じよう器きと浄水器は接待購こう入にゆうで、実売価格に水増しをした額面の領収書が見つかった。系列で使用していた医療機器のリース代も、使ってもいないこのダンジョンクリニックに計上されているらしい。挙げ句に嫁が金持ちフレンズと旅行で散財した費用まで、雑費に乗せられていたという。

「これで第二目標、裏帳簿の奪取は完了じゃな。見事じゃぞ、シルキーのティーナ殿」

「いいえ。これもみな、亜人特殊部隊のおかげです」

「そうじゃな。ヴァンパイアにはプロテイン入りの人工血液を１年分、ウンディーネには公的機関への浄水器の導入を優先的にするとして」

「恐おそれ入いります」

　誰がどうやって城都からこの帳簿を盗ぬすみ出だしたのか考えただけでも恐ろしいが、わりと亜人さんたちでも公的機関への物品納入は縁えん故こが多いのだけは理解した。

　しかし、ヴァンパイアのえろっきゅさんがガチムチになるのはどうだろうか。

「サキュバスはああいった種族でもあるし、褒ほう美びはテンマ院長との性交……あ、いや」

　ティーナさんの炎ほのおも凍こおらせる冷たい視線が、オズカンに言葉を飲み込ませた。

　わりと真剣に、みんなティーナさんを恐れていないだろうか。誰かはっきり「シルキーこそ亜人最強」だと公言してくれればいいものを。

「いやいや、それはさて置き。第三目標じゃが――」

　記き憶おくが確かなら「レステル・アルマンゾール理事長から自白を引き出すこと、または拉致」だった気がする。すでに目の前で正座をさせられているので拉致は済んでいるとすると、一連のできごとについて理事長がなにを話してくれるかだ。

「くっ……」

　理事長は災厄前に流は行やったという女騎き士しの「くっ殺ころ」みたいな顔をしているが、誰も萌もえないどころか迷わず刺してしまいそうだった。

　ツクミさんがダン電の駆く動どう部ぶに侵入したのは、どうせ独断ではなく理事長の指示なのだろう。城都のお偉いさんたちからこのダンジョンの膨ぼう大だいなエネルギーを手に入れようとそそのかされ、理事長がツクミさんに指示を出したところまでは想像がつく。もっとお金をかけてヒトを雇えばこんな間ま抜ぬけなバレ方はしなかっただろうに、変なところで人件費をケチるからこういうことになるのだ。

　しかし、どうにもわからないことがひとつだけある。

「なぜこうまでして、このクリニックを赤字にしたかったのじゃ」

　そう。クリニックの赤字とダンジョンのエネルギーが、どう関係しているかだ。

「こ、顧こ問もん弁護士を呼んでちょうだい」

「……なんじゃと？」

「こんなね、不法に拉致された上に暴力的な脅きよう迫はくはね、ヒトの社会ではあり得ないの」

　この期ごに及およんで、理事長が開き直った。

　しかし、確かに拉致はあまり褒められたやり方ではない。

「なにを言うか。血を吸われずにヴァンパイアになれる方法があると聞かされて、ノコノコと城都からついて来たクセに」

　ぜんぜん拉致ではなかった。

　非があるとすれば詐さ欺ぎ商法かもしれないが、別に金銭のやり取りは発生していない。

「ともかくね、弁護士が来るまで……その、あれね。ノーコメントで」

　黙もく秘ひという言葉が思いつかなかったのだろうか。理事長はヘソを曲げた子どものように、正座させられたままプイッと顔を背そむけてしまった。

　ぜんぜん可愛くない。

「なっ――この」

　理事長が火に油を注いだ感じで、オズカンの怒いかりメーターを急きゆう上じよう昇じようさせた時。

　ドヤ顔で話に割って入ったのは、意外にもスラフカだった。

「待ってください、オズカンさん！　こんなこともあろうかと！」

「どうした、研修医さん」

「このアテクシ、できる女エルフ研修医代表ことスラフカ・ドラバントが？　助すけっ人とをお呼びしておきましたーっ！」

「誰かね。拷ごう問もん官か？」

　スラフカの後ろから姿を現した人影――。

　拷問官どころか、その人を連れて来たらもっと話が面めん倒どうになる予感しかしない。

「よぉ、兄弟。花か粉ふん症しようで世話になって以来、ご無ぶ沙さ汰たして申し訳ないのう」

「……お、お父さん？」

　相変わらずのリーゼントに、サングラスとあごひげは健在。リザードマンの皮をひっぺがして伸のばしたようなジャケットに、狼おおかみの毛皮的なコートを羽織るのがポリシー。ガラの悪いオッサンが「耳が尖とがっているからオレはエルフだ」と言い張っているだけにしか見えない、スラフカのパパだ。

「水みず臭くさいのう。ワシぁこうみえても１００年前の亜人戦争じゃあ、２００人の兵隊率いてヒトと一戦交えた中隊の指揮官じゃいうて教えたじゃろうが」

「でした、よね……」

「じゃあ！　なんでこんな時に、声をかけてくれんのや！」

「近い近い、顔が近いです！」

　なぜいま男同士で熱い抱ほう擁ようを求めてくるのか。

　葉巻臭いし、ひげも当たりそうだ。

「遠えん慮りよすんなや。ワシら、もう兄弟じゃろ？　親しん戚せきじゃろ？　一心同体じゃろ？」

「……そうでしたっけ」

「なんや、まだワシの嫁とヤッとらんのか？」

「してません、してません！　そんなヒマなかったですし、ヒマがあってもヤッちゃダメですから！」

「そんな堅かたいこと言うて、硬かたいのはチ○コだけで十分よ」

　なんと緊きん張ちよう感のない人、いやエルフだろう。

　この場の空気を、なんとも思わないのだろうか。

「それより、助っ人って……どういうことですか？」

「おう。愛まな娘むすめのラフィが珍めずらしゅう『父ちゃん助けて！』なーんてすがってくるモンでよ」

「……で？　なにを？」

「連れて来たったんよ」

「……誰だれを？」

　葉巻に火をつけてふかしたあと、スラフカのパパは両手を広げて天高く怒声をあげた。

「おまえら、出て来いやァァァァ――ッ！」

「Ｈｏｏａｈフーアツ！」

　現れたのは、まさに荒あらくれという表現がぴったりな亜人軍団。

　なぜこの状じよう況きように、この人数を引き連れて来たのか。

「待って待って、お父さん!?」

　集められたのはサイクロプス、オーク、ゴブリンのみなさん。その数は軽く20人を超こえるだろう。ご丁てい寧ねいに甲かつ冑ちゆうまで着けているが、兜かぶとは異形のケダモノじみている。鎧よろいは歪いびつで獣じゆう皮ひの補強を施ほどこされ、スパイクだらけの荒あら々あらしいものだ。

「昔、ワシと一いつ緒しよに戦うてくれたヤツらを招集したんよ」

　サイクロプスはタンク役も担になうのか、紋もん章しようの入った巨きよ大だいな楯たてと長なが槍やりを装備。オークが両手に握にぎっているのは、斧おのと棘とげが入り乱れた野や蛮ばん極きわまりない武器。比ひ較かく的てき小こ柄がらなゴブリンですら、その体に不ふ釣つり合あいな蛮刀を片手にスパイク付きの楯を前面に構えていた。

「理事長にコトの顛てん末まつを話してもらうだけなんですよ!?　戦争じゃないんですよ！」

「なに言いよるんや、どう見ても立派に戦争ケンカしとるじゃないか。１００年前の南方戦線を思い出させたるわい」

「スラフカ先生！　お父さんに詳しい説明、してないね!?」

「えー、しましたよ。このバカ理事長のせいでテンマせんせーがクビになって酒さけ浸びたりの荒すさんだ生活になったから、放っておけないしあたしも研修ヤメて働かなくちゃって」

「話を盛ったな!?」

　だいたい見た目が極ごく悪あくな亜人たちにこの人数で囲まれたら、どんな嘘の自白でもしてしまうだろう。狭せまい空間で洗脳のような尋じん問もんを何日も受けるまでもなく、秒殺だ。

「さぁ。せんせーもティーナさんたちも、後ろに隠かくれててくださいね。ホンキになった父ちゃん、危ないですから」

「スラフカ先生さ。ここはお父さんを説得して、穏おん便びんに帰ってもらえないかな」

「なんでですか？」

「いや、ほら……ここで亜人さんたちが大暴れしたら、理事長がなにか話す前にクリニックが危ないし？　それにここって、ティーナさんのお屋敷でもあるし？」

「ティーナさん、大丈夫ですよ！　あたしらの大事なクリニックには傷ひとつ付けないよう、父ちゃんが徹底的にやってくれますから！」

「違う違う、聞いてる？　目的は理事長に話してもらうことで」

「だよね？　父ちゃん」

「ラフィ。おまえを悲しませるようなことを、ワシがする思うか？　危ないけぇ、兄弟と一緒に後ろへ下がっとれや」

「待って！　なにする気か知らないけど、ちょっと待って！」

　くわっと目を見開いたスラフカのパパは、強きよう烈れつな雄お叫たけびを理事長に浴びせた。

「来いやァ！　奪うばってみろッ！」

「Ｈｏｏａｈフーアツ！」

　サイクロプスたちが地じ響ひびきを上げ、最前列で巨大な楯を地に突き立てて長槍を構える。横一列に並んだそれらは、まるで最終防衛ラインを死守する壁かべだった。

「お父さん！　理事長、正座させられて動けないから！」

「なにひとつ渡わたさねェからなァッ！」

「Ｈｏｏａｈフーアツ！」

　オークが一いつ斉せいに、斧と棘が入り乱れた野や蛮ばんな武器をジャキッと構える。

「あのね、お父さん！　むしろ裏帳簿を奪ってきたのはオレらの方で」

「捕ほ虜りよは取らねェ！」

「Ｈｏｏａｈフーアツ！」

「よく見て！　拉致されてるの、理事長でしょ!?」

「容よう赦しやなしだァッ！」

「Ｈｏｏａｈフーアツ！」

　いつでも飛び出せるよう、ゴブリンの軽歩兵集団が蛮刀と楯を構えた。

「おとォォォさァ――ん、お父さァァァ――んッ！」

「さっきから、どしたんや兄弟。血が騒ぐんか？」

　最後の絶ぜつ叫きようが届いたのか、ようやく俗ぞく悪あく花か粉ふん症しようパパは部下に待ったをかけてくれた。

　軽く立ちくらみがするぐらい体から酸素とエネルギーが抜ぬけてしまったが、ここでなんとかしないと収しゆう拾しゆうがつきそうにない。

「あ、ありが……とう、ございま……した」

「なにがや。ワシら、まだなんもしとらんで？」

「いえいえ、十分……交こう渉しようというか、話を……してもらえると思いますから」

「そうか？　まぁ、ヒト族の族長がそう言うんなら」

　理事長は子犬のようにプルプル震ふるえているし、ツクミちゃんなど泣くどころか感情のすべてを遮しや断だんしてスーンとした顔でフリーズしている。

「と、いうわけで理事長。話してもらえますか？」

「テテテ、テンマ先生……？　ボク今日、生きて……帰れる？」

「もちろんです、保証します。おふたりとも無事に帰しますから」

「先生……や、約束ね？」

「その代わり理事長も、正直に話してくださいね」

　こくん、とうなずいて理事長の喉のどがごくりと鳴った。

「ボクね……亜人領地との橋はし渡わたし役として、城都議会の先生たちから『エネルギー特使』に任命されたの。ほら、城都ヨルゴスで亜人領地に進出してるの……うちだけだから」

「やっぱり、ダン電のエネルギーが目的ですか」

「先生も知ってるようにボク、色んなビジネス方面に打って出ようと思ってたところでしょ？　それでちょうど、白羽の矢が突き刺さったってワケ」

　突き刺さったら死んでしまうが、この状況を見れば間違った表現とも言いがたい。

　多角経営に向いている医者は少ないし、ましてや議会だ特使だなどと言い始めたところで、せいぜいこの前の接待パーティーを開くのが精せい一いつ杯ぱい。エネルギー資源の確保を狙ねらった議員先生や企き業ぎようＣＥＯたちが、理事長を都合良く利用したと判断して間違いないだろう。

「じゃあ、ダン電の駆動部にツクミさんを侵しん入にゆうさせたのも」

「うん。あれ、ボクの指示。でもでも、なにも探さぐれなかったんだけどね」

　その浅はかな考えのおかげでダンジョンには水痘パンデミックが起こり、潜入したツクミさんは巻まき添ぞえを喰くらって魂たましいの抜ぬけ殻がらのように正座させられている。

「なんで、ツクミさんなんか」

「いやあれね、ホントは先生に頼たのもうと思ってたの」

「ハァ？　なんでオレが？」

「いや、うん……なんていうか、そのタイミングが来なかったっていうか……」

「どんなタイミングでも、そんなこと引き受けるワケないじゃないですか。知ってるでしょ？　あれって、このダンジョンの最重要機密なんですよ？」

「いや……ほら、先生は亜人領地に住みたいって言ってたし」

「それで？」

「ん？　だから、その……赤字？　って言えば、先生はいいヒトだから」

「あの、もっとわかりやすく言ってもらえます？　いつまでも帰れませんよ？」

　腕組みしたままのオズカンとティーナさんはもちろん、スラフカやトリアさんまでイライラしながら眉み間けんにしわを寄せている。スラフカのパパは話に飽あきたのか戦せん闘とう態勢を解き、部下とトランプで遊びながらポケットウィスキーで軽く酒盛りを始めていた。

「だから赤字？　は大目に見るから、その代わりにちょっと……頼もうかなって」

「なっ――」

　理事長から「赤字だ、赤字だ」と責められれば、亜人領地を離はなれたくない――つまり経営能力のない院長と見なされて城都に呼よび戻もどされるのを避けたい一心で、ダン電の駆動部に潜もぐり込んでくれという無理な頼みを引き受けると思っていたのだ。

「――それで半年後には黒字になったのに、赤字だと言い張ってたんですか!?」

「ん？　ザックリに言うと、そうカナ」

「二重帳ちよう簿ぼをつけて、本部の赤字や理事長のムダ遣づかいを上乗せしてまで!?」

「うん、驚おどろいちゃった。まさか先生、亜人科クリニックを黒字にするとは思ってなくて」

　全身を襲おそう脱だつ力りよく感かんがハンパない。

　ヒト社会を捨てて亜人に帰化したのは正解だったと、心の底から思えた瞬しゆん間かんでもあった。

「だそうですけど、オズカンさん」

「バカじゃなかろうか」

　怒り心頭から一転、あきれ顔で溜ため息いきを吐はき出したオズカン。

　隣のティーナさんなど、異国で有名なチベットスナギツネのような顔になっている。

「で、いいかな？　ティーナさん」

「お昼、何にしますか？」

　亜人特殊部隊まで招集した作戦だったというのに、話題にすら触ふれようとしない。

　こういう忘れ去られた系の扱あつかいだけは、受けたくないものだ。

「トリアさんと、スラフカ先生は？」

「テンちゃん。今日、みんなで飲みに行かない？」

「あ、いいですねそれ。何系にします？」

　スルーされることがこれほどまでに辛つらいものだと知ることができたので、理事長にはある意味で感謝するべきかもしれないが。

　わざわざ部下まで連れて来てくれた、スラフカのパパは大丈夫だろうか。

「あの、お父さん？」

「ん？　終わったか？」

　うーんと背せ伸のびをして、気の抜けた感じが露ろ骨こつだった。

「どうも、お手数をおかけしました」

「で、コイツはどうするんや」

「みんな、もういいみたいなんで」

「兄弟はどうなんや」

「いや……なんかオレも、もういいです」

「そうか。この人数が入れるとこ、あるかのう」

「……なんの話です？」

「飲みに行くんじゃろ？」

　もはや理事長は、亜人たちの怒りの対象ですらない。

　いまだに無表情でフリーズしたままのツクミさんと一緒に、城都へ帰すとしよう。

「ということで、理事長」

「テ、テンマ先生？　ぜんぶ話したけど？　もうないよ、ないない。これ以上ないから」

「大丈夫ですよ。約束通り、帰ってもらってもいいですから」

「じゃ、タクシー呼んでくれる？」

　どこまでも厚かましくてバカっぽいのは、この先も変わらないだろう。

　立ち上がった理事長は脚あしが痺しびれたせいで、生まれたての子こ鹿じかのようにプルプルしている。

　あきれながらケンタウロス・タクシーを呼ぼうとした時、ふわふわっとメーフリーちゃんが飛んで来た。

「パパー、お客さんが来たよー」

「え……？　患かん者じやさんじゃなくて？」

　振ふり返かえるとそこには、今まさに呼ぼうとしていたケンタウロス・タクシーのぬーんさんがキャビン車を引いて来ていた。

「あれ？　まだ呼んでなかったけど」

「しゃッス先生！　オズカンさんに言われて、城都からのお客さんをお連れしたッス！」

「オズカンさんが？」

　降りてきたのは、黒くろ縁ぶちメガネにスーツ姿の役人風のヒトがふたり。どちらも似たようなグレーのスーツなので区別がつかないが、あたりをキョロキョロ見回しながらメガネをクイクイしている。理事長のようなゴシックかぶれの小金持ちばかりを見てきたせいで、その都会的な雰ふん囲い気きに冷たい印象も受けるが。本来はこれが城都の平均的なヒトの姿だ。

「ダンジョン組合長のオズカンさんは、どなたで？」

「おお、ちょうどいい時に来たわい」

　手招きされてやってくるふたりと、入れ替かわるように。すかさず理事長は、シュタッと手を挙げてぬーんさんのタクシーに駆け寄った。

「じゃ、ボクはこれで」

「あー、待て待て。おふたりさん、そいつを逃にがさんでくれ」

「ん？　なになに？」

　オズカンに指さされた理事長は、キャビン車に片足をかけたままフリーズした。

　いや、ふたりのスーツ姿に腕うでを掴つかまれたのだ。

「医い療りよう法人アルマ会理事長、レステル・アルマンゾールさんですね？」

「ん？　人ひと違ちがいだと思うけど？」

　よくもシレッと嘘を即そく答とうできるものだと感心するが、その程度では右腕を掴んだスーツは手を放してくれない。

「城都税政局の者ですが――」

「えっ!?　税務局がなんの用なの!?」

「――粉ふん飾しよく決済に関する追つい徴ちよう課税の件で、お話があります」

　それを聞いて強ごう引いんに車内へ逃げ込もうと踏ふん張ばった理事長を、左腕を掴んでいたもうひとりのスーツが軽々と引き戻した。

「レステル・アルマンゾールさんですね？」

「だから人違いだって言ってるでしょ！　手を放してくれないと顧問弁護士と相談して」

「城都警察捜そう査さ第二課の者ですが――」

「警察!?」

「――城都議会議員への贈ぞう賄わいに関する件で、お話があります」

「ちょっとこれ、どういうこと!?　ぜんぶ話したら、帰してくれる約束でしょ!?」

　嫌いやな汗あせをダラダラ流しながら慌てる理事長を、オズカンはしらけた目で見ていた。

「バカじゃなかろうか。ぜんぶ話したら、そうなるに決まっとろうが」

「そんな！　約束が違ちがうでしょ！」

「ヒトはヒトのルールで裁かれるべきじゃろうて。ほれ、城都に帰りたかったのじゃろ？　ワシが呼んでおいたそのふたりと一緒に、さっさと帰れ」

　あうあうと言葉にならない声を上げる理事長は、念願かなってふたりのスーツ姿に連れられて城都に帰れることになった。

「ちょ――まっ」

　バタンと閉まったキャビン車のドアに言葉を遮られ、ケンタウロス・タクシーは砂すな埃ぼこりをあげて去っていった。

　後に残されたのは、ポカンとした空気だけ。

　小さくなっていくタクシーを眺ながめていると、いつの間にかオズカンが隣に立っていた。

「こういうのをヒトの文ぶん化か圏けんでは『一件落着』と言うのであったかの」

「ですかね」

　これでようやくヒトとのしがらみもなく、安心してみんなと一緒にこの亜あ人じん科クリニックを続けることができる。それが、なによりの救いだった。

「てことで、せんせー。これからもご指導お弁当のほど、ヨロシクでーす」

「それ、なんか違うな」

　この少し抜けた、エルフの研修医と。

「テンちゃん。早さつ速そくなんだけど、帳簿をつけ直さない？」

「……今日？」

　このマジメな、ドラゴニュートの医療事務さんと。

「それより、みなさん。まだ院長先生の、族長就任乱交パーティーが……まだですよ？」

「乱れて交わっちゃダメだよ、ティーナさん」

　この色々と超ちよう弩ど級きゆうな、助手のシルキーと。

「パパー。今日はこの本、読んでー」

「表紙に肌はだ色いろ成分の多い女性が載のってるヤツは、ダメって言ったでしょ」

　そして、ふわふわ修しゆ行ぎよう中のシルフと。

「あのぉ！　テンマ先生、すいませんけど――あのですねぇ！」

　みんなが一斉に振り返ると。正座したまま動けなくなった、縦ロールの巻き髪がみに巨乳だけが自じ慢まんのツクミさんがポツンと取り残されていた。

「なんでもするのでぇ、雇やとってもらえませんかぁ!?」

　無言のまま、みんなで顔を見合わせた。

　たぶん、それを赦ゆるすだけの心の広さが亜人にはあるのだろう。

　ヤレヤレという表情以外、強く拒こばむ空気は感じられなかった。

「じゃあ、ツクミさん。明日のお昼、面接に来てもらえますか？」




　そう、これが亜人領地での暮らし。

　これがヒト族族長としての生き方なのかもしれない。







エピローグ







　ダンジョン西口徒歩１分。

　広大な森の中にたたずむ廃はい墟きよダンジョンのすぐそばで、それは改築されていた。

「オラーイ、ラーイラーイ、ラーイ……ストーップ！」

　結局、理事長はこのクリニックから手を引かざるを得なくなった。

　法的な手続きを踏まずに強引な手段で亜人領地に干かん渉しようしたことで、城都議会から付ふ与よされていたエネルギー特使は不ふ名めい誉よ除職となり。城都の税政局には粉飾決算がバレて多額の追徴課税を請せい求きゆうされたうえ、今は議会議員の贈ぞう収しゆう賄わい事件で証人喚かん問もんされているらしい。

　それに対してダンジョン組合長たるオズカンからの要求は、このクリニックに関するすべての権利を返へん却きやくすることだけ。ヒトと亜人との争いを再燃させないよう、それ以上はなにも要求しなかった。

「テンマ院長先生。職員家屋アパートとクリニック、ホントに繋つなげなくていいんですか？　雨の日は不便じゃないですか？　今ならまだ図面の書かき換かえできますんで」

　改築は、このダンジョンに事務所を構える「タイテー建設」に依い頼らいした。

　ドワーフが技術指導と現場監かん督とくを行い、力持ちで大おお柄がらなサイクロプスやオークの従業員を抱かかえている技ぎ巧こう派は建築会社らしい。

「繋げちゃうと、公私の区別がなくなりますからね」

「雨の日に不便じゃないですか？　忘れ物した時に楽じゃないですか？　女性職員さんの髪かみが湿し気けってブローが決まらないんじゃないですか？」

　女性のヘアメイクまで気にしていただき、恐きよう縮しゆくしてしまうほどマジメだ。

「けど、不思議な光景ですよね」

「えっ!?　どこか図面と違ってました!?　アパートの２階とクリニックも繋ぎます!?　水回りの配管ならギリギリ間に合いますけど変えますか!?」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。そうじゃなくて、サイクロプスさんやオークさんたちが」

「コラァ、誰だ休んでるのはァ！　午前の休きゆう憩けいはまだだぞコラァ！」

「違いますよ。皆みなさん、一いつ生しよう懸けん命めいに働いておられますって」

　それでも心配なのか、監督のドワーフさんはステステと現場に戻って行った。

　改めて不思議に感じたのは、亜人さんたちの二面性だ。

　スラフカのパパが連れてきた荒々しい武器を手にしたサイクロプスやオークだけを見てしまうと、野蛮極まりない種族という印象を持たれても仕方ないだろう。

　しかし実際は、こうして穏おだやかで平和な日常生活を送っている方が普ふ通つうなのだ。

　理性と野性――それはヒトと同じではないだろうか。

　ヒトと亜人に違いがあるとすれば、それは見た目だけではないだろうか。

「テンちゃん、感かん慨がい深ぶかそうだねぇ。やっぱクリニックと女によう房ぼうは新しいに限るって言うし」

「トリアさん、それはダメな発言……って、なにしてんの？　まだクリニックは開けられる状態じゃないけど」

「引っ越しに決まってんじゃん」

　クリニックの隣となりに職員用の２階建てアパートを建てたらどうか、というのはトリアさんのアイデアだった。これからも研修医を受け入れるならあった方がマッチングでも断然有利だし、いずれは看護師さんを募ぼ集しゆうする際にも使える。

　というのは表向き。

　なによりトリアさん自身が、もう通勤したくないというのが大きな理由だったらしい。

　確かに、通勤時間は短ければ短い方がいい。

「せんせーっ！　荷物どこに運べばいいですかーっ！」

　ケンタウロス・タクシーにカーゴを連結して、大荷物を運んで来たのはスラフカだ。

「なに急いでんの？　まだ職員アパート、できてないってば」

「だーって、せんせー。家だと母ちゃんが発情期に入っちゃって『あんたの指導医、独身のヒト族長なんだって？』とか『おまえも交ざっていいから呼べ』とか『父ちゃんとはヤりたくない』とか、うるさいんだもん」

　いろいろツッコミどころが多すぎてコメントできないし、いまだに亜人女性の話には理解が追いつかない。

　しかし、ヒト族の族長という立場になった都合上。気軽に亜人女性とお付き合いしてからの結けつ婚こんというルートが絶たれてしまったのは、想定外にもほどがある誤算だった。

　ダンジョンに住む全亜人種族の族長からはお見合いの話が毎日のように舞まい込み、その隙すき間まを縫ぬってダンジョン役場や亜あ人じん企き業ぎようのお偉いさんたちから娘むすめさんを紹しよう介かいされるようになった。これは願ってもない超ちよう絶ぜつハーレム状態が来たと浮うかれすぎてダンジョン裏の滝たき壺つぼに飛び込んだのもつかの間、よくよく考えればもの凄すごく危険な状況だと気付いた。

　ヒト族の族長とはいえ、構成員はひとり。どれかひとつの種族の亜人女性と結婚すると「ひいき」したことになってしまう。ましてや相手が役場や企業関係者だと、それはもう癒ゆ着ちやくに近い。来週あたりに「亜人ヒト族との婚こん姻いん関係に関かかわる取り決め」という議題でダンジョンの族長会議が開かれるらしいのだが、一夫多妻制を常識とする派は閥ばつと認めない派閥でモメることが予想されていた。

　今からそれを考えるだけで憂ゆう鬱うつになる。

　そんなことにため息をついていると、メーフリーちゃんがふわふわと飛んで来た。

「パパー。ママが10時のお茶にするってー」

「あー、現場にも配ってもらうように言っといて――ンアァァァァッ！」

「族長院長先生、大丈夫です、もう配ってます、ヤッてます」

「ティ、ティーナさん!?」

　相変わらず不意に現れるのには慣れてきたが、さすがに背後から抱だきついて脇わき腹ばらと股こ間かんを揉もみしだくのはやりすぎだ。

「お屋や敷しきを改築していただくのですから……シルキーとして、当然のことですから……」

「わかったから、わかったから擦こすらないで！」

「ローション取って来ます」

「違う違う、そうじゃなくて！」

　危険だ。

　落ち着くまでしばらくは、どの種族とも平等に接しなければならないというのに。

　隣となりのトリアさんからいただくいつものヤレヤレな顔すら、発情期やローションという単語が共鳴して脳内で桃もも色いろに歪ゆがんでいく。これはもう、滝壺の中に住まなければならないレベルで危険な性的衝動リビドーかもしれない。

「けど、テンちゃんさー。これからまた大変なのに職人さんに毎日お茶まで配ったりして、お金は大丈夫なわけ？」

　オズカンが理事長から奪い返した、このクリニック。また院長をやらせてもらう以上、もう雇われ院長は嫌だった。誰かのために赤字を解消するのも、誰かに赤字の迷めい惑わくがかかるのも嫌。だから貯金をはたいて、オズカンから買い取らせてもらった。

　つまり今後は、正しよう真しん正しよう銘めいの院長になるのだ。

「貯金はなくなったけど、今度は赤字からのスタートじゃないから」

「……なに言っちゃってんの？」

　トリアさんが眉間にしわを寄せた。

　なにか間ま違ちがったことを言っただろうか。

「え、だってオレ……貯金はなくなったけど、ゼロになっただけで」

「テンちゃんさぁ……」

「ちょっと待って。なんで、なんで？　おかしくない？」

　本日、２度目のヤレヤレ顔をいただく。

「テンちゃんがオズカンさんから買い取ったのは、このクリニックに関わる権利でしょ」

「いやいやいや、改築費も出せたでしょ？　一緒に計算してくれたじゃん!?」

「増築分は？」

「え……改築？」

「ぞ　う　ち　く。飲み屋で気が大きくなったオッサンみたいな顔してＯＫした、職員用アパートの『増築』分」

「ん？　いや、でも……あれ？」

「ウチ、確かく認にんの書類を作って見せたよね」

「……はい」

「みんなに集まってもらった時にも、見せたよね」

「…………はい」

「テンちゃん、めっちゃ豪ごう快かいにサインしたよね」

「………………ということは？」




　ダンジョン西口徒歩１分。

　日当たりのいい閑かん静せいな場所に建てられた、丸太作りで２階建ての大きな小屋。
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　最近では、２階建て職員用アパートを完備。




　今日もまた。

　ダンジョンクリニック・亜人科は、赤字改善を目標に診しん療りようしている。










あとがき







　本作をご購入いただき、本当にありがとうございました。

　買ってくださる方が一番大事、それがすべてのはじまりです。

　並んでは消えていく激流のライトノベル棚から本作を選んでいただいたことが、どれほどラッキーなことか身に染みている今日この頃ですが、いかがお過しでしょうか藤山です。

　前作『テキトー男の異世界スローライフ／ＨＪ文庫（全２巻）』からしばらくたって、たまたま担当編集さんと電話でお話をしている時に新シリーズの話題になりました。




　――そういえば藤山さん、アレがありましたよね。




　実は本作、私がＨＪ文庫大賞を受賞した初顔合わせの時に「受賞は決まったものの、別作品でのデビューになるのではないか」と不安になって準備していた作品を改稿したものなのです。それぐらいビビッてました。だって前作は異世界のキャバクラに通うためだけにクエストをテキトーにこなして、モン娘のキャバ嬢と飲んでるだけの話でしたから。

　本作のタイトルには「亜人さん」と付いていますが、取り扱っている疾患は実際に日常診療で非常によく見かける、皆さんにも身近なものばかりです。せっかくお金を払っていただいたのですから、物語を楽しんでいただくだけでなく、お値段以上の価値があるかもしれない。そんな付加価値のあるラノベになればなぁ、と思いながら疾患を選びました。もちろん治療方法は現代医療ですから、そのスジの方や病院慣れしている方なら、登場している薬剤もすぐに思い浮かぶぐらい一般的なものばかりです。別に製薬会社さんから接待を受けたので載せたわけじゃないですが、市販薬とタイアップしたラノベ……どうでしょう、ご要望があればＨＪ文庫編集部担当さんまでご連絡下さい。

　ちなみに本作に登場するアレな理事長も、系列展開している開業クリニックでは日常的に見かけます。ぶっちゃけ私も似たような目にあったことがあります。そのことを思い出していたらムカムカしてきて、初稿ではもっと生々しく詳細に書いていたのですが、担当さんから「ラノベですよ……？」とご意見をいただきました。ですよね、今ならそう思います。あの頃はストレスで、どうかしていたのだと思います。




　そしてなんといっても、ラノベはイラスト。今作もアジシオさんにお願いすることができたのは、激運としか言いようがありません。あの肉感と可愛さの絶妙なバランスがたまらないハイクオリティ絵なのに、めちゃくちゃ仕事の速いイラストレーターさんなのです。文脈からシーンを汲み取っていただき、驚くようなアイデアがサラッと盛り込まれたラフがソッコーで返ってきます。

　あのパッと見ただけでストーリーの半分以上がわかってしまう見事な表紙とカラー口絵は、どうでしょう。背景のカルテ棚なんて、どこかの田舎医院に行けばありそうですし、点滴のラインもリアルです。もっと細かく見ていただくと、エルフ研修医の胸元にはなんとＩＤカードまで！　モノクロでは作中表現が見事に描かれており、各キャラクターが今にも動き出しそうです。なんと心強いことでしょう、これで勝てます。




　ちなみに私の担当編集さんも、めちゃくちゃデキる人です。年間刊行数と担当作家人数がわりと真剣にハンパないのに、出版工程に入ったらマッハで進みます。あと悔しいほどイケメンですが、本人にはその自覚があまりないようです。これは本当に悔しいので、できれば顔を交換して下さい、私が有効に使いたいと思います。




　そんなデキる人たちに恵まれた本作ですが、校閲さんにはいつもお世話になっております。もうそろそろ漢字や熟語の誤用も減っただろうと思っていた私が愚かでした。どうぞこれからも、ご指導、ご疑問出しのほど、よろしくお願いします。




　ここまでくれば、あとはもう営業さん、書店員さん、どうぞよろしくお願いします。

　感動も人死にもアオハルもない、あなたの生活に役立つ日常診療系異世界ラノベ。

　イージーに読んでいただける一品となっております。




　そして最後にもう一度、本作をご購入いただいた読者の方々へ。

　本当にありがとうございました。

　次巻、いかがでしょうか。




令和元年　近所の保育園から流れてくるソーラン節を聞きながら
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